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担当 G長 担当 T長 担当者 

   

 

事業事前評価表（技術協力プロジェクト） 

作成日：平成 20 年 2月 26 日 

担当部・課：地球環境部第二グループ 

１．案件名 

ウルグアイ東方共和国 サンタルシア川流域汚染源／水質管理プロジェクト 

２．協力概要 

（１） プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

住宅・土地整備・環境省（MVOTMA）環境局（DINAMA）及び関係機関（サンタルシア川流域 5

県等）の河川汚染源管理／水質管理能力の強化を目的に協力を実施する。DINAMA に対しては、

2003 年 10 月から 2007 年 1 月にかけて、「モンテヴィデオ首都圏水質管理強化計画調査」を実施

しており、DINAMA は同調査で作成した「水質管理能力強化のためのマスター・プラン」（M/P）

に基づき取り組みをすすめている。本プロジェクトでは、DINAMA の体制強化、関係機関との連

携強化を図りつつ、水質モニタリング、汚染源情報の管理・評価、汚染源に対する査察・指導、

情報システムの整備といった、汚染源／水質管理にかかる一連の活動を実施し、M/P の更なる実

施促進を図る。 

 

（２） 協力期間 

 2008 年 4 月～2011 年 3 月（3年間） 

 

（３） 協力総額（日本側） 

 2.1 億円 

（４） 協力相手先機関 

１）相手国実施機関：住宅・土地整備・環境省（MVOTMA）環境局（DINAMA） 

２）相手国協力機関：サンタルシア川流域 5 県（モンテヴィデオ県、カネロネス県、サンホセ

県、フロリダ県、ラバジェハ県）、大統領府企画予算事務所（OPP）、国家水・衛生局（DINASA）、

国家衛生公社（OSE）、農牧省（MGAP） 

 

（５） 国内協力機関 

 環境省 

 

（６） 裨益対象者及び規模、等 

１）直接裨益者 

プロジェクト専門家のカウンターパート（C/P）：DINAMA 局長、DINAMA 環境評価部（4名）、

環境管理部（10 名）、環境分析課（10 名）、環境影響評価部（11 名）（計 36 名） 

本プロジェクトで行うセミナー参加者：中央政府・県関係者（80 名）、NGO（30 名）（計 110

名） 

２）間接裨益者 

サンタルシア川流域 5県の県民（計 200 万人） 

３．協力の必要性・位置付け 

（１） 現状及び問題点 

ウルグアイは南米大陸、ラプラタ川河口に位置し、面積約 17.6 万 km2（日本の約半分）、人口

約 330 万人の農牧業を主要産業とした国である。国全体の人口密度は小さいが、首都モンテヴ

ィデオ圏およびその周辺の、国土面積の 1 割弱のサンタルシア川流域に人口の 6 割以上が集中

し、水質環境の悪化が問題となっている。主要汚染源は、都市排水、不法投棄された固形廃棄

物、工場排水であり、皮革工場からの排水による重金属汚染も確認されている。また、面源と

して農地からの肥料や農薬の流入も懸念されている。これまで下水処理場建設、工場排水規制
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等の、汚染源対策が講じられてはきたが、課題に十分に対応しきれていない。その最大の原因

は、ウルグアイにおける水質保全の主管官庁である住宅・土地・環境省（MVOTMA）環境局（DINAMA）

の業務実施能力が不十分であり、法令で規定されている役割を果たしていないことにある。 

 このような背景の下、ウルグアイは我が国に対し 2001 年に、首都圏の水質管理計画の策定に

かかる技術協力を要請し、水質管理能力強化のための開発調査（「モンテヴィデオ首都圏水質管

理強化計画調査」）の S/W が 2002 年 12 月に締結された。当該開発調査は 2003 年 10 月に開始さ

れ、2007 年 1 月に終了したが、調査を通じ、「水質管理能力強化のためのマスター・プラン」が

策定され、M/P を構成する活動の一部分の実施が行われてきた。 

 ウルグアイにおける水質管理能力の強化のためには、M/P の着実な実施が必要であるが、未だ

外的な投入が必要な部分があり、本プロジェクトは、M/P の中でも特に新たなノウハウと努力を

要する汚染源管理と河川水質管理の能力向上に焦点をあてて要請されたものである。 

 

（２） 相手国政府国家政策上の位置付け 

2004 年 10 月に制定された新憲法の第 47 条では、水は生命維持における重大な役割を果たす

資源であり、また上下水道の整備は基本的な人権であると定義するとともに、国家政策として

流域単位の水資源管理のための体制構築の必要性を掲げている。 

また、MVOTMA の 2006 年度国会報告では、憲法第 47 条に準拠し、「国家水資源計画」および「国

家上下水道計画」を策定中であると報告されており、水質管理計画の整備がすすめられつつあ

る。 

 

（３） 他国機関の関連事業との整合性 

 米州開発銀行（IDB）が現在 MVOTMA 及び DINAMA に対しモンテヴィデオ県、カネロネス県、サ

ンホセ県に対する廃棄物管理（廃棄物処分場からの浸出水による水質汚濁対策を含む）、モンテ

ヴィデオ県に対する下水道整備等、複数の関連分野で支援を実施中であり、本プロジェクトに

おいては協力の成果をより高めるため IDB と密接な情報交換を行う必要がある。 

 

（４） 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け（プログラムにおける位

置付け） 

現在、ウルグアイ国国別事業実施計画は策定中であるが、現地 ODA タスクフォースの方針と

しては、①社会面での支援、②生産性活動、③ガバナンス、④持続的な社会開発・経済発展の

実現とすることで検討中である。「JICA 国別事業展開の方向性（20 年度要望調査に向けた基本

方針）」によると、上記④のうち環境保全において、都市環境問題（水質管理や廃棄物処理）や

農薬使用、CDM 等地球規模問題に取り組むとされている。 

４．協力の枠組み 

本プロジェクトは、将来的にサンタルシア川の水質改善のための施策が実行されること、及

び、本プロジェクトの成果を生かし、他の流域においても河川の汚染源管理／水質管理体制の

設立が促進されることを上位目標とし、DINAMA 及び関係機関のサンタルシア川における汚染源

管理／水質管理能力を強化することを、3 年間のプロジェクトの目標として実施するものであ

る。具体的には、水質モニタリング、汚染源関連情報の収集・評価、汚染源への指導といった

汚染源管理／水質管理に関連する一連の活動をプロジェクトにて実施し、これらの活動の実施

を促進するために、あわせて DINAMA 内の体制強化、他機関との協調体制の強化を行うものであ

る。また、汚染源管理／水質管理能力に関連する一連の活動によって得られたデータは情報シ

ステムとして蓄積し、活用できるようにする。 

 

〔主な項目〕 

（１） 協力の目標（アウトカム） 

① 協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標・目標値 

DINAMA 及び関係機関のサンタルシア川の汚染源管理／水質管理能力が強化される。 

［指標］ 

１）汚染源管理システム・体制改善のためのアクションプランの実施状況 

２）DINAMA 及び関連機関における協調体制（定例会合等）の活用状況 
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３）DINAMA 及び関連機関における情報共有の状況 

４）水質モニタリングの活用状況 

５）汚染源データの管理状況 

６）汚染源への指導実績 

 

② 協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標・目標値 

サンタルシア川の水質改善のための施策が実行される。 

DINAMA が中心となり、他の流域においても河川の汚染源管理／水質管理体制の設立が促進

される。 

 

［指標］ 

１） サンタルシア川の水質改善のために実施された施策数 

２） 河川の汚染源管理／水質管理体制の設立状況 

 

（２） 成果（アウトプット）と活動 

① 成果１：DINAMA の汚染源管理および水質管理体制が強化される。 

［活動］ 

1.1 DINAMA が現在の汚染源管理体制（法制度、組織、人員、役割、能力）を検証し、課題

を把握する。 

1.2 DINAMA 及び関係機関がセミナー、実習等により汚染源管理に必要なシステム・体制に

係る知識を習得する。 

1.3 DINAMA が汚染源管理に関するシステム及び体制改善のためのアクションプランを策

定する。 

1.4 DINAMA が汚染源管理システム改善のために上記アクションプランを実行する。 

[指標] 

１）セミナー・実習実施回数、参加者数 

２）汚染源管理キャパシティアセスメントの内容 

３）アクションプランの内容 

 

② 成果２：汚染源管理および水質管理に関する関係機関の協調体制が確立される。 

［活動］ 

2.1 DINAMA 及び関係機関がステアリングコミッティー（St/C）が継続的に機能するための

課題を抽出する。 

2.2 St/C が関係機関と継続的に協調し活動するための方策を検討し、決定する。 

2.3 DINAMA 及び関係機関から構成されるテクニカルコミッティー（T/C)が St/C で決定さ

れた事項を実行に移す。 

2.4 実行状況を踏まえ、関係機関が継続的な協調・協力体制を確認する。 

[指標] 

１）抽出された課題の内容 

２）協調・協力システムの内容 

３）関係機関による協調・協力システムについての合意状況 

 

③ 成果３：DINAMA 及び関係機関の河川及び排水に関する水質モニタリング能力が強化さ 

れる。 

［活動］ 

3.1 DINAMA 及び関係機関がセミナー、実習等により河川水質及び汚染源排水のモニタリン

グに関する知識と技術を強化する。 

3.2 DINAMA が河川水質及び汚染源排水モニタリング実施に係る課題を把握する。 

3.3 上記 3.2 に基づき DINAMA が河川水及び汚染源に関するモニタリング計画を見直す。 

3.4 DINAMA 及び関係機関が再検討された計画に基づきモニタリングを実施する。 

3.5 DINAMA が河川及び排水モニタリングの量的拡大を目的とした携帯簡易測定キットの
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選定・導入のための知識・技術を習得する。 

3.6 DINAMA が水質、底質、生物、排水に係るラボの分析業務遂行能力を強化する。 

3.7 DINAMA ラボが分析データの処理能力を強化する。 

[指標] 

１）セミナー・実習実施回数、参加者数 

２）汚染源管理体制における課題の内容 

３）モニタリング計画の内容 

４）簡易測定キットの活用状況 

５）水質・底質等に係るラボ分析検体数及び分析項目、分析の精度 

 

④ 成果４：DINAMA 及び関係機関の汚染源管理に関する情報収集及びデータ解析・評価能力

が強化される。 

［活動］ 

4.1 DINAMA が実習等によりデータ解析・評価技術を習得する。 

4.2 DINAMA が汚染源インベントリーを再構築する。 

4.3 DINAMA が汚染源種類別にモニタリングデータを収集・整理・解析する。 

4.4 DINAMA がサンタルシア川流域の汚染メカニズムを解明する能力を習得する。 

 [指標] 

１）実習実施回数、参加者数 

２）汚染源インベントリーの内容 

３）汚染源種類別モニタリングデータの件数、内容 

４）データ解析結果の内容 

 

⑤ 成果５：DINAMA の汚染源管理に関する査察・評価・指導能力が強化される。 

［活動］ 

5.1 DINAMA が実習等により、汚染源管理に関する知識・技術を習得する。 

5.2 DINAMA が汚染源管理に関する査察・評価・指導能力の強化のための課題を把握する。

5.3 DINAMA が上記 5.2 において把握した課題を改善するための活動を行う。 

5.4 DINAMA が有害物質の処理および削減にかかる業種別マニュアルを作成する。 

5.5 DINAMA が汚染者に対しセミナー等により汚染源管理及びクリーナープロダクション

に関する知識・技術を普及する。 

 [指標] 

１）実習実施回数、参加者数 

２）把握された課題の内容 

３）業種別汚染源管理マニュアルの内容 

４）セミナー実施回数、参加者数 

 

⑥ 成果６：汚染源／水質総合情報管理システムが構築され活用される。 

［活動］ 

6.1 DINAMA が公開セミナー等により GIS 導入に関する意見を広く収集する。 

6.2 DINAMAが GIS導入のためのサンタルシア流域における汚染源及び河川水質に係る基本

情報及びデータを整理する。 

6.3 DINAMA が GIS の水質に関するモジュールを構築する。 

6.4 DINAMA が GIS の汚染源に関するモジュールを構築する。 

6.5 DINAMA が総合 GIS を構築する。 

 

 [指標] 

１）基礎データ及び汚染源／水質情報の内容 

２）総合 GIS の基本設計内容 

 

（３） 投入（インプット） 
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① 日本側（総額 2.1 億円） 

専門家派遣（民間活用型） 5 分野（総括（組織･制度のキャパシティ・ディベロップメ

ント）、汚染源管理、データ解析・評価、GIS、水質分析）約 39MM  

機材供与 約 220 万円（GIS システムソフトウエア及びソフト対応のコンピューター、

数値シミュレーションシステム用のコンピューター、デモンストレーション用携簡易測

定キット等） 

現地業務費、現地再委託費 

② ウルグアイ側 

カウンターパート人件費（35 名） 

施設・土地手配 

県に配布する簡易測定キット 

プロジェクト運営経費（専門家執務室関係経費、C/P 旅費等） 

 

（４） 外部要因（満たされるべき外部条件） 

１）C/P が活動実施のために継続的に配置される。 

２）本プロジェクトのための予算が継続的に確保される。 

３）DINAMA と関係諸機関・ステークホルダーとの良好な意思の疎通がはかられる。 

５．評価 5項目による評価結果 

下記のとおり、本プロジェクトを実施する意義は大きいと判断される。 
 

（１） 妥当性 

下記の理由により、本プロジェクトを実施する妥当性は高い。 

・ サンタルシア川はウルグアイ国内の人口の約半数を占めるモンテヴィデオ首都圏の飲料水

源となっており、水質保全に対するニーズは高い。 

・ 2004 年 10 月に制定された新憲法の第 47 条では、水は生命維持における重大な役割を果た

す資源であり、また上下水道の整備は基本的な人権であると定義するとともに、国家政策と

して流域単位の水資源管理のための体制構築の必要性を掲げている。 

・ MVOTMA の 2006 年度国会報告では、憲法第 47 条に準拠して、当事者参加型の意思決定機構

の導入を考慮した国家水資源計画（Plan Nacional de Recursos Hídricos）および国家上下

水道計画（Plan Nacional de Agua Potable y Saneamiento）を策定中であると報告されて

おり、本プロジェクトの実施は両計画の立案促進に資することが期待される。 

・ メルコスール＊地域では、水資源および越境水資源の統合的管理（Gestión Integrada de los 

Recursos Hídricos y a los Recursos Hídricos Transfronterizos）が提案されており、ウ

ルグアイは積極的にその形成プロセスに参加している。DINAMA の能力強化は地域における

水資源管理の促進に資する。（＊南米南部共同市場：加盟国 5カ国（ベネズエラ、ブラジル、

パラグアイ、ウルグアイ、アルゼンチン、準加盟国 5カ国より構成される南米諸国による関

税同盟） 

 

（２） 有効性 

下記の理由により、本プロジェクトの有効性は高い。 

・ DINAMA の水質管理能力、汚染源管理能力の向上にあたっては、DINAMA 内部の体制、DINAMA

と外部関係機関の連携体制の強化が必要不可欠であり、これら成果がプロジェクト目標の達

成に結びつくことが期待される。 

・ 水質についての情報収集・解析、汚染源に対する規制、査察、指導といった水質／汚染源管

理に関する一連の活動をプロジェクト期間中に経験することにより、プロジェクト目標の達

成が可能になると思われる。 

 

（３） 効率性 

下記の理由により効率性は高いと判断される。 

・ 前開発調査案件で作成した M/P の記載内容のうち、ウルグアイ側独自で実施が困難な事項に

焦点をあてたプロジェクト内容とすることにより、前開発調査案件を効率的にフォローでき
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る。 

・ PO にウルグアイ側と日本側の活動期間をそれぞれ分けて記載することにより、専門家不在

期間においても C/P が独自に有効な活動を行うことができるような仕組みとしている。 

 

（４） インパクト 

下記のとおり本プロジェクトの波及効果が期待できる。 

・ DINAMA は各県に対する指導を行っているほか、ウルグアイ国内の分析所ネットワークの幹

事機関を務めており、DINAMA の能力強化は他の水質管理・分析機関の能力向上につながる

ことが期待できる。 

・ サンタルシア川の水質管理・汚染源管理体制を強化することにより、他の河川についてもサ

ンタルシア川をモデルにした体制の構築が期待でき、他の河川の水質汚濁対策についても波

及効果が望める。 

 

（５） 自立発展性 

下記のとおり組織的、技術的側面から自立発展性は高いと判断できる。 

・ 河川の流量測定を所管する運輸公共事業省水理局（DNH）が MVOTMA 傘下の DINASA に移管さ

れたことから、河川水量データの入手が容易になるほか、水質と流量を同時にモニタリング

可能な体制を構築できるようになり、より DINAMA が本プロジェクトを通じて汚染源管理、

水質数値シミュレーションの知識を習得・実践しやすい環境となりつつある。 

・ 本プロジェクトの開始にあたり、MVOTMA 大臣から C/P 機関としての負担事項、人員増につ

いてのコミットメントが得られている。 

・ 技術的にも、水質分析のネットワーク形成と独自の精度管理システム構築、独自のデータベ

ース構築と改良の取り組みなど、ステップ・バイ・ステップで自主的に発展させていく姿勢

が強い。 

・ 開発調査で構築した M/P を DINAMA 独自に消化し改変する動きが見られ、本プロジェクトで

得た知識をプロジェクト終了後も自力で発展させる技術的能力があると判断できる。 

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

河川流域に貧困層が住んでいる地域があり、河川の水質改善は貧困層の生活環境の改善につな

がる。 

７．過去の類似案件からの教訓の活用 

・ 「モンテヴィデオ首都圏水質管理強化計画調査」実施時に、チリでの研修、チリからの第三

国専門家派遣の有効性が確認されており、本プロジェクトについても近隣国のリソースの有

効活用を検討する。 

・ ウルグアイの予算年度、予算計画スケジュールを把握のうえ、備品、試薬等プロジェクト運

営に必要となる予算を確実に確保できるよう、C/P による予算計画の立案を支援する。 

８．今後の評価計画 

・ 中間評価 2009 年 7 月頃 

・ 終了時評価 2010 年 12 月頃 

・ 事後評価 協力終了 3年後を目処に実施予定。 
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
：

　
ウ

ル
グ

ア
イ

東
方

共
和

国
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

汚
染

源
／

水
質

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

相
手

国
実

施
機

関
：

住
宅

・
土

地
整

備
・

環
境

省
環

境
局

（
D

IN
A

M
A
）

相
手

国
協

力
機

関
（

Te
nt

at
iv

e）
：

大
統

領
府

企
画

予
算

事
務

所
（

O
PP

）
、

国
家

水
・

衛
生

局
（

D
IN

A
SA

）
、

国
家

衛
生

公
社

（
O

SE
）

、
農

牧
省

（
M

G
A

P）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

5
県

（
モ

ン
テ

ヴ
ィ

デ
オ

県
、

カ
ネ

ロ
ネ

ス
県

、
サ

ン
ホ

セ
県

、
フ

ロ
リ

ダ
県

、
ラ

バ
ジ
ェ

ハ
県

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ト
：

5
県

（
モ

ン
テ

ヴ
ィ

デ
オ

県
、

カ
ネ

ロ
ネ

ス
県

、
サ

ン
ホ

セ
県

、
フ

ロ
リ

ダ
県

、
ラ

バ
ジ

ェ
ハ

県
）

の
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

実
施

期
間

：
20

08
年

4月
～

20
11

年
3月

（
3年

間
）

指
標

の
入

手
手

段
外

部
条

件

1
.

2
.

サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
の

水
質

改
善

の
た

め
の

施
策

が
実

行
さ

れ
る

。
D
I
N
A
M
A
が

中
心

と
な

り
、

他
の

流
域

に
お

い
て

も
河

川
の

汚
染

源
管

理
／

水
質

管
理

体
制

の
設

立
が

促
進

さ
れ

る
。

1
.

2
.

サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
の

水
質

改
善

の
た

め
に

実
施

さ
れ

た
施

策
数

河
川

の
汚

染
源

管
理

／
水

質
管

理
体

制
の

設
立

状
況

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

か
ら

の
聞

き
取

り

1
.

汚
染

源
管

理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
・

体
制

改
善

の
た

め
の

ｱ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
実

施
状

況
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン

2
.

3
.

D
I
N
A
M
A
及

び
関

連
機

関
に

お
け

る
協

調
体

制
（

定
例

会
合

等
）

の
活

用
状

況
D
I
N
A
M
A
及

び
関

連
機

関
に

お
け

る
情

報
共

有
状

況
S
t
/
C
議

事
録

、
運

用
実

績
記

録

4
.

5
.

6
.

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
活

用
状

況
汚

染
源

デ
ー

タ
の

管
理

状
況

汚
染

源
へ

の
指

導
実

績

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
汚

染
源

別
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

指
導

実
績

記
録

1
.
1
セ

ミ
ナ

ー
、

実
習

実
施

回
数

、
参

加
者

数
セ

ミ
ナ

ー
実

施
記

録

1
.
2
汚

染
源

管
理

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
内

容
汚

染
源

管
理

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

報
告

書

1
.
3
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

内
容

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

2
.
1
課

題
の

内
容

課
題

検
討

会
議

議
事

録

2
.
2
協

調
シ

ス
テ

ム
の

内
容

S
t
/
C
議

事
録

2
.
3
関

係
機

関
に

よ
る

合
意

内
容

S
t
/
C
議

事
録

、
合

意
書

3
.
1
実

習
実

施
回

数
、

参
加

者
数

セ
ミ

ナ
ー

実
施

記
録

3
.
2
汚

染
源

管
理

体
制

に
お

け
る

課
題

の
内

容
課

題
検

討
会

議
議

事
録

3
.
3
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
計

画
の

内
容

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

書

3
.
4
簡

易
測

定
キ

ッ
ト

の
活

用
状

況
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

3
.
5
水

質
・

底
質

等
に

係
る

ラ
ボ

分
析

検
体

数
及

び
分

析
項

目
、

分
析

の
精

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
分

析
ラ

ボ
報

告
書

4
.
1
実

習
実

施
回

数
、

参
加

者
数

セ
ミ

ナ
ー

・
実

習
実

施
記

録

4
.
2
汚

染
源

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

ー
の

内
容

汚
染

源
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

リ
ス

ト

4
.
3
汚

染
源

別
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

の
件

数
、

内
容

汚
染

源
別

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書

4
.
4
デ

ー
タ

解
析

結
果

の
内

容
デ

ー
タ

解
析

結
果

報
告

書

5
.
1
実

習
実

施
回

数
、

参
加

者
数

実
習

実
施

記
録

5
.
2
課

題
の

内
容

課
題

検
討

会
議

議
事

録

5
.
3
業

種
別

汚
染

源
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
内

容
業

種
別

汚
染

源
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

5
.
4
セ

ミ
ナ

ー
実

施
回

数
、

参
加

者
数

セ
ミ

ナ
ー

実
施

記
録

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
概

要
指

標

ウ
ル

グ
ア

イ
政

府
が

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
政

策
に

積
極

的
に

取
り

込
む

。

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
の

サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
の

汚
染

源
管

理
／

水
質

管
理

能
力

が
強

化
さ

れ
る

。

上
位

目
標

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

D
I
N
A
M
A
の

水
質

保
全

に
関

す
る

政
策

が
維

持
さ

れ
る

。

成
　

果
　

（
案

）

汚
染

源
管

理
お

よ
び

水
質

管
理

に
関

す
る

関
係

機
関

の
協

調
体

制
が

確
立

さ
れ

る
。

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
の

汚
染

源
管

理
に

関
す

る
情

報
収

集
及

び
デ

ー
タ

解
析

・
評

価
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

D
I
N
A
M
A
の

汚
染

源
管

理
お

よ
び

水
質

管
理

体
制

が
強

化
さ

れ
る

。
1 2
.

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
の

河
川

及
び

排
水

に
関

す
る

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

能
力

が
強

化
さ

れ
る

。
3
.

4
.

5
.

D
I
N
A
M
A
の

汚
染

源
管

理
に

関
す

る
査

察
・

評
価

・
指

導
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

３．和文 PDM
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6
.
1
基

礎
デ

ー
タ

及
び

汚
染

源
／

水
質

情
報

の
内

容
G
I
S
ベ

ー
ス

マ
ッ

プ

6
.
2
総

合
G
I
S
の

基
本

設
計

内
容

総
合

G
I
S
の

基
本

設
計

書
6
.

汚
染

源
／

水
質

総
合

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
活

用
さ

れ
る

。
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活
動

1
成

果
1

ウ
ル

グ
ア

イ
側

1
.
1

D
I
N
A
M
A
が

現
在

の
汚

染
源

管
理

体
制

（
法

制
度

、
組

織
、

人
員

、
役

割
、

能
力

）
を

検
証

し
、

課
題

を
把

握
す

る
。

J
I
C
A
専

門
家

に
対

応
す

る
技

術
及

び
事

務
管

理
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

1
.
2

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
が

実
習

等
に

よ
り

汚
染

源
管

理
に

必
要

な
シ

ス
テ

ム
・

体
制

に
関

す
る

知
識

を
習

得
す

る
。

県
に

配
布

す
る

簡
易

測
定

キ
ッ

ト

1
.
3

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

源
管

理
に

関
す

る
シ

ス
テ

ム
及

び
体

制
強

化
の

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

策
定

す
る

。

G
I
S
シ

ス
テ

ム
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
及

び
ソ

フ
ト

対
応

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

用
携

簡
易

測
定

キ
ッ

ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
必

要
な

土
地

、
建

屋
、

施
設

必
要

に
応

じ
て

合
意

し
た

施
設

J
I
C
A
専

門
家

及
び

関
係

者
用

事
務

所
ス

ペ
ー

ス
及

び
設

備

1
.
4

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

源
管

理
シ

ス
テ

ム
改

善
の

た
め

に
上

記
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

実
行

す
る

。

J
I
C
A
専

門
家

、
セ

ミ
ナ

ー
、

実
習

、
印

刷
に

係
る

費
用

実
習

、
広

報
に

係
る

印
刷

物
、

資
材

前
提

条
件

2
成

果
2

2
.
1

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
が

ス
テ

ア
リ

ン
グ

コ
ミ

ッ
テ

ィ
ー

（
S
t
/
C
）

が
継

続
的

に
機

能
す

る
た

め
の

課
題

を
抽

出
す

る
。

2
.
2

S
t
/
C
が

関
係

機
関

と
継

続
的

に
協

調
し

活
動

す
る

た
め

の
方

策
を

検
討

し
、

決
定

す
る

。

2
.
3

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
か

ら
構

成
さ

れ
る

テ
ク

ニ
カ

ル
コ

ミ
ッ

テ
ィ

ー
（

T
/
C
)
が

S
t
/
C
で

決
定

さ
れ

た
事

項
を

実
行

に
移

す
。

2
.
4

実
行

状
況

を
踏

ま
え

、
関

係
機

関
が

継
続

的
な

協
調

・
協

力
体

制
を

確
認

す
る

。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

必
要

な
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

コ
ス

ト
（

輸
送

費
、

分
析

費
、

C
/
P
旅

費
、

諸
経

費
）

D
I
N
A
M
A
が

継
続

的
に

水
質

管
理

に
取

り
組

む
と

い
う

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
が

確
保

さ
れ

る
。

C
/
P
が

活
動

実
施

の
た

め
に

継
続

的
に

配
置

さ
れ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

た
め

の
予

算
が

継
続

的
に

確
保

さ
れ

る
。

D
I
N
A
M
A
と

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

良
好

な
意

思
の

疎
通

が
は

か
ら

れ
る

。

＜
専

門
家

＞
総

括
（

組
織

･
制

度
の

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

）
汚

染
源

管
理

デ
ー

タ
解

析
・

評
価

G
I
S

水
質

分
析

投
入

日
本

側
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3
成

果
3

3
.
1

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
が

セ
ミ

ナ
ー

、
実

習
等

に
よ

り
河

川
水

質
及

び
汚

染
源

排
水

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

関
す

る
知

識
と

技
術

を
強

化
す

る
。

3
.
2

D
I
N
A
M
A
が

河
川

水
質

及
び

汚
染

源
排

水
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
に

係
る

課
題

を
把

握
す

る
。

3
.
3

上
記

3
.
2
に

基
づ

き
D
I
N
A
M
A
が

河
川

水
及

び
汚

染
源

に
関

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

を
見

直
す

。

3
.
4

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
が

再
検

討
さ

れ
た

計
画

に
基

づ
き

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
。

3
.
5

D
I
N
A
M
A
が

河
川

及
び

排
水

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
た

め
に

携
帯

簡
易

測
定

キ
ッ

ト
を

選
定

・
導

入
す

る
た

め
の

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

。

3
.
6

D
I
N
A
M
A
が

水
質

、
底

質
、

生
物

、
排

水
に

係
る

ラ
ボ

の
業

務
遂

行
能

力
を

強
化

す
る

。

3
.
7

D
I
N
A
M
A
ラ

ボ
が

分
析

デ
ー

タ
の

処
理

能
力

を
強

化
す

る
。

4
成

果
4

4
.
1

D
I
N
A
M
A
が

実
習

等
に

よ
り

デ
ー

タ
解

析
・

評
価

技
術

を
習

得
す

る
。

4
.
2

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

源
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

を
再

構
築

す
る

。

4
.
3

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

源
種

類
別

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

を
収

集
・

整
理

・
解

析
す

る
。

4
.
4

D
I
N
A
M
A
が

サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
の

汚
染

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

す
る

能
力

を
習

得
す

る
。
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5
成

果
5

5
.
1

D
I
N
A
M
A
が

実
習

等
に

よ
り

、
汚

染
源

管
理

に
関

す
る

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

。

5
.
2

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

源
管

理
に

関
す

る
査

察
・

評
価

・
指

導
能

力
の

強
化

の
た

め
の

課
題

を
把

握
す

る
。

5
.
3

D
I
N
A
M
A
が

上
記

5
.
2
に

お
い

て
把

握
し

た
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
活

動
を

行
う

。

5
.
4

D
I
N
A
M
A
が

有
害

物
質

の
処

理
お

よ
び

削
減

に
か

か
る

業
種

別
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
。

5
.
5

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

者
に

対
し

セ
ミ

ナ
ー

等
に

よ
り

汚
染

源
管

理
及

び
ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
に

関
す

る
知

識
・

技
術

を
普

及
す

る
。

6
成

果
6

6
.
1

D
I
N
A
M
A
が

公
開

セ
ミ

ナ
ー

等
に

よ
り

G
I
S

導
入

に
関

す
る

意
見

を
広

く
収

集
す

る
。

6
.
2

D
I
N
A
M
A
が

G
I
S
導

入
の

た
め

の
サ

ン
タ

ル
シ

ア
流

域
に

お
け

る
汚

染
源

及
び

河
川

水
質

に
係

る
基

本
情

報
及

び
デ

ー
タ

を
整

理
す

る
。

6
.
3

D
I
N
A
M
A
が

G
I
S
の

水
質

に
関

す
る

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

構
築

す
る

。

6
.
4

D
I
N
A
M
A
が

G
I
S
の

汚
染

源
に

関
す

る
モ

ジ
ュ

ー
ル

を
構

築
す

る
。

6
.
4

D
I
N
A
M
A
が

総
合

G
I
S
を

構
築

す
る

。
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活
動

計
画

 (P
O

)案
D

IN
A

M
A

JI
C

A
活

動
　

(
D
I
N
A
M
A
:
 
薄

い
青

(
+
赤

字
部

分
を

追
加

）
、

J
I
C
A
:
濃

い
青

)
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

3
M

/M
M

/M
10

4

活
動

２
15

6

活
動

３
33

8

活
動

４
33

9

活
動

５
21

6

活
動

６
13

6

報
告

書
作

成
及

び
そ

の
他

の
活

動
12

5
39

報
告

書
作

成
I
C
/
R

P
R
1

P
R
2

P
R
3

P
R
4

P
R
5

F
R

ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
1
.
1

ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
4
.
1

中
間

評
価

終
了

時
評

価
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
3
.
1

ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
5
.
1

ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
5
.
4

ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
6
.
3

最
終

ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ

 
*
 本

表
右

側
の

2
カ

ラ
ム

に
示

し
た

M
M

の
数

値
は

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

バ
ー

と
必

ず
し

も
一

致
し

て
い

な
い

。
そ

の
理

由
は

幾
つ

か
の

活
動

は
1
ケ

月
以

内
で

完
了

で
き

る
こ

と
に

よ
る

。
*
*
 S

t/
C

：
ス

テ
ア

リ
ン

グ
コ

ミ
ッ

テ
ィ

ー
、

T
/
C

：
テ

ク
ニ

カ
ル

コ
ミ

ッ
テ

ィ
ー

、
IC

/
R
：
イ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

レ
ポ

ー
ト
、

P
R
：
プ

ロ
グ

レ
ス

レ
ポ

ー
ト
、

F
R
:フ

ァ
イ

ナ
ル

レ
ポ

ー
ト

1
.
3
　

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

源
管

理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
・

体
制

強
化

の
ｱ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
を

策
定

す
る

。

ウ
ル

グ
ア

イ
東

方
共

和
国

ｻ
ﾝ

ﾀ
ﾙ

ｼ
ｱ

川
流

域
汚

染
源

／
水

質
管

理
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

20
08

20
09

20
10

20
11

活
動

１

1
.
1
　

D
I
N
A
M
A
が

現
在

の
汚

染
源

管
理

体
制

を
検

証
し

、
課

題
を

把
握

す
る

。
1
.
2
　

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
が

汚
染

源
管

理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
・

体
制

に
係

る
知

識
を

習
得

す
る

。

3
.
3
　

D
I
N
A
M
A
が

河
川

水
及

び
汚

染
源

に
関

す
る

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
計

画
を

見
直

す
。

3
.
5
　

D
I
N
A
M
A
が

河
川

・
排

水
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
用

簡
易

測
定

ｷ
ｯ
ﾄ
の

知
識

・
技

術
を

習
得

す
る

。
3
.
6
　

D
I
N
A
M
A
が

水
質

、
底

質
、

生
物

、
排

水
に

係
る

ラ
ボ

業
務

遂
行

能
力

を
強

化
す

る
。

2
.
2
　

S
t
/
C
が

関
係

機
関

と
継

続
的

に
協

調
し

活
動

す
る

た
め

の
方

策
を

検
討

し
、

決
定

す

そ
の

他
の

活
動

6
.
1
　

D
I
N
A
M
A
が

公
開

ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
等

に
よ

り
G
I
S
導

入
に

関
す

る
意

見
を

広
く

収
集

す
る

。
6
.
2
　

D
I
N
A
M
A
が

G
I
S
導

入
の

た
め

の
ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾙ
ｼ
ｱ
流

域
の

汚
染

源
・

河
川

の
基

本
情

報
を

整
理

す
る

。
6
.
3
　

D
I
N
A
M
A
が

G
I
S
の

水
質

に
関

す
る

ﾓ
ｼ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾙ
を

構
築

す
る

。

6
.
5
　

D
I
N
A
M
A
が

総
合

G
I
S
を

構
築

す
る

。

5
.
5
　

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

者
に

対
し

汚
染

源
管

理
・

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾅ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾀ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ
に

関
す

る
知

識
・

技
術

6
.
4
　

D
I
N
A
M
A
が

G
I
S
の

汚
染

源
に

関
す

る
ﾓ
ｼ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾙ
を

構
築

す
る

。

4
.
1
　

D
I
N
A
M
A
が

実
習

等
に

よ
り

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
解

析
・

評
価

技
術

を
習

得
す

る
。

T
o
t
a
l

5
.
4
　

D
I
N
A
M
A
が

有
害

物
質

の
処

理
お

よ
び

削
減

に
か

か
る

業
種

別
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
を

作
成

す
る

。
5
.
3
　

D
I
N
A
M
A
が

上
記

5
.
2
に

お
い

て
把

握
し

た
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
活

動
を

行
う

。

4
.
3
　

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

源
種

類
別

に
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
を

収
集

・
整

理
・

解
析

す
る

。
4
.
4
　

D
I
N
A
M
A
が

ｻ
ﾝ
ﾀ
ﾙ
ｼ
ｱ
川

流
域

の
汚

染
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｽ
ﾞ
ﾑ
の

解
明

能
力

を
習

得
す

る
。

4
.
2
　

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

源
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾘ
ｰ
を

再
構

築
す

る
。

1
.
4
　

D
I
N
A
M
A
が

上
記

ｱ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
を

実
行

す
る

。

2
.
1
　

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
が

S
t
/
C
が

継
続

的
に

機
能

す
る

た
め

の
課

題
を

抽
出

す
る

。

3
.
7
　

D
I
N
A
M
A
ラ

ボ
が

分
析

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
の

処
理

能
力

を
強

化
す

る
。

5
.
2
　

D
I
N
A
M
A
が

汚
染

源
管

理
に

係
る

能
力

強
化

の
た

め
の

課
題

を
把

握
す

る
。

3
.
4
　

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
が

再
検

討
さ

れ
た

計
画

に
基

づ
き

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

実
施

す
る

。

5
.
1
　

D
I
N
A
M
A
が

実
習

等
に

よ
り

汚
染

源
管

理
に

関
す

る
知

識
・

技
術

を
習

得
す

る
。

2
.
3
　

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
か

ら
構

成
さ

れ
る

T
/
C
が

S
t
/
C
の

決
定

事
項

を
実

行
す

る
。

2
.
4
　

実
行

状
況

を
踏

ま
え

、
関

係
機

関
が

継
続

的
な

協
調

・
協

力
体

制
を

確
認

す
る

。

3
.
1
　

D
I
N
A
M
A
及

び
関

係
機

関
が

河
川

・
排

水
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
の

知
識

・
技

術
を

習
得

・
強

化
す

3
.
2
　

D
I
N
A
M
A
が

河
川

水
質

及
び

汚
染

源
排

水
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
実

施
に

係
る

課
題

を
把

握
す

る
。

４．和文 PO
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1 

 

「
水

質
管
理
能

力
強

化
の
た

め
の

フ
ァ
イ

ナ
ル

統
合
マ

ス
タ

ー
・
プ

ラ
ン

（
20

07
年

1
月

作
成
、

開
発

調
査

M
/P
）
」

 

に
基

づ
く

D
IN

A
M

A
の

活
動

の
評

価
結
果

 

 
 

   

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

モ
ジ

ュ
ー
ル

N
o.

1：
戦

略
部
分

の
能

力
強

化
 

 
 

 

1.
 

D
IN

A
M

A
が

D
IN

A
M

A
内
に
、
水
質
管
理
に
か
か
る
調
整
委

員
会
を
設
立
す
る

 
C

 
D

IN
A

M
A
内
部
の
情
報
共
有
及
び
連
絡
体
制
は
未
整
備
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
り
、
調
整

委
員
会
は
設
立
さ
れ
て
い
な
い
。

 

2.
 

D
IN

A
M

A
が

調
査

期
間

に
確

立
さ

れ
た

水
質

管
理

戦
略

お
よ

び
水
質

管
理

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
見

直
し

、
必

要
に

応
じ

て
修

正

す
る
。

 

D
IN

A
M

A
内
幹
部
会
議
が
水
質
管
理
戦
略
を
見
直
す
。

 

C
   C
 

D
IN

A
M

A
環
境
評
価
部
及
び
環
境
管
理
部
に
お
い
て
、
各
部
独
自
に
行
動
計
画
を
考
え

行
動
し
て
お
り
、

D
IN

A
M

A
全
体
と
し
て
水
質
管
理
戦
略
お
よ
び
水
質
管
理
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
見
直
し
て
は
い
な
い
。

 

D
IN

A
M

A
内
幹
部
会
議
と
し
て
水
質
管
理
戦
略
を
検
討
し
て
い
る
事
実
は
な
い
。

 

1.
1:

 水
質
管
理

戦
略
お
よ
び
水

質
管
理
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト
毎
の

個
別
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
が

策
定
さ
れ
る
。

 
3.

 
D

IN
A

M
A
が
上
記
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
モ
ジ
ュ
ー

ル
ご
と
の
ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
。

 

D
IN

A
M

A
 

C
 

4 つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
個
々
に
つ
い
て
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
進
捗
中
で
は
あ
る
が
、

D
IN

A
M

A
全
体
と
し
て
連
携
の
取
れ
た
動
き
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

 

4.
 

C
O

TA
M

A
内

G
ES

TA
 A

gu
a 

(G
ru

po
 d

e 
Es

ta
nd

ar
es

 A
gu

a 
= 

G
ro

up
 fo

r W
at

er
 S

ta
nd

ar
ds

) 
が
政
令

N
o.

25
3/

79
改
訂
の
技
術
案
を

作
成
す
る
。

 

A
 

現
在
政
令

N
o.

25
3/

79
改
訂
の
た
め
の
技
術
案
を
修
正
中
で
あ
り
、

20
07
年

12
月
に
政
令

N
o.

25
3/

79
改
訂
の
技
術
案
が
完
了
予
定
で
あ
る
。

 

1.
2:

 政
令

N
o.

25
3/

79
が
改

訂
さ
れ
る
。

 

5.
 

D
IN

A
M

A
が

C
O

TA
M

A
内

G
ES

TA
 A

gu
aで

政
令

N
o.

25
3/

79

改
訂
に
か
か
る
技
術
面
の
主
導
権
を
発
揮
す
る
。

 

D
IN

A
M

A
 

*C
O

TA
M

A
 

N
/A

D
IN

A
M

A
が
作
成
し
た
政
令

N
o.

25
3/

79
改
訂
の
た
め
の
技
術
案
に
対
す
る

C
O

TA
M

A

の
動
き
は
極
め
て
遅
い
。

D
IN

A
M

A
が

C
O

TA
M

A
に
対
し
主
導
権
を
取
る
こ
と
は
組

織
上
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
評
価
不
可
能
で
あ
る
。

 

評
価
ラ
ン

ク
 

A
：
順
調
に
進
行
中
で
あ
る

 
B
：
進
行
中
で
あ
る
が
、
遅
延
が
見
ら
れ
る

 
C
：
全
く
進
行
し
て
い
な
い

 
N

/A
：
評
価
不
可
能
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2 

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

6.
 

M
V

O
TM

A
が

政
令

N
o.

25
3/

79
改

訂
版
を
作

成
し

、
関

係
省

大
臣

の
サ
イ

ン
を

得
て

、
政

府
の

承
認

を
得

る
 

D
IN

A
M

A
 

*C
O

TA
M

A
 

N
/A

関
係

省
大
臣

の
サ

イ
ン

を
得

て
、
政

府
の
承

認
を

得
る

時
期

は
不

明
で

あ
る

。
D

IN
A

M
A

に
と

っ
て
は

組
織

上
、

関
与

不
可

能
な

事
項

で
あ

り
、

評
価

不
可

能
で

あ
る

。
 

7.
 

D
IN

A
M

A
が

D
IN

A
M

A
内

に
、

特
定
水

域
指

定
業

務
を

担
当

す
る

グ
ル
ー

プ
を

指
定

す
る

。
 

N
/A

8.
 

D
IN

A
M

A
が

D
IN

A
M

A
 M

/P
実

施
フ

ォ
ロ
ー

ア
ッ

プ
協

議
会

と
、

特
定
水

域
指

定
に

か
か

る
調

整
を

実
施

す
る

。
 

N
/A

9.
 

D
IN

A
M

A
が

関
連

機
関
と

協
調

の
上
、
「

良
好

水
質

水
域

」
指

定
を

実
行
す

る
。

 

D
IN

A
M

A
 

N
/A

10
. 

D
IN

A
M

A
が

、
O

SE
、

県
、

M
G

A
P（

農
業

）
、

IN
A

PE
（

漁

業
）
、

M
SP

（
健

康
）

お
よ

び
関

連
機

関
と

協
調

の
上

、
「

特
定

利
用

水
域

」
指
定

を
実

行
す

る
。

 

D
IN

A
M

A
 

*O
SE

, M
G

A
P,

 

IN
A

PE
, M

SP

N
/A

11
. 

D
IN

A
M

A
が

関
連

機
関
と

協
調

の
上
、
「

水
質

要
回

復
水

域
」

指
定

を
実
行

す
る

。
 

N
/A

1.
3:

 改
訂

さ
れ

た
政

令

N
o.

25
3/

79
に

基

づ
い

て
、
特

定
水

域
が

指
定
さ

れ

る
。

 

 

12
. 

D
IN

A
M

A
が
関

連
機

関
と

協
調

の
上

、
特

定
水

域
指

定
見

直
し

を
継

続
す
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

N
/A

政
令

N
o.

25
3/

79
が

改
定
・
成
立

す
る

時
期

は
不

明
で

あ
る

。
特

定
水

域
の

指
定

に
つ

い

て
は

、
20

05
年

2 月
28

日
付
の
住
宅
・
土

地
整
備
・
環
境
省
令
で
国
土
全
水
域
の
水
質
レ

ベ
ル

が
一
律

ク
ラ

ス
3 の

特
定
水

域
に

指
定

さ
れ

て
い

る
が

、
河

川
水

質
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

デ
ー

タ
が
十

分
に

蓄
積

・
解

析
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

現
時

点
に

お
い

て
詳

細
な

水
域

区
分
は

不
可

能
で

あ
る

。
開

発
調

査
（

以
下

、
開

調
）

期
間

中
に

お
い

て
、

調
査

団
と

D
IN

A
M

A
と

の
間
で

M
/P
の

当
該

記
載
内

容
を

巡
っ

て
ど

の
よ

う
な

合
意

が
得

ら

れ
た

の
か
不

明
で

あ
る

た
め

評
価

不
能

と
し

た
。

 

1.
4:

 現
況

の
河

川
水

質
が
評

価

さ
れ

る
。

 

13
. 

D
IN

A
M

A
が

SI
SI

C
A
を

活
用

し
特

定
水

域
指

定
を

参
照

し
な

が
ら

河
川
水

質
を

評
価

す
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

B
 

D
IN

A
M

A
と
県

は
開

調
以

降
、
計

3 回
、
開

調
で

策
定

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

に
従

っ

て
、

3 か
月

毎
に

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

っ
て

お
り

一
定

の
成

果
が

上
が

っ
て

い
る
。

し
か

し
、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

は
D

IN
A

M
A
分

析
所

に
置
い

て
あ

る
だ

け
で

SI
SI

C
A

に
は

イ
ン
プ

ッ
ト

さ
れ

て
お

ら
ず

、
デ
ー

タ
解
析

も
行

な
わ

れ
て

い
な

い
。
こ
の

ほ
か
、

県
と

連
携
し

て
、

Sa
nt

a 
Lu

cí
a
河

川
流

域
お

よ
び

Pa
nd

o
河

川
流

域
に

お
け

る
水

質
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

が
2 ヶ

月
毎

に
行
わ

れ
て

い
る

が
、

デ
ー

タ
の

処
理

状
況

は
同

様
で

あ
る
。

 

1.
5:

 サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
水
質

管

14
. 

サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
水

質
管

理
暫

定
協

議
会

が
設

立
さ

れ

る
。

 
D

IN
A

M
A

 
C

 
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

水
質

管
理

暫
定

協
議

会
は

未
だ

設
立

さ
れ

て
い

な
い

。
ま

た
、

ス
テ

ア
リ
ン

グ
・
コ

ミ
ッ

テ
ィ
ー
（

以
下

、
St

/C
）
及

び
テ

ク
ニ

カ
ル
・
コ

ミ
ッ

テ
ィ

ー

－113－



3 

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

15
. 

新
政

治
体
制

の
基

で
、
ス

テ
ア
リ

ン
グ
・

コ
ミ
ッ

テ
ィ

ー
に

お

い
て

、
流
域

単
位

の
水

質
協

議
会

設
立

の
意

義
を

議
論

す
る

。
 

C
 

理
協

議
会
の

必

要
性

が
議
論

さ

れ
る

。
 

16
. 

流
域

単
位

水
質

協
議

会
設

立
の

方
向

性
が

打
ち

出
さ

れ
た

場

合
、

サ
ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

水
質

管
理

協
議

会
が

設
立

さ
れ

る
。

 

M
V

O
TM

A
 

/D
IN

A
M

A
 

*D
N

H
, O

SE
, 

R
EN

A
R

E 

C
 

（
以

下
、

T/
C
）

は
開

調
終

了
後

、
ま

っ
た

く
機

能
し

て
い

な
い

。
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
れ

ば
、

開
調

期
間

中
、

調
査

団
よ

り
流

域
管

理
協

議
会

の
設

立
が

提

案
さ

れ
た
が

、
こ

れ
に

対
し

モ
ン

テ
ヴ

ィ
デ

オ
県

か
ら

D
IN

A
M

A
お

よ
び

関
係

機
関

の

水
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
能

力
強

化
が

行
わ

れ
て

い
な

い
現

状
で

は
無

理
が

あ
る

と
の

意

見
が

あ
り
、

M
/P

か
ら

除
外

す
る

こ
と

を
要

請
し

た
経

緯
が

あ
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

 

モ
ジ

ュ
ー
ル

N
o.

2：
汚

染
源
管

理
強

化
 

 
 

 

17
. 

関
連

諸
機

関
の

参
加

に
よ

る
汚

染
源

管
理

に
か

か
る

各
種

の

議
論

が
な
さ

れ
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

*O
SE

, 

R
EN

A
R

E 、
 県

B
 

開
調

後
、

D
IN

A
M

A
は

フ
ロ
リ

ダ
県

1
回

、
モ

ン
テ

ヴ
ィ

デ
オ

県
1
回
、

カ
ネ

ロ
ネ

ス

県
2
回

と
個
々

に
汚

染
源

管
理

に
か

か
る

協
議

を
実

施
し

た
。

議
事

録
、

参
加

者
リ

ス

ト
な

ど
は
な

い
。

県
以

外
の

関
係

機
関

と
の

連
携

は
ほ

と
ん

ど
行

わ
れ

て
い

な
い

。
 

18
. 

汚
染

源
管
理

に
か

か
る

意
見

・
情

報
交

換
の

た
め

の
定

期
的

な

会
合

が
、

D
IN

A
M

A
、

O
SE

、
R

EN
A

R
E、

県
お

よ
び

他
の

関
連

諸

機
関

参
加

の
基

に
開

催
さ

れ
る

（
ス

テ
ア

リ
ン

グ
・

コ
ミ

ッ
テ

ィ
ー

が
活

用
さ
れ

る
）
。

 

D
IN

A
M

A
 

*O
SE

, 

R
EN

A
R

E,
 県

C
 

開
調

後
、
ス

テ
ア

リ
ン

グ
・

コ
ミ

ッ
テ

ィ
ー

は
ま

っ
た

く
機

能
し

て
い

な
い

。
 

D
IN

A
M

A
は
乳

業
組

合
、

共
和

国
大

学
工

学
部

と
の

間
で

排
水

水
質

の
評

価
方

法
に

係

る
協

定
を
締

結
し

た
。
打

ち
合
わ

せ
等

は
現

場
で

行
っ

て
い

る
が

、
議
事

録
等
は

な
い
。

O
SE

、
R

EN
A

R
E
と

の
意

見
交

換
は

な
い

。
 

19
. 

D
IN

A
M

A
が

下
水

道
開

発
に

関
す

る
持

続
的

な
情

報
収

集
を

図
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

*O
SE

, 
県

 
C

 
唯

一
M

in
as

地
区

の
生

活
排

水
の

排
水

処
理

場
の

デ
ー

タ
を

収
集

し
て

い
る

だ
け

で
あ

る
。

 

20
. 

D
IN

A
M

A
が

廃
棄

物
管

理
に

関
す

る
持

続
的

な
情

報
収

集
を

図
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

*県
 

B
 

大
規

模
産
業

廃
棄

物
の

発
生

・
処

分
デ

ー
タ

を
四

季
ご

と
に

収
集

し
て

い
る

が
、

そ
の

他
の

廃
棄
物

に
つ

い
て

は
情

報
収

集
し

て
い

な
い

。
 

2.
1:

 汚
染

源
管

理
に

か
か

る
関

係
機

関
間

の
協

調
シ

ス
テ

ム
が

確
立

さ
れ
る

。
 

21
. 

D
IN

A
M

A
が
肥

料
・
農
薬

の
利

用
に

関
す

る
面

汚
染

源
管

理
に

関
す

る
持
続

的
な

情
報

収
集

を
図

る
。

 
D

IN
A

M
A

 

*R
EN

A
R

E,
 県

C
 

畜
舎

か
ら
の

排
水

を
優

先
し

て
調

査
し

て
い

る
が

、
面

源
汚

染
に

関
し

て
情

報
収

集
は

さ
れ

て
い
な

い
。

D
IN

A
M

A
は

面
源

負
荷

の
定

義
、

面
源

汚
染

メ
カ

ニ
ズ

ム
等

の
基

本

的
な

知
識
が

き
わ

め
て

乏
し

い
。

 

2.
2:

 汚
染

源
管

22
. 

D
IN

A
M

A
が

日
本

で
の

研
修

の
成

果
を

関
係

者
で

共
有

す
る

D
IN

A
M

A
 

C
 

開
調

後
、
当

該
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
ま

っ
た

く
行

わ
れ

て
い

な
い

。
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4 

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

理
に

か
か
る

関

係
機

関
の
能

力

が
強

化
さ
れ

る
。

 た
め

の
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

す
る

。
 

*関
係

機
関

 

23
. 

D
IN

A
M

A
と

県
の

間
に

工
場

排
水

管
理

に
か

か
る

合
意

が
締

結
さ

れ
る
。

 
C

 
D

IN
A

M
A
と
県

の
間

の
工

場
排

水
管

理
に

か
か

る
合

意
文

書
案

を
提

出
し

た
が

、
大

臣

が
サ

イ
ン
を

し
て

い
な

い
。

 

24
. 

D
IN

A
M

A
と

県
の

間
で

工
場

排
水

管
理

に
か

か
る

業
務

分
担

が
合

意
さ
れ

、
合

意
書

が
締

結
さ

れ
る

。
 

B
 

20
07

年
フ

ロ
リ

ダ
県

と
の

工
場

の
排

水
に

関
す

る
共

同
管

理
協

定
案

を
作

成
し

、
大

臣

の
署

名
を
待

っ
て

い
る

。
 

25
. 

D
IN

A
M

A
は

県
に

SA
D

I（
排

水
許

認
可

申
請

書
類

）
お

よ
び

工
場

の
技
術

的
情

報
を

提
供

す
る

。
 

A
 

す
べ

て
の

SA
D

Iが
関

係
県
に

送
付

さ
れ

て
い

る
。

 

26
. 

D
IN

A
M

A
と

県
は

工
場

排
水

管
理

に
か

か
る

協
調

業
務

を
実

施
す

る
。

 
B

 

20
07

年
7
月
カ

ネ
ロ

ネ
ス

県
と

Pa
nd

o
川

流
域

工
場

汚
染

に
つ

い
て

協
議

し
た

。
モ

ン

テ
ヴ

ィ
デ
オ

モ
ン

テ
ヴ

ィ
デ

オ
県

と
は

特
定

事
業

所
の

排
水

の
水

質
に

つ
い

て
複

数
回

協
議

し
た
。

フ
ロ

リ
ダ

県
の

技
術

者
と

共
に

工
場

立
ち

入
り

検
査

を
1
回
実

施
し

た
。

上
記

の
よ
う

に
関

係
県

と
個

別
に

協
議

は
し

て
い

る
が

、
大

き
な

進
捗

は
な

い
。

 

27
. 

県
は

工
場
排

水
管

理
に

お
い

て
窓

口
的

業
務

を
実

施
す

る
。

 
N

/A
ウ

ル
グ

ア
イ

で
は

地
方

分
権

化
促

進
の

法
案

化
が

進
行

中
で

あ
り

、
当

該
事

項
は

現
状

に
合

致
し
て

い
な

い
た

め
評

価
不

可
能

で
あ

る
。

 

2.
3:

 D
IN

A
M

A
と

県
と

の
協

調

の
基

で
工
場

排

水
管

理
シ
ス

テ

ム
が

再
構
築

さ

れ
る

。
 

28
. 

D
IN

A
M

A
は

持
続

的
な

形
で

工
場

排
水

施
設

の
検

査
結

果
を

県
と

共
有
す

る
。

 

D
IN

A
M

A
, 
県

A
 

D
IN

A
M

A
は

全
国

に
登
録

さ
れ

て
い

る
約

50
0
の

工
場

の
排

水
、

排
出

状
況

を
年
間

2

～
3
回

モ
ニ
タ
リ

ン
グ

し
て

お
り

、
そ

の
結

果
を

工
場

別
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

へ
入

力
・
整

理
し

て
い
る

。
次

期
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

G
IS

構
築

の
際

に
、
①
工

場
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（

約

50
0
工

場
の
モ
ニ

タ
リ

ン
グ
・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
）
、
②

小
規
模
事

業
所

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
（

規

制
対

象
外
の

事
業

所
を

対
象

と
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
）
、
③
査

察
デ

ー

タ
ベ

ー
ス
の

3
種

類
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
統

合
す

る
こ

と
要

望
し

て
い

る
。

 

2.
4:

 工
場

排
水

管
理

関
連
マ

ニ

ュ
ア

ル
が
整

備

さ
れ

る
。

 

29
. 

D
IN

A
M

A
は
工

場
排

水
管

理
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
。

D
IN

A
M

A
 

B
 

・
工

場
職
員

検
査

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
完

了
し

た
が

公
開

の
許

可
が

出
な

い
。

 

・
工

場
排
水

採
水

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
中

。
 

・
工

場
排
水

量
測

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

作
成

完
了

・
公

開
済

み
。
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5 

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

 
30

. 
D

IN
A

M
A

は
工

場
排

水
管

理
に

か
か

る
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

を

作
成

す
る
。

 
B

 

 
31

. 
D

IN
A

M
A

は
工

場
排

水
管

理
に

か
か

る
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

を

作
成

す
る
。

 
B

 

 
32

. 
D

IN
A

M
A

は
工

場
排

水
管

理
に

か
か

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

類
を

適

宜
更

新
す
る

。
 

環
境

管
理
部

が
必

要
に

応
じ

修
正

す
る

 

B
 

自
己

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
・

レ
ポ

ー
ト

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
工

場
排

水
許

認
可

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

選
任

技
術
者

登
録

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
開

発
調

査
完

了
前

に
完

成
し

公
開

し
て

い
る

。
開

調
前

に
す
で

に
す

べ
て

作
成

は
終

わ
っ

て
い

た
。

現
時

点
で

は
更

新
の

必
要

性
が

な
い

と
考

え
て
い

る
。

 

2.
5:

 D
IN

A
M

A

お
よ

び
関
連

諸

機
関

の
工
場

排

水
管

理
に
か

か

る
能

力
が
向

上

す
る

。
 

33
. 

D
IN

A
M

A
は

2.
4
で

作
成

し
た
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
用

い
て

県
職

員

に
工

場
排
水

管
理

に
か

か
る

技
術

移
転

を
実

施
す

る
。

 

D
IN

A
M

A
, 
県

B
 

フ
ロ

リ
ダ
県

に
対

し
て

工
場

排
水

管
理

に
か

か
る

技
術

移
転
を

1
回

実
施

し
た

。
開

発

調
査

の
成
果

と
し

て
「

産
業

排
水

処
理

技
術

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
が

完
成

し
た

が
、

D
IN

A
M

A
側
の

知
識

が
不

十
分

で
あ

る
た

め
、

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
十

分
に

理
解

で

き
て

い
な
い

。
次

期
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
排

水
処

理
技

術
の

指
導

を
要

望
し

て
い

る
。

 

2.
6:

 河
川

水
量

観
測

シ
ス
テ

ム

が
整

備
さ
れ

る
。

 34
. 

D
N

H
は

D
IN

A
M

A
お

よ
び
関

連
諸

機
関

と
連

携
し
、
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

水
質

予
測

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
必

要
な

流
量

デ
ー

タ
を

提
供
で

き
る

よ
う

に
体

制
を

整
備

す
る

。
 

 

D
N

H
 

*D
IN

A
M

A
 

C
 

現
時

点
で
水

量
観

測
を

所
管

す
る

D
N

H
と

D
IN

A
M

A
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

不

十
分

で
あ
り

、
必

要
な

体
制

整
備

は
な

さ
れ

て
い

な
い

。
 

な
お

、
D

IN
A

SA
が

20
06

年
度

国
家

予
算

申
請

法
に

て
住

宅
・

土
地

整
備

・
環

境
省

（
M

V
O

TM
A
）

の
D

IN
A

M
A

と
同

等
レ

ベ
ル

の
組

織
と

し
て

設
立

さ
れ

、
国

土
の

水

文
お

よ
び

上
下

水
道

事
業

を
所

管
と

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

が
、

現
在

は
そ

の
準

備

段
階

に
あ
る

。
 

D
IN

A
SA

の
水

文
資

源
部

に
は

来
年

の
1
月

か
ら

現
在

運
輸

公
共

事
業

省
の

組
織

で
あ

る
水

理
局

（
D

N
H
）

の
一

部
が

移
管

さ
れ

、
国

土
の

水
文

に
お

け
る

管
理

（
水

量
測

定

を
含

む
）
を

担
う

予
定

で
あ

る
。
一

方
、
水
・
衛

生
部

は
衛

生
公

社
（

O
SE

）
お

よ
び

モ

ン
テ

ヴ
ィ

デ
オ

県
の

下
水

処
理

事
業

に
係

る
監

督
業

務
（

O
SE

の
環

境
規

制
の

遵
守

、

運
営

予
算
認

可
を

含
む

）
を

20
08

年
度

か
ら
担

う
予

定
で

あ
る

。
 

し
た

が
っ
て

、
20

08
年

度
か
ら

水
質

お
よ

び
水

量
管

理
を

担
う

組
織
が

M
V

O
TM

A
の

－116－



6 

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

傘
下

に
揃
う

こ
と

に
な

る
（

本
項

目
の

実
施

主
体

は
D

N
H
と
な

っ
て

い
る

が
、
開

調
時

点
に

D
IN

A
SA

設
立

の
情

報
を

十
分

把
握

し
て

い
れ

ば
、

本
項

目
の

表
現

は
異

な
っ

て

い
た

も
の
と

思
わ

れ
る
）
。

 
35

. 
D

IN
A

M
A

は
汚

染
源

に
か

か
る

関
連

情
報

の
一

部
を

維
持

す

る
。

 
D

IN
A

M
A

 
B

 

国
全

土
の
約

50
0
社

を
対

象
に

排
水

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
。

そ
の

デ
ー

タ

は
県

別
、
流

域
別

、
産

業
セ

ク
タ

ー
別

に
整

理
さ

れ
て

お
り

、
排

水
放

流
点

の
位

置
、

流
量

、
排

水
基
準

項
目

物
質

の
過

去
4～

5
年
分

の
デ

ー
タ

が
蓄

積
さ

れ
て

い
る

。
た
だ

し
、

工
場
以

外
の

汚
染

源
に

つ
い

て
は

十
分

進
捗

し
て

い
る

状
況

に
は

な
い

。
 

36
. 

D
IN

A
M

A
は

各
種

汚
染

源
に

か
か

る
情

報
を

整
備

す
る

た
め

の
シ

ス
テ
ム

（
G

IS
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
）

を
構

築
す

る
。

 
B

 
SA

D
I対

象
工
場

の
位

置
、

O
SE

処
理

場
の
緯

度
経

度
情

報
を

収
集

済
み

で
あ

る
。

 

2.
7:
汚

染
源

に

か
か

る
統
合

情

報
シ

ス
テ
ム

が

構
築

さ
れ
る

。
 

37
. 

D
IN

A
M

A
は
各

種
汚

染
源

管
理

に
か

か
る

デ
ー

タ
・
情
報

を
統

合
情

報
シ
ス

テ
ム

に
イ

ン
プ

ッ
ト

す
る

。
 

要
請
事
項

D
IN

A
M

A
 

*O
SE

, 

R
EN

A
R

E,
 県

 

D
IN

A
M

A
は
、

G
IS

を
環

境
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
情

報
の

蓄
積

シ
ス

テ
ム

と
し

て
考

え
て

お

り
、

次
期
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で
は

G
IS

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
利

用
し

て
河

川
水

質
デ

ー
タ

お

よ
び

汚
染
源

デ
ー

タ
の

統
合

を
行

う
こ

と
を

考
え

て
い

る
。

 

38
. 

D
IN

A
M

A
は
水

質
予

測
を

担
当

す
る

グ
ル

ー
プ

を
任

命
す

る
。

要
請
事
項

 

D
IN

A
M

A
 

 

39
. 

D
IN

A
M

A
は

各
種

汚
染

源
の

汚
濁

負
荷

量
に

か
か

る
調

査
を

実
施

す
る
。

 
 

D
IN

A
M

A
側
の

人
材

負
担

に
つ

い
て

難
し

い
と

こ
ろ

が
あ

る
が

、
可

能
な

限
り

の
人

材

投
入

を
行
う

と
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

M
V

O
TM

A
大

臣
か
ら

得
て

い
る

。
 

40
. 

D
IN

A
M

A
は

汚
染

源
が

河
川

水
質

に
与

え
る

影
響

を
予

測
す

る
た

め
の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
・

モ
デ

ル
を

開
発

す
る

。
 

要
請
事
項

 

D
IN

A
M

A
 

*O
SE

, 

R
EN

A
R

E,
 県

 

2.
8:
各

種
汚

染

源
が

河
川
に

与

え
る

影
響
が

把

握
さ

れ
る
。

 
- 

41
. 

D
IN

A
M

A
は

持
続

的
な

方
法

で
各

種
汚

染
源

が
河

川
水

質
に

与
え

る
影
響

を
予

測
す

る
。

 

要
請
事
項

 

D
IN

A
M

A
 

 

D
IN

A
M

A
環
境

評
価

部
は

、
数

理
モ

デ
ル

の
開

発
を

行
う

前
に

汚
染

物
質

毎
の

汚
染

メ

カ
ニ

ズ
ム
の

概
念

に
お

け
る

知
識

を
得

る
必

要
が

あ
る

と
し

て
い

る
。

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
・

モ
デ

ル
の

開
発

は
デ

ー
タ

解
析

・
評

価
技

術
の

一
環

と
し

て
行

う
べ

き
で

あ
る

と
考
え

て
い

る
。

 

一
方

、
D

IN
A

M
A
の

環
境

管
理

部
は

、
生

態
系

、
自

浄
能

力
を

考
慮

し
た

河
川

の
水

質

数
値

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

係
る

知
識

お
よ

び
技

術
の

習
得

が
急

務
と

考
え

て
い

る
。

そ
の

理
由
と

し
て

、
U

ru
gu

ay
河

を
排

水
放

流
先

と
す
る

B
ot

ni
a
製

紙
工

場
の

環
境

影
響

評
価

に
お
い

て
、
ア

ル
ゼ

ン
チ
ン

側
か
ら

D
IN

A
M

A
に

は
U

ru
gu

ay
河

の
自
浄

能
力

の

－117－



7 

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

評
価

能
力
が

欠
如

し
て

い
る

と
非

難
さ

れ
、

国
際

問
題

に
ま

で
発

展
し

て
い

る
事

実
が

あ
る

。
こ
の

問
題

は
環

境
評

価
部

が
管

轄
し

て
い

る
。

 

い
ず

れ
に
し

て
も

、
D

IN
A

M
A
全

体
と

し
て
は

次
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

汚
染

メ

カ
ニ

ズ
ム
の

解
析

・
評

価
技

術
及

び
水

質
数

値
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
知

識
お

よ
び

技
術
の

習
得

に
強

い
意

欲
を

示
し

て
い

る
。

 

モ
ジ

ュ
ー
ル

N
o.

3：
環

境
水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

強
化

 
 

 
 

42
. 

D
IN

A
M

A
は
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

設
計

お
よ

び
サ

ン
プ

リ
ン
グ

に
か

か
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

す
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

A
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

開
調

で
作

成
し

た
も

の
を

そ
の

ま
ま

使
用

し
て

い

る
。

サ
ン
プ

リ
ン

グ
に

係
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

既
に

完
成

し
て

い
る

。
  

43
. 

D
IN

A
M

A
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
は

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

に
お

け
る

計

量
・

分
析
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
更

新
す

る
。

 

A
 

分
析

所
は
米

国
の

環
境

保
護

庁
（

EP
A
）
、

米
国

保
健

機
関

（
A

PH
A
）

お
よ
び

IS
O
の

分
析

規
格
を

使
用

し
て

お
り

、
ス

ペ
イ

ン
語

で
作

成
し

た
72
の
分

析
項

目
の

SO
P （

標

準
手

法
）
が

定
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

SO
P
は

随
時
改
訂

さ
れ

て
い

る
。

最
終

的

に
は

品
質
管

理
プ

ロ
セ

ス
（

Q
A

/Q
C
：

品
質
保

証
／

品
質

管
理

）
の

過
程

を
経

て
、

分

析
結

果
を
提

出
す

る
運

用
シ

ス
テ

ム
と

な
っ

て
い

る
。

 

3.
1:

 モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
関

連
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

類
が

整
備

さ
れ

る
。

 

44
. 

D
IN

A
M

A
は
適

宜
マ

ニ
ュ

ア
ル

類
を

更
新

す
る

。
 

N
/A

分
析

所
を
除

け
ば

、
現

時
点

で
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
類

更
新

の
必

要
性

を
感

じ
て

い
な

い
。

 

45
. 

D
IN

A
M

A
は

共
同

で
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

試
行
計

画
を

策
定

す
る

。
 

A
 

開
調

で
作
成

し
た

サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
水

質
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
計

画
を

変
更

せ
ず

使
用

し
、

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
を

計
画

通
り

実
施

し
て

い
る

。
特

に
、

現
在

は
変

更
の

必
要

性
を

感
じ

て
い
な

い
。

 

3.
2:

 サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流
域

環

境
水

質
モ
ニ

タ

リ
ン

グ
計
画

が

策
定

さ
れ
る

。
 

46
. 

D
IN

A
M

A
は

環
境

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
結

果
に

基
づ

い
て

サ
ン

タ
ル
シ

ア
川

流
域

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

を
更

新
す

る
。

 
B

 
デ

ー
タ

を
蓄

積
中

で
、
そ

の
後
デ

ー
タ

解
析
・
評

価
を

行
い

再
検

討
す

る
予

定
で

あ
る
。 

47
. 

D
IN

A
M

A
、

D
N

H
、

O
SE

、
県

の
間

で
環

境
水

質
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
に
か

か
る

協
議

が
な

さ
れ

る
。

 
B

 
こ

れ
ま
で

2、
3
回

会
議

を
開
催

し
た

が
、

議
事

録
は

な
い

。
 

3.
3:

 サ
ン

プ
リ

ン
グ
・
分
析
・
評

価
の

た
め
の

協

調
実

施
体
制

が

構
築

さ
れ
る

。
 

 

48
. 

D
IN

A
M

A
、

O
SE

、
県

は
環

境
水

質
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

か
か

り
、

水
質

・
底
質

の
サ

ン
プ

リ
ン

グ
・

分
析

を
共

同
で

実
施

す
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

*O
SE

, 
県

, 

D
N

H
 

A
 

D
IN

A
M

A
と
県

は
共

同
で

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

分
析
・
測
定
を

実
施

し
て

い
る

が
、

O
SE

と
は

共
同
作

業
を

行
っ

て
い

な
い

。
た

だ
し

、
O

SE
は

殆
ど

の
排

水
処

理
場

で
流

量
、

B
O

D
、

栄
養

塩
等

の
自

動
計

測
器

を
設

置
し

て
お

り
、

排
水

処
理

場
へ

の
流

入
・

放
流

D
IN

A
M

A
と
県

は
共

同
で

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

分
析
・
測

定
を

実
施

し
て

い
る

が
、

O
SE

と
は

共
同
作

業
を

行
っ

て
い

な
い

。
た

だ
し

、
O

SE
は

殆
ど
の

排
水

処
理

場
で

流
量

、

B
O

D
、

栄
養

塩
等

の
自

動
計

測
器

を
設

置
し

て
お

り
、

排
水

処
理

場
へ

の
流

入
・

放
流
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8 

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

の
状

況
を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

て
い

る
。

ま
た

、
排

水
処

理
場

周
辺

の
河

川
の

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
を

3 ヶ
月

毎
に

、
重
要

な
河

川
（

Sa
nt

a 
Lu

cí
a
河

川
流

域
で
は

C
an

el
ón

 G
ra

nd
e

川
お

よ
び

C
an

el
ón

 C
hi

co
川

）
で

は
毎

月
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

っ
て

い
る

。
排

水
処

理

場
お

よ
び
そ

の
周

辺
の

河
川

に
お

い
て

顕
著

な
水

質
問

題
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
O

SE

は
将

来
的
に

M
V

O
TM

A
の

組
織

に
組

み
込

ま
れ

る
の

で
、
そ
の

際
に
は

D
IN

A
M

A
及

び
県

と
共
同

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
に

な
る

と
考

え
て

い
る

。
 

49
. 

協
調

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
に

か
か

る
合

意
書

が
締

結
さ

れ
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

*県
 

A
 

開
調

で
作
成

し
た

も
の

と
同

じ
合

意
書

を
使

用
し

て
お

り
、

特
に

問
題

は
発

生
し

て
い

な
い

。
 

50
. 

D
IN

A
M

A
は

持
続

的
環

境
水

質
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
の

た
め

に
水

・
大
気

質
課

を
強

化
す

る
。

 
A

 

環
境

評
価

部
及

び
環

境
管

理
部

職
員

は
安

定
し

て
業

務
を

行
っ

て
い

る
。

分
析

所
は

D
IN

A
M

A
組
織

内
で

地
位

が
上

が
り

、
D

IN
A

M
A
の

局
長
直

属
と

な
っ

た
。
分

析
所

は

順
調

に
資
機

材
及

び
人

材
を

強
化

し
つ

つ
あ

る
。

 

51
. 

D
IN

A
M

A
は

D
IN

A
M

A
ラ

ボ
ラ

ト
リ
ー

の
農

薬
分

析
能

力
を

チ
ェ

ッ
ク
す

る
。

 

D
IN

A
M

A
 

A
 

高
速

液
体

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
装

置
に

よ
り

主
に

残
留

農
薬

分
析

を
行

っ
て

い
る

。
天

然

資
源

局
（

R
EN

A
R

E）
と

JI
C

A
の

間
で

実
施
が

合
意

さ
れ

た
「

適
切

な
農

薬
利

用
に

よ

る
環

境
保
全

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
に

お
い

て
、
農
業

サ
ー

ビ
ス

局
（

D
G

SA
）
に
供

与
予

定

の
農

薬
分
析

機
器

の
共

同
利

用
も

提
案

中
で

あ
る

。
 

52
. 

D
D

IN
A

M
A
及

び
県

は
分
析

に
必

要
な

機
材

を
保

有
す

る
。

 

A
 

D
IN

A
M

A
の
指

導
に

よ
り

、
県

で
は

一
般

的
な

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

項
目
（

pH
、
水

温
、

電
気

伝
導
度

等
）

の
測

定
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

D
IN

A
M

A
は

簡
易

測
定

方
法

と

し
て

微
生
物

、
生

物
化

学
的

酸
素

要
求

量
（

B
O

D
）
、
浮

遊
物
質
（

SS
）
な
ど
の

パ
ッ

ク

テ
ス

ト
用
い

た
測

定
を

県
に

指
導

し
て

い
る

。
し

か
し

、
県

で
は

安
価

で
も

予
算

化
さ

れ
て

い
な
い

場
合

が
多

く
、
今
の

と
こ
ろ

D
IN

A
M

A
が

限
ら
れ

た
数

量
を

負
担

し
配

布

し
て

い
る
。

 

3.
4:

 サ
ン

プ
リ

ン
グ

、
分
析

、
評

価
に

か
か
る

人

的
お

よ
び
機

器

両
面

で
の
能

力

が
強

化
さ
れ

る
。

 53
. 

D
IN

A
M

A
は

県
に

対
し

持
続

的
な

方
法

で
水

質
サ

ン
プ

リ
ン

グ
、

分
析

に
か

か
る

技
術

移
転

を
実

施
す

る
（

イ
ン

タ
ー

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
含

む
）

 

D
IN

A
M

A
 

* 県
 

A
 

D
IN

A
M

A
は
全

国
の

9
割

以
上

の
県

に
対

し
、

水
質

サ
ン

プ
リ

ン
グ

、
分

析
に

か
か

る

技
術

移
転
を

実
施

し
た

。
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9 

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

54
. 

O
SE

の
各

県
の

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

は
B

O
D

5
の
分
析
が
で
き
る
レ

ベ
ル

ま
で
分

析
能

力
を

強
化

す
る

。
 

O
SE

 

*D
IN

A
M

A
 

B
 

O
SE

は
、
大

部
分

の
排

水
処

理
場

で
流

量
、

B
O

D
、

栄
養
塩
等

の
自

動
計

測
器

を
設

置

し
て

お
り
、

排
水

処
理

場
へ

の
流

入
・

放
流

の
状

況
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
て

い
る

。
ま

た
、

排
水
処

理
場

周
辺

の
河

川
の

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
は

3
ヶ
月

あ
る

い
は

毎
月

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
を

行
っ

て
い

る
。

排
水

処
理

場
お

よ
び

そ
の

周
辺

の
河

川
に

お
い

て
顕

著
な

水
質

問
題
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
 

55
. 

D
IN

A
M

A
は

農
薬

に
か

か
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
。

D
IN

A
M

A
ラ
ボ

は
農

薬
分

析
に

か
か

る
能

力
強

化
を

実
施

す
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

*M
G

A
P 

A
 

水
質

に
つ
い

て
は

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
中

で
あ

る
。

底
質

は
技

術
的

に
未

だ
不

十
分

で
ま

だ
分
析

不
可

能
な

技
術

レ
ベ

ル
に

あ
る

。
 

56
. 

県
は

B
O

D
5
の

分
析

が
で
き

る
レ

ベ
ル

ま
で

分
析

能
力

を
強

化

す
る

。
 

県
 

*D
IN

A
M

A
 

A
 

流
域

５
県
の

う
ち

モ
ン

テ
ヴ

ィ
デ

オ
県

、
カ

ネ
ロ

ネ
ス

県
は

可
能

で
あ

る
が

、
他

の
３

県
は

未
だ
不

可
能

で
あ

る
。

 

57
. 

D
IN

A
M

A
ラ

ボ
は

デ
ー

タ
の

質
向

上
の

た
め

の
処

理
お

よ
び

評
価

の
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

を
推

進
す

る
。

 
D

IN
A

M
A

 

*県
 

C
 

分
析

所
デ
ー

タ
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

推
進

す
る

た
め

の
SI

SI
LA

B
は

、
JI

C
A
短

期
専

門
家

に
よ

り
シ
ス

テ
ム

の
完

成
を

目
指

し
た

が
、
同
専

門
家

の
滞

在
期

間
中

に
は

完
成

せ
ず
、

そ
の

後
放
置

さ
れ

た
ま

ま
と

な
っ

て
い

る
。

 

58
. 

D
IN

A
M

A
は
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
の

機
器

、
分

析
技

術
を

適
正

な
レ

ベ
ル

に
維
持

す
る

。
 

A
 

非
公

式
で
は

あ
る

が
IS

O
/IE

C
 1

70
25
（

検
査
機

関
の

認
定

）
の

予
備

審
査

に
合

格
し

た
。 

59
. 

D
IN

A
M

A
は

水
質

管
理

戦
略

お
よ

び
個

別
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
対
応

す
べ

く
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
の

能
力

を
強

化
す

る
。

 
A

 

60
. 

D
IN

A
M

A
は

環
境

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
持

続
的

実
施

に
必

要
な

適
正
な

人
員

を
維

持
す

る
。

 
D

IN
A

M
A

 

A
 

D
IN

A
M

A
分
析

所
主

導
に

よ
り

ウ
ル

グ
ア

イ
環

境
分

析
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

R
LA

U
（

R
ED

 

D
EL

A
B

O
R

AT
O

R
IO

S 
A

M
B

IE
N

TA
LE

S 
D

EL
 U

R
U

G
U

AY
）

を
設

立
し

、
他

の
分

析

所
の

指
導
を

20
06

年
6
月
か
ら

開
始

し
た

。
現

在
、

46
の
分

析
所
が

R
LA

U
に

加
盟

し
て

い
る
。

 

分
析

能
力
向

上
・

効
率

化
促

進
の

た
め

、
パ

ッ
ク

テ
ス

ト
な

ど
に

よ
る

簡
易

測
定

資
材

を
県

に
配
布

し
て

い
る

ほ
か

、
パ

ッ
ク

テ
ス

ト
に

よ
る

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
り

精
密

分
析

を
必
要

と
す

る
試

料
を

選
別

可
能

に
な

る
た

め
、

分
析

所
に

お
け

る
分

析
検

体
数

を
大

幅
に
削

減
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

て
い

る
。

 

61
. 

D
IN

A
M

A
ラ

ボ
ラ

ト
リ

ー
は

必
要

な
項

目
に

つ
き

IS
O

/IE
C

 
M

V
O

TM
A

/ 
A

 
IS

O
/IE

C
 1

70
25
（
検
査
機
関
の
認
定
）
の
た
め
の
非
公
式
な
予
備
審
査
に
合
格
し
て
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開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

17
02

5
の

認
証
を

取
得

す
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

お
り

、
来

年
ま

で
に
は
そ
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。

 

62
. 

. D
IN

A
M

A
は

テ
ク

ニ
カ
ル

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ

ー
を

通
じ

て
関

連

諸
機

関
と

連
携

の
上

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

利
用

し
た

水
質

情
報

シ
ス

テ
ム

（
SI

SI
C

A
 D

IN
A

M
A
）
を

D
IN

A
M

A
内

に
構

築
す

る
。

 
B

 

テ
ク

ニ
カ
ル

・
コ

ミ
ッ

テ
ィ

ー
は

開
調

後
ま

っ
た

く
機

能
し

て
い

な
い

。
D

IN
A

M
A

は

外
部

か
ら
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

を
入

れ
て

SI
SI

C
A
の

改
良
を

行
っ

て
い

る
。
主

な
改

良
点

は
、

SI
SI

C
A

へ
の

容
易
な

デ
ー

タ
入

力
方

法
、

簡
易

G
IS

の
導

入
、

M
S
エ

ク
セ

ル
へ

の
ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

方
法

な
ど

で
あ

る
。

 

63
. 

D
IN

A
M

A
は
関

連
諸

機
関
（

O
SE

、
R

EN
A

R
E、

IM
M
、

IM
C
、

IM
SJ
、

IM
F、

IM
L
等

）
で
の
水

質
情

報
シ

ス
テ

ム
（

SI
SI

C
A
）
構

築
を

推
進
す

る
。

 

B
 

64
. 

D
IN

A
M

A
は
統

合
水

質
情

報
シ

ス
テ

ム
（

In
te

gr
at

ed
 S

IS
IC

A
）

を
構

築
す
る

。
 

B
 

3.
5:

 水
質

情
報

シ
ス

テ
ム
が

構

築
さ

れ
る
。

 

65
. 

D
IN

A
M

A
は
統

合
水

質
情

報
シ

ス
テ

ム
を

維
持

・
管

理
す

る
。

D
IN

A
M

A
*O

SE

, R
EN

A
R

E,
 県

B
 

県
と

の
間
で

の
み

SI
SI

C
A
シ

ス
テ

ム
を
共

有
し

て
い

る
が

、
上

記
の

よ
う
な

SI
SI

C
A

の
シ

ス
テ
ム

上
の

問
題

点
が

あ
る

。
 

3.
6:

 水
質

デ
ー

タ
が

適
正
に

評

価
さ

れ
る
。

 

66
. 

. D
IN

A
M

A
は

既
存

の
水
質

デ
ー

タ
の

評
価

・
解

析
を

行
う

。

D
IN

A
M

A
 

C
 

開
調

後
、

3
回
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
が

、
デ

ー
タ
を

SI
SI

C
A
に

イ
ン

プ
ッ
ト

し
て

い
な
い

た
め

、
解

析
・

評
価

不
可

能
で

あ
る

。
 

67
. 

D
IN

A
M

A
は
環

境
白

書
（
環
境

年
次

報
告

書
）
水
質

の
章
を
作

成
し

D
IN

A
M

A
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

で
公

開
す

る
。

 
C

 
3.

7:
 環

境
白

書

（
年

次
報
告

書
）

が
発

行
さ
れ

る
 

68
. 

D
IN

A
M

A
は
、

D
IN

A
M

A
の

政
策

・
戦

略
、

水
質

デ
ー

タ
等

を
含

む
各

種
情

報
を

ま
と

め
た

環
境

白
書

（
環

境
年

次
報

告
書

）
を

毎
年

作
成
し

公
開

す
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

C
 

デ
ー

タ
解
析

・
評

価
を

行
っ

て
い

な
い

た
め

、
公

表
不

可
能

で
あ

る
。

 

モ
ジ

ュ
ー
ル

N
o.

4：
普

及
啓
蒙

・
教

育
・

住
民

参
加

の
推

進
 

 
 

 

4.
1:

 水
質

に
か

か
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
意

識
が

向
上
す

る
。

 69
. 

D
IN

A
M

A
、
フ

ロ
リ

ダ
水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
関

係
者

、
教

育
関
係

者
が

協
調

の
上

、
教

育
用

機
材

を
用

い
て

小
中

学
校

教
師

を
対

象
に

教
育

セ
ッ
シ

ョ
ン

で
教

育
が

実
施

さ
れ

る
。

 

D
IN

A
M

A
 

* 関
係

機
関

 
A

 

水
質

フ
ォ
ー

ラ
ム

は
フ

ロ
リ

ダ
県

及
び

ラ
バ

ジ
ェ

ハ
県

に
お

い
て

開
調

期
間

中
に

設
立

さ
れ

た
が
、

20
05

年
3 月

の
政
権

交
代

後
に

解
散

し
た

。
D

IN
A

M
A
は

、
20

07
年

3 月
に

教
材

及
び
啓

蒙
活

動
の

推
進

を
目

的
と

し
て

、
新

た
に

環
境

教
育

課
を

局
長

直
属

の
組

－121－
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開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

70
. 

D
IN

A
M

A
、
フ

ロ
リ

ダ
水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
関

係
者

、
教

育
関
係

者
が

協
調

の
上

、
教

育
用

機
材

を
活

用
し

た
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・

セ
ッ

シ
ョ

ン
が
実

施
さ

れ
る

。
 

A
 

71
. 

D
IN

A
M

A
、
フ

ロ
リ

ダ
水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
関

係
者

、
教

育
関
係

者
が

協
調

の
上

、
教

育
用

機
材

を
用

い
て

小
中

学
校

教
師

を
対

象
に

教
育

セ
ッ
シ

ョ
ン

で
教

育
が

実
施

さ
れ

る
。

 

A
 

72
. 

D
IN

A
M

A
、

J
フ

ロ
リ

ダ
水

質
フ

ォ
ー

ラ
ム

関
係

者
、

教
育

関

係
者

が
協

調
の

上
、

教
育

用
機

材
評

価
の

た
め

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
が

教
育

関
係
者

、
教

師
に

よ
り

実
施

さ
れ

る
。

 

A
 

織
と

し
て
新

設
し

た
。

目
的

は
住

民
の

環
境

へ
の

配
慮

を
向

上
す

る
た

め
の

教
育

活
動

を
推

進
す
る

こ
と

で
あ

る
が

、
予

算
、

人
員

不
足

が
問

題
で

あ
る

。
 

 開
発

調
査
の

段
階

で
共

同
作

成
し

た
環

境
教

育
の

た
め

の
教

材
は

、
ハ

ー
ド

版
と

デ
ジ

タ
ル

版
が
あ

り
、

今
現

在
も

特
に

小
学

校
レ

ベ
ル

で
多

く
活

用
さ

れ
て

い
る

。
ハ

ー
ド

版
は

全
て

D
IN

A
M

A
の

図
書
室

で
閲

覧
可

能
で

あ
り

、
デ

ジ
タ

ル
版
は

D
IN

A
M

A
の

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

閲
覧

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

 

73
. 

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
を

通
じ

子
供

へ
の

環
境

教
育

が
実

施

さ
れ

る
。

 
C

 
資

金
、

人
材

の
問

題
で

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

は
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

 

74
. 

D
IN

A
M

A
は

水
質

に
関

す
る

ニ
ュ

ー
ズ

レ
タ

ー
発

行
を

持
続

的
に

実
施
し

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
配

布
す

る
。

 
D

IN
A

M
A

 
C

 
ニ

ュ
ー

ズ
レ

タ
ー

は
作

成
さ

れ
て

い
な

い
。

 

75
. 

国
お

よ
び
地

域
の

メ
デ

ィ
ア

（
テ

レ
ビ
、

新
聞
、

ラ
ジ
オ

）
が

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
各

種
活

動
を

報
道

す
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

*関
係

機
関

 
B

 
TV

、
新

聞
、
ラ

ジ
オ

で
報

道
さ

れ
た

が
、

今
は

メ
デ

ィ
ア

用
の

ア
イ

デ
ア

を
作

れ
な

い

の
で

中
断
し

て
い

る
。

 

76
. 

D
IN

A
M

A
、
フ

ロ
リ

ダ
水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
関

係
者

、
教

育
関
係

者
が

協
調

の
上

、
意

識
向

上
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
用

材
料

が
作

成
さ

れ
活

用
さ

れ
る
。

 

A
 

教
材

を
や
り

く
り

し
な

が
ら

活
動

し
て

い
る

の
が

実
情

で
は

あ
る

。
 

77
. 

フ
ロ

リ
ダ

水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
が

中
心

と
な

っ
て

ロ
ー

カ
ル

ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

す
る

。
 

C
 

フ
ロ

リ
ダ
水

質
フ

ォ
ー

ラ
ム

は
既

に
解

散
し

た
。

 

78
. 

D
IN

A
M

A
、
フ

ロ
リ

ダ
水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
関

係
者

、
教

育
関
係

者
が

協
調
の

上
、

教
育

用
機

材
が

作
成

さ
れ

る
。

 

D
IN

A
M

A
, 

 

フ
ロ
リ
ダ

水
質

フ
ォ
ー
ラ

ム
 

*県
, 
教

育
関
係

者
 

B
 

資
金

、
人
材

不
足

の
た

め
ほ

そ
ぼ

そ
と

継
続

し
て

い
る

。
 

79
. 

D
IN

A
M

A
は

水
質

管
理

に
か

か
る

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

を
維

持
す

る
。

 
D

IN
A

M
A

 
B

 
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
を

維
持

し
て

い
る

が
、

大
幅

な
更

新
は

行
っ

て
い

な
い

。
 

－122－
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開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

80
. 

国
お

よ
び
地

方
の

教
育

関
係

者
、
フ

ロ
リ
ダ

水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム

お
よ

び
D

IN
A

M
A
は

持
続

的
な

形
で

継
続

実
施

す
る

。
 

フ
ロ
リ
ダ

水
質

フ
ォ
ー
ラ

ム
, 

D
IN

A
M

A
, 
教

育
関
係
者

 

*フ
ロ

リ
ダ

 県
, 

N
G

O
 

B
 

D
IN

A
M

A
は
フ

ロ
リ

ダ
県

に
お

け
る

水
質

保
全

に
か

か
る

普
及

、
教

育
活

動
を

支
援

し

て
い

る
。

 

81
. 

モ
デ

ル
地

区
と

し
て

フ
ロ

リ
ダ

県
に

フ
ロ

リ
ダ

水
質

フ
ォ

ー

ラ
ム

が
設
立

さ
れ

る
。

 

フ
ロ
リ
ダ

 県

*D
IN

A
M

A
, 
住

民
, N

G
O

, 
関

係

機
関

, 

St
ak

eh
ol

de
rs

 

C
 

82
. 

設
立

さ
れ

た
フ

ロ
リ

ダ
水

質
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
住

民
が

水
質

に

か
か

る
意
見

交
換

を
行

う
。

 

フ
ロ
リ
ダ

水
質

フ
ォ
ー
ラ

ム
 

*フ
ロ

リ
ダ

 県

C
 

83
. 

フ
ロ

リ
ダ

水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
調

整
委

員
会

が
定

期
的

な
ミ

ー

テ
ィ

ン
グ
を

開
催

し
活

動
に

か
か

る
協

議
を

実
施

す
る

。
 

住
民

 

*フ
ロ

リ
ダ
水

質

フ
ォ
ー
ラ

ム
 

C
 

84
. 

フ
ロ

リ
ダ
水

質
フ

ァ
ー

ラ
ム
と

D
IN

A
M

A
が

フ
ロ

リ
ダ

県
に

お
け

る
水
質

に
関

す
る

住
民

参
加

を
持

続
的

な
方

法
で

推
進

す
る

。

フ
ロ
リ
ダ

水
質

フ
ォ
ー
ラ

ム
, 

D
IN

A
M

A
 

*N
G

O
, 
住

民

C
 

4.
2:

 水
質

管
理

に
か

か
る
合

意

形
成

の
仕
組

み

が
で

き
、
住

民
参

加
が

推
進
さ

れ

る
。

 

85
. 

D
IN

A
M

A
と

フ
ロ

リ
ダ

水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

他
地

域
で

の
水

質
フ

ォ
ー

ラ
ム

お
よ

び
水

質
フ

ォ
ー

ラ
ム

・
フ

ェ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
設

立
を

支
援
す

る
。

 

D
IN

A
M

A
, 
フ

ロ
リ
ダ
水

質
フ

ォ
ー
ラ
ム

 

*県
 

C
 

フ
ロ

リ
ダ
水

質
フ

ォ
ー

ラ
ム
は

20
05

年
3
月

以
降

消
滅

し
た

た
め

、
開
調

M
/P

に
記

載

さ
れ

た
事
項

に
当

該
す

る
活

動
は

な
い

。
 

－123－
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開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

86
. 

フ
ロ

リ
ダ

以
外

の
県

は
そ

れ
ぞ

れ
の

県
で

水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム

を
立

ち
上
げ

る
。

 
県

*D
IN

A
M

A
, 

O
SE

, D
N

H
, 

N
G

O
 

C
 

モ
ン

テ
ヴ
ィ

デ
オ

県
及

び
カ

ネ
ロ

ネ
ス

県
は

環
境

課
が

環
境

教
育

の
担

当
機

関
で

あ

り
、

そ
の
ほ

か
の

県
は

衛
生

課
が

担
当

で
あ

る
が

、
こ

れ
ま

で
の

と
こ

ろ
水

質
フ

ォ
ー

ラ
ム

は
で
き

て
い

な
い

。
 

87
. 

D
IN

A
M

A
内
に

普
及

啓
蒙
・
教

育
・
住

民
参
加

推
進

ワ
ー

キ
ン

グ
・

グ
ル
ー

プ
が

形
成

さ
れ

る
。

 
D

IN
A

M
A

 
A

 
D

IN
A

M
A
内
部

に
環

境
教

育
課

が
設

立
さ

れ
た

。
 

88
. 

D
IN

A
M

A
職
員

が
各

種
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
、
ト
レ

ー
ニ

ン
グ
・
教

育
セ

ッ
シ
ョ

ン
に

参
加

す
る

。
 

D
IN

A
M

A
 

B
 

環
境

教
育
課
は

5
名

か
ら

構
成

さ
れ

、
D

IN
A

M
A
図

書
室
に

2
名

が
配

属
さ

れ
、

残
り

の
3
人

が
環

境
教

育
に

係
る

業
務

を
担

っ
て

い
る

。
た

だ
し

、
資

金
・

人
材

不
足

の
た

め
そ

の
活
動

に
は

限
界

が
あ

る
。

 

89
. 

フ
ロ

リ
ダ
県

が
水

質
フ

ォ
ー

ラ
ム

設
立

を
主

体
的

に
進

め
る

。
IM

F 
C

 
フ

ロ
リ

ダ
水

質
フ

ォ
ー

ラ
ム

は
消

滅
し

た
。

 

90
. 

O
SE

職
員
が

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

に
参

加
す

る
。

 
O

SE
 

C
 

O
SE

職
員
が

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

に
参

加
し

た
事

実
は

な
い

。
 

91
. 

フ
ロ

リ
ダ

県
初

等
教

育
監

督
事

務
所

が
教

師
に

対
す

る
ト

レ

ー
ニ

ン
グ
・

教
育

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

推
進

す
る

。
 

IM
F 

C
 

フ
ロ

リ
ダ
県

初
等

教
育

監
督

事
務

所
が

教
師

に
対

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
教

育
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
推
進

し
た

事
実

は
な

い
。

 

92
. 

フ
ロ

リ
ダ

県
教

職
員

が
教

育
機

材
作

成
に

主
体

的
に

関
与

す

る
。

 
IM

F 
教

職
員

 
C

 
フ

ロ
リ

ダ
県

教
職

員
が

教
育

機
材

作
成

に
主

体
的

に
関

与
し

た
事

実
は

な
い

。
 

93
. 

D
IN

A
M

A
は
教

育
、
住
民

参
加

に
責

任
を

有
す

る
内

部
ユ

ニ
ッ

ト
を

組
織
す

る
。

 

D
IN

A
M

A
 

A
 

D
IN

A
M

A
環
境

教
育

課
が

設
立

さ
れ

た
。

水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
が

消
滅

し
た

最
大

の
原

因

と
し

て
、
フ

ォ
ー

ラ
ム

運
営

費
の

調
達

が
困

難
で

あ
っ

た
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

開
発

調
査
の

段
階

で
は

幾
つ

か
の

企
業

（
特

に
水

質
保

全
を

重
要

視
し

て
い

る
飲

料
事

業
者

等
）
が

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
参

加
を

希
望

し
て

い
た

が
、

良
好

な
関

係
を

構
築

で
き

な
か

っ
た
。
そ
の

教
訓

を
考

慮
し

て
、
環

境
教
育

課
は

20
08

年
を

目
処
に

民
間

セ
ク

タ

ー
の

参
加
を

配
慮

し
た

水
質

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

再
結

成
を

検
討

し
て

い
る

。
 

4.
3:

 関
係

機
関

の
水

質
管
理

に

か
か

る
意
識

が

向
上

す
る
。

 

94
. 

D
IN

A
M

A
が

中
心

と
な

っ
て

関
係

機
関

の
水

質
管

理
に

か
か

る
意

識
向
上

を
図

る
。

 

D
IN

A
M

A
*関

係

機
関

 
B

 
県

レ
ベ

ル
で

実
施

中
で

あ
る

。
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14
 

開
発

調
査

 
M

/P
／

成
果

 
記

載
内

容
 

開
発

調
査

M
P／

活
動

記
載

内
容

 
責

任
機
関

 
* 関

係
機
関

 
評

価
 

ラ
ン
ク

評
価

の
根
拠

 

95
. 

IM
M

, I
M

C
, I

M
SJ

, I
M

L
の
教

育
関

係
者

は
教

師
に

対
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン
グ

・
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
開

催
す

る
。

 

IM
M

, I
M

C
, 

IM
SJ

, I
M

L 
C

 
各

県
の

教
育

関
係

者
が

教
師

に
対

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

事
実

は
な

い
。
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
O

T
V

A
C

O
T

A
M

A
環

境
質

評
価

部
環

境
管

理
部

局
長

室
住

宅
土

地
環

境
省

環
境

技
術

委
員

会

(1
) 個

人
の

人
材

の
能

力
特

に
カ

ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
機
関
を
中
心
と
し
た
関
係
者
の
知
識
、
技
能
、
技
術
レ
ベ
ル

2.
2 

(2
2)

, 2
.5

 (3
3)

, 3
.4

(5
0)

, 3
.6

 (6
6)

○
○

個
々

の
人

材
の

問
題
意
識
、
責
任
感
の
レ
ベ
ル

○
○

ど
の

よ
う

な
言

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
か
（
技
術
協
力
実
施
に
お
け
る
ド

ナ
ー

と
の

意
思

疎
通
の
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
か
）

(2
) 中

央
行

政
の

組
織

環
境

省
に

相
当

す
る
組
織
が
存
在
し
、
水
環
境
行
政
の
実
施
組
織
が
整
っ
て
い
る
か

○

一
元

的
水

管
理

の
強

化
水

環
境

行
政

が
一
元
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
多
く
の
省
に
分
散
し
て
い
な
い
か

○

組
織

内
の

職
務

分
掌

の
明

確
化

組
織

内
の

職
務

分
掌
が
明
確
か

1.
1 

(1
), 

2.
8 

(3
8)

○
○

○

他
の

組
織

と
の

連
携

法
的

枠
組

み
づ

く
り
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
、
環
境
基
本
法
、
個
別
法
の
制
定
な

ど
○

国
レ

ベ
ル

の
環

境
管
理
シ
ス
テ
ム
策
定
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
、
一
律
的
措
置
の

整
備

な
ど

○

水
質

改
善

の
目

的
達
成
の
た
め
、
関
連
す
る
ほ
か
の
組
織
と
の
連
携
や
調
整
メ
カ
ニ
ズ

ム
が

あ
る

か

1.
3 

(9
-1

1)
, 1

.5
 (1

4-
16

),
2.

1 
(1

7-
18

), 
2.

6 
(3

4)
, 3

.3
(4

7-
48

)
○

国
が

、
施

行
を

担
当
す
る
出
先
機
関
を
持
っ
て
い
る
か
、
国
が
地
方
へ
法
令
に
基
づ
き

権
限

委
譲

し
て

い
る
か

○

法
令

に
よ

り
地

方
に
委
譲
さ
れ
た
権
限
を
実
施
す
る
た
め
、
地
方
の
執
行
能
力
を
向
上

さ
せ

る
財

政
措

置
や
技
術
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
か

○

(3
) 地

方
行

政
の

組
織

地
方

レ
ベ

ル
の

環
境
担
当
部
局
が
存
在
し
、
水
環
境
行
政
を
実
施
し
て
い
る
か

2.
3 

(2
7)

一
元

的
水

管
理

の
強

化
水

環
境

行
政

が
一
元
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
多
く
の
部
局
に
分
散
し
て
い
な
い
か

組
織

内
の

職
務
分

掌
の

明
確

化
組

織
内

の
職

務
分
掌
が
明
確
か

他
の

組
織

と
の
連

携
地

方
自

治
体

の
環
境
保
全
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
、
環
境
基

本
条

例
、

環
境

保
全
条
例
の
制
定
な
ど

地
方

レ
ベ

ル
の

水
環

境
管

理
の

責
任

を
果

た
し

て
い

る
か

、
地

域
の

環
境

の
実

情
に

合
っ

た
き

め
細

か
な
施
策
な
ど

水
質

改
善

の
目

的
達
成
の
た
め
、
関
連
す
る
ほ
か
の
組
織
と
の
連
携
や
調
整
メ
カ
ニ
ズ

ム
が

あ
る

か
2.

3 
(2

3-
26

)

地
方

へ
委

譲
さ

れ
た
権
限
を
執
行
し
て
い
る
か
、
特
に
、
公
共
用
水
域
の
監
視
、
発
生

源
の

監
視

・
改

善
命
令
・
指
導
な
ど

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容 組 織 形 態 ・ マ ネ ジ メ ン ト

D
IN

A
M

A
視 点 個 人

知 的 ・ 技 能

組 織

1/
27

６．キャパシティ・アセスメントチェックリスト
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
O

T
V

A
C

O
T

A
M

A
環

境
質

評
価

部
環

境
管

理
部

局
長

室
住

宅
土

地
環

境
省

環
境

技
術

委
員

会
M

/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

D
IN

A
M

A
視 点

(4
) 水

質
汚

濁
の

問
題

点
と

そ
の

要
因

の
把

握
対

象
水

域
の

水
質
汚
濁
の
問
題
点
と
そ
の
推
移
を
、
デ
－
タ
と
解
析
結
果
を
示
し
て
説

明
で

き
る

か
1.

4 
(1

3)
, 3

.6
 (6

6)
○

水
質

汚
濁

に
よ

る
被
害
状
況
（
水
道
水
源
、
地
下
水
、
農
業
、
漁
業
な
ど
）
を
具
体
的

に
説

明
で

き
る

か
2.

8 
(4

0)
○

○

水
質

汚
濁

の
要

因
を
特
定
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
策
と
実
施
す
る
た
め
の
課
題
を
説
明

で
き

る
か

2.
8 

(4
1)

○
○

(5
) 政

策
決

定
者

の
意

識
ト

ッ
プ

の
問

題
認
識
は
妥
当
か
、
意
識
改
革
が
必
要
か
法
令
順
守
の
姿
勢
が
あ
る
か

○
○

○

ト
ッ

プ
の

問
題

認
識
は
単
な
る
願
望
か
、
デ
－
タ
の
評
価
・
解
析
、
法
令
、
財
政
措
置

に
基

づ
い

た
も

の
か

○
○

○

環
境

対
策

の
広

報
、
議
会
対
策
を
し
て
い
る
か

○

ト
ッ

プ
が

対
応

策
を
実
施
に
移
す
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
か

○
○

○

(6
) 企

業
の

環
境

管
理

能
力

企
業

内
環

境
管

理
活
動

（
５

S、
省

エ
ネ

、
C

P技
術

導
入

、
EO

P設
備

、
IS

O
14

00
0シ

リ
ー

ズ
認

証
取

得
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か

○
○

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

企
業

は
行

政
の

技
術
支
援
・
指
導
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
あ
る
か

○
○

企
業

の
環

境
管

理
シ

ス
テ

ム
の

形
成

と
強

化
同

一
業

種
内

で
の
経
験
を
共
有
し
、
対
策
を
推
進
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

○
○

企
業

に
よ

る
自

主
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
行
政
に
報
告
さ
れ
て
い
る

か
○

○

自
主

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
結
果
の
信
頼
性
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
か

○

企
業

の
環

境
管

理
・
公
害
対
策
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
は
自
主
的
か
、
行
政
指

導
に

よ
る

も
の

か
、
法
制
度
に
基
づ
く
も
の
か

○
○

企
業

の
環

境
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

（
EP

）
の

評
価

が
な

さ
れ

て
い

る
か

、
EP

は
消

費
者

に
公

開
さ

れ
て

い
る
か
、
行
政
に
よ
る

EP
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
か

○
○

行
政

側
は

、
業

種
ご
と
の
業
界
団
体
、
企
業
組
合
な
ど
と
の
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い

る
か

○
○

環
境

保
全

産
業

協
会
の
よ
う
な
団
体
が
設
置
さ
れ
、
各
企
業
の
経
験
を
シ
ェ
ア
す
る
仕

組
み

が
あ

る
か

○
○

企
業

の
公

害
防

止
投
資
を
推
進
す
る
た
め
の
、
資
金
の
斡
旋
、
技
術
的
助
言
な
ど
を
す

る
制

度
が

あ
る

か
○

○

工
場

な
ど

が
立

地
し
て
い
る
地
域
で
、
各
企
業
に
対
し
汚
染
物
質
の
排
出
を
削
減
す
る

た
め

の
対

策
（

廃
棄
物
の
最
小
化
や
ク
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
）
を
推
進
す
る

計
画

が
作

成
さ

れ
、
実
行
さ
れ
て
い
る
か

○
○

2/
27
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
O

T
V

A
C

O
T

A
M

A
環

境
質

評
価

部
環

境
管

理
部

局
長

室
住

宅
土

地
環

境
省

環
境

技
術

委
員

会
M

/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

D
IN

A
M

A
視 点

市
民

に
情

報
発

信
が
さ
れ
て
い
る
か

○
○

公
害

防
止

管
理

者
制
度
に
相
当
す
る
も
の
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か

○
○

(1
0)

 大
学

等
研

究
機

関
の

人
材

・
能

力
自

国
に

お
け

る
、

水
環

境
管

理
の

科
学

的
知

見
を

持
つ

人
材

が
把

握
さ

れ
、

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

さ
れ

て
い
る
か

○
○

○

行
政

･
企

業
･
市

民
へ

の
情

報
提

供
働

き
か

け
の

強
化

大
学

、
行

政
研

究
所

、
関

連
業

界
研

究
所

が
連

携
す

る
仕

組
み

が
あ

る
か

、
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど

1.
3 

(9
), 

1.
3 

(1
1)

○

研
究

成
果

と
し

て
の
対
策
技
術
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
る
か

○

人
材

と
そ

の
能

力
を
動
員
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

○

(1
1)

 公
共

用
水

域
の

水
質

測
定

計
画

公
共

用
水

域
（

地
下
水
を
含
む
）
の
常
時
監
視
が
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か

○
○

水
質

測
定

計
画

を
作
成
す
る
者
、
測
定
す
る
者
、
誰
に
報
告
す
る
か
が
明
確
に
な
っ
て

い
る

か
3.

1 
(4

2)
○

○

測
定

項
目

、
測

定
地
点
、
測
定
方
法
な
ど
を
計
画
し
、
測
定
結
果
の
公
表
な
ど
が
定
め

ら
れ

て
い

る
か

3.
1 

(4
3)

○
○

(1
2)

 水
環

境
の

監
視

公
共

用
水

域
（

地
下

水
を

含
む

）
の

常
時

監
視

が
法

令
で

定
め

ら
れ

て
い

る
と

す
れ

ば
、

そ
れ

が
実

施
さ
れ
て
い
る
か

2.
6 

(3
4)

, 3
.2

 (4
5-

46
, 4

9)
○

○

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

の
構

築
・

精
度

の
向

上
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
か

○

水
質

デ
－

タ
の

蓄
積

・
活

用
の

推
進

と
情

報
公

開
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
グ
ル
ー
プ
が
い
る
か

○

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
－
タ
の
解
析
結
果
が
、
誰
に
ど
の
程
度
開
示
さ
れ
て
い
る
か

3.
7 

(6
7)

○

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー
タ
の
精
度
は
ど
の
程
度
か
、
一
般
へ
の
開
示
に
耐
え
う
る
か

3.
4 

(5
1)

○

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
－
タ
の
解
析
結
果
に
基
づ
き
、
そ
の
結
果
が
レ
ポ
ー
ト
に
さ
れ
、
水

質
管

理
の

強
化

に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

○

環
境

状
況

報
告

（
St

at
e

of
En

vi
ro

nm
en

t:
SO

E）
の
素
案
が
、
関

係
省

庁
会

議
な

ど
の

横
断

的
調

整
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
提
示
さ
れ
て
い
る
か

○
○

(1
3)

 発
生

源
（

工
場

･
事

業
場

）
の

監
視

工
場

･
事

業
場

か
ら
排
水
す
る
場
合
は
、
届
け
出
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か

○
○

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

工
場

・
事

業
場

か
ら
の
排
水
は
、
排
水
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か
○

○

人 材 資 産 知 的 資 産
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
O

T
V

A
C

O
T

A
M

A
環

境
質

評
価

部
環

境
管

理
部

局
長

室
住

宅
土

地
環

境
省

環
境

技
術

委
員

会
M

/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

D
IN

A
M

A
視 点

行
政

の
長

は
、

排
出

基
準

に
適

合
し

な
い

排
水

を
排

出
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
者

に
対

し
、

改
善

命
令

や
排
出
停
止
命
令
が
で
き
る
か

○
○

工
場

･
事

業
場

か
ら

排
水

を
排

出
す

る
者

は
、

排
水

の
汚

染
状

況
を

測
定

し
、

記
録

し
て

お
く

よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
る
か

○
○

発
生

源
の

監
視

を
す
る
た
め
の
知
識
・
技
術
を
有
し
た
集
団
が
い
る
か

○
○

行
政

の
長

は
、

汚
染
物
質
を
排
出
し
て
い
る
工
場
・
事
業
場
に
対
し
、
適
切
な
指
導
を

し
て

い
る

か
2.

4 
(2

9-
31

)
○

○

行
政

の
立

ち
入

り
検
査
と
フ
ォ
ロ
ー
（
改
善
命
令
、
操
業
停
止
、
罰
金
）
の
状
況
が
取

り
ま

と
め

ら
れ

て
い
る
か

2.
3 

(2
8)

○
○

汚
濁

排
出

量
を

把
握
し
た
う
え
で
デ
－
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
こ
れ
を
水
質
管
理
に
活
用
し

て
い

る
か

2.
1 

(1
9-

21
), 

2.
7 

(3
5-

37
)

○
○

○

河
川

ご
と

に
主

要
な
汚
染
源
を
地
図
上
に
落
と
し
、
汚
染
源
ご
と
の
汚
染
物
質
の
種
類

や
量

を
把

握
し

て
、
汚
染
地
図
が
作
製
さ
れ
て
い
る
か

2.
8 

(4
0)

○
○

水
質

汚
染

の
重

点
地
域
、
重
点
企
業
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か

2.
8 

(3
9-

41
)

○
○

工
場

な
ど

が
立

地
し
て
い
る
地
域
で
、
各
企
業
に
対
し
汚
染
物
質
の
排
出
を
削
減
す
る

た
め

の
対

策
（

廃
棄
物
の
最
小
化
、
ク
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
な
ど
）
を
推

進
・

支
援

す
る

計
画
が
作
成
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
る
か

○

監
視

・
改

善
命

令
・
指
導
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
妥
当
な
規
制
基
準
と
い
え
る
か

○
○

○

業
種

ご
と

に
汚

染
物
質
排
出
量
を
削
減
す
る
専
門
的
技
術
指
導
を
行
う
体
制
、
対
策
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か

2.
4 

(2
9-

32
)

○
○

○

(1
4)

 環
境

情
報

の
整

備
と

提
供

環
境

へ
の

負
荷

、
環
境
の
状
態
、
対
策
に
関
す
る
統
計
な
ど
が
提
供
さ
れ
て
い
る
か

3.
5 

(6
2-

65
)

○
○

○

国
レ

ベ
ル

、
地

方
レ
ベ
ル
で
、
公
共
用
水
域
の
汚
染
実
態
が
把
握
さ
れ
、
そ
の
情
報
が

環
境

報
告

書
、

W
eb
サ
イ
ト
な
ど
で
住
民
に
提
供
さ
れ
て
い
る
か

3.
5 

(6
2-

65
), 

3.
7 

(6
7-

68
)

○
○

○

市
民

へ
緊

急
時

の
警
報
を
発
信
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

○
○

(1
5)

 科
学

的
知

見
の

向
上

水
環

境
に

関
す

る
調
査
・
研
究
が
推
進
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
実
績
環
境
科
学
技
術
者

集
団

と
し

て
、

企
業

、
大

学
、

研
究

機
関

、
科

学
的

基
盤

を
も

つ
N

G
O

sな
ど

が
、

行

政
の

支
援

部
隊

と
な
っ
て
い
る
か

○

調
査

研
究

能
力

の
向

上
科

学
的

知
見

を
水
質
汚
濁
防
止
の
戦
略
的
対
策
に
活
用
し
て
い
る
か

○
○

○

行
政

･
企

業
･
市

民
へ

の
情

報
提

供
、

働
き

か
け

の
強

化
水

環
境

に
関

す
る
学
会
が
あ
り
、
活
動
し
て
い
る
か

○

関
係

者
が

環
境

科
学
技
術
者
集
団
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か

○

4/
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
O

T
V

A
C

O
T

A
M

A
環

境
質

評
価

部
環

境
管

理
部

局
長

室
住

宅
土

地
環

境
省

環
境

技
術

委
員

会
M

/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

D
IN

A
M

A
視 点

(1
6)

 水
環

境
管
理

に
係

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

ど
の

よ
う

な
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
活
用
さ
れ
て
い
る
か

3.
1 

(4
4)

○
○

○

行
政

担
当

官
の

能
力

向
上

水
環

境
の

監
視

、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
－
タ
の
解
析

○

発
生

源
（

工
場

･
事
業
場
）
の
監
視

2.
4 

(2
9-

31
)

○

企
業

の
環

境
管

理
2.

4 
(3

0)
○

健
康

影
響

の
あ

る
汚
染
物
質
が
、
河
川
等
へ
排
出
さ
れ
た
場
合
の
緊
急
対
応

○
○

(1
7)

 施
設

整
備

に
対

す
る

中
央

の
財

政
措

置
地

方
自

治
体

が
環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
、
国
は

必
要

な
財

政
上

の
措
置
を
と
る
よ
う
に
、
基
本
法
、
個
別
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か

○
○

財
務

計
画

の
策

定
上

記
の

定
め

に
よ
る
国
か
ら
の
補
助
金
の
実
績
が
あ
る
か

○
○

(1
8)

 施
設

整
備

に
対

す
る

地
方

の
財

政
措

置
対

象
と

す
る

地
方
自
治
体
は
、
上
部
機
関
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
た
実
績
が
あ
る
か
、

そ
の

努
力

を
し

て
い
る
か

財
務

計
画

の
策
定

対
象

と
す

る
地

方
自
治
体
は
、
水
質
汚
濁
防
止
施
設
の
整
備
に
対
す
る
財
務
計
画
を
作

成
し

て
い

る
か

財
務

計
画

が
な

く
、
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
入
金
だ
け
に
頼
っ
て
い
る
か

(1
9)

 施
設

維
持
管

理
費

運
営

・
維

持
管

理
の
組
織
が
あ
る
か

○

汚
染

者
負

担
原

則
の

適
用

汚
染

者
負

担
の

原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か

○
○

適
正

な
費

用
負

担
の

方
法

地
方

自
治

体
は

、
施
設
維
持
管
理
に
係
る
適
正
な
費
用
負
担
の
方
法
を
条
例
な
ど
で
定

め
て

い
る

か

対
象

と
す

る
地

方
自
治
体
は
、
管
理
し
て
い
る
施
設
の
維
持
管
理
費
の
収
支
を
明
確
に

し
て

い
る

か

地
方

自
治

体
は

、
維
持
管
理
費
が
不
足
し
た
場
合
の
措
置
を
定
め
て
い
る
か

維
持

管
理

費
が

不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
施
設
が
朽
ち
果
て
て
い
な
い
か

○

施
設

が
機

能
し

て
い
る
か
、
機
能
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
原
因
は
何
か

○

(2
0)

 現
有

の
水

質
汚

濁
防

止
施

設
担

当
す

る
組

織
が
明
確
か

物 的 資 産

5/
27
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
O

T
V

A
C

O
T

A
M

A
環

境
質

評
価

部
環

境
管

理
部

局
長

室
住

宅
土

地
環

境
省

環
境

技
術

委
員

会
M

/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

D
IN

A
M

A
視 点

処
理

区
域

、
処

理
人
口
、
処
理
量
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い
る
か

行
政

と
住

民
が

ロ
ー
コ
ス
ト
の
衛
生
設
備
設
置
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る

か

雨
水

排
除

施
設

の
状
況
行
政
と
住
民
が
汚
濁
負
荷
発
生
量
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
て

い
る

か

資
金

が
な

い
、

技
術
が
な
い
な
ど
、
な
ぜ
で
き
な
い
か
の
弁
解
ば
か
り
し
て
い
な
い
か

各
施

設
の

イ
ン

ベ
ン
ト
リ
ー
が
整
理
さ
れ
て
い
る
か

○

施
設

の
稼

働
状

況
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か

○

(2
1)

 ラ
ボ

の
整

備
中

央
・

地
方

で
水
質
監
視
な
ど
に
必
要
な
ラ
ボ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か

3.
4 

(5
0,

 5
2,

 5
4-

61
)

○

水
質

分
析

・
検

査
能

力
の

向
上

地
方

の
ラ

ボ
に

対
し
、
財
政
措
置
や
精
度
管
理
の
た
め
の
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
か

分
析

項
目

に
対

す
る
十
分
な
精
度
の
機
器
が
整
備
さ
れ
、
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
か

○

(2
2)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

１
基

本
法

、
個

別
法
が
整
備
さ
れ
、
水
環
境
管
理
の
た
め
に
必
要
な
法
体
系
が
整
っ
て
い

る
か

1.
2 

(4
-6

)
○

○
○

（
法

体
系

と
基

本
法

の
制

定
）

基
本

理
念

が
定

め
ら
れ
て
い
る
か

○
○

○

国
、

地
方

自
治

体
、
事
業
者
、
国
民
の
責
務
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か

○
○

○

環
境

保
全

に
関

す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か

○
○

○

(2
3)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

２
工

場
・

事
業

場
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
水
す
る
場
合
に
、
届
け
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か

○
○

（
個

別
法

の
制

定
）

工
場

・
事

業
場

か
ら
排
水
基
準
に
適
合
し
な
い
排
水
を
排
出
し
な
い
よ
う
に
命
ず
る
こ

と
が

で
き

る
か

○
○

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

工
場

・
事

業
場

か
ら
排
水
・
廃
液
に
よ
り
、
人
の
健
康
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
事
業

者
の

損
害

賠
償

責
任
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
か

○
○

生
活

排
水

対
策

を
堆
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
用
水
域
（
地
下
水
含
む
）
の
水
質

汚
濁

の
防

止
を

図
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

○
○

汚
濁

対
策

の
重

点
地
域
を
指
定
し
、
対
策
実
施
を
促
進
す
る
制
度
が
整
っ
て
い
る
か

○
○

制 度 ・ 社 会 シ ス テ ム

法 制 度
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
O

T
V

A
C

O
T

A
M

A
環

境
質

評
価

部
環

境
管

理
部

局
長

室
住

宅
土

地
環

境
省

環
境

技
術

委
員

会
M

/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

D
IN

A
M

A
視 点

補
助

金
、

優
遇

措
置
な
ど
の
「
ア
メ
」
と
、
取
り
締
ま
り
、
罰
則
な
ど
の
「
ム
チ
」
が

定
め

て
あ

る
か

○
○

(2
4)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

３
環

境
基

準
が

定
め
ら
れ
て
い
る
か
、
人
の
健
康
を
保
護
す
る
た
め
の
基
準
と
、
生
活
環

境
を

保
全

す
る

う
え
で
維
持
さ
れ
る
べ
き
基
準
に
分
か
れ
て
い
る
か

1.
2 

(4
)

○
○

（
環

境
基

準
の

制
定

）
生

活
環

境
を

保
全
す
る
う
え
で
維
持
さ
れ
る
べ
き
基
準
は
、
河
川
、
湖
沼
、
海
域
ご
と

の
利

水
目

的
に

応
じ
、
複
数
の
類
型
を
設
け
て
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か

1.
2 

(4
, 1

2)
,  

1.
3 

(7
-8

)
○

○

水
域

／
河

川
ご

と
に
環
境
基
準
の
適
合
状
況
が
開
示
さ
れ
て
い
る
か

○
○

環
境

基
準

の
適

合
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
基
準
は
妥
当
な
水
準
か

○
○

(2
5)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

４
排

水
基

準
に

は
、
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項
目
、
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項

目
が

含
ま

れ
て

い
る
か

1.
2 

(4
)

○
○

（
排

水
基

準
の

制
定

）
一

律
の

排
水

基
準
か
、
地
方
自
治
体
が
上
乗
せ
規
制
が
で
き
る
か

○
○

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

排
水

基
準

の
順

守
状

況
か

ら
判

断
し

て
、

基
準

は
工

場
･
事

業
場

に
順

守
さ

せ
る

た
め

に
妥

当
な

水
準

か
○

○

(2
6)

 水
管

理
政

策
の

策
定

国
レ

ベ
ル

で
、

水
質
汚
濁
改
善
の
計
画
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
例
え
ば
全
国
水
質
改
善
対

策
推

進
計

画
が

作
成
さ
れ
て
い
る
か

1.
1 

(2
-3

)
○

○

行
政

担
当

官
の

能
力

向
上

水
質

汚
濁

に
つ

い
て
、
国
レ
ベ
ル
、
地
方
レ
ベ
ル
で
政
策
の
中
に
公
約
が
示
さ
れ
て
い

る
か

○
○

公
約

が
示

さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
や
体
制
の
不
備
に
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
な

い
か

○
○

経
済

的
イ

ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、
企
業
の
自
主
的
対
策
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

か
○

○

長
期

的
視

点
に

よ
る
段
階
的
・
継
続
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か

○
○

(2
7)

 水
質

管
理

計
画

の
作

成
地

方
レ

ベ
ル

で
、
水
質
管
理
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か

行
政

担
当

官
の
能

力
向

上
主

な
企

業
と

公
害
防
止
協
定
を
締
結
し
て
い
る
か

○
○

計
画

策
定

手
法

、
水
質
デ
－
タ
解
析
手
法
な
ど
が
、
組
織
と
し
て
標
準
化
さ
れ
て
い
る

か
○

○

流
域

の
総

合
的

管
理
の
考
え
方
が
あ
る
か

○
○

対
象

水
域

の
水

質
保
全
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か

○
○

基 準 政 策 ・ 政 治

7/
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
O

T
V

A
C

O
T

A
M

A
環

境
質

評
価

部
環

境
管

理
部

局
長

室
住

宅
土

地
環

境
省

環
境

技
術

委
員

会
M

/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

D
IN

A
M

A
視 点

下
水

道
な

ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
、
全
国
計
画
や
主
要
都
市
の
整
備
計
画
が
あ
る

か
○

○

(2
8)

 基
礎

イ
ン

フ
ラ

対
象

地
域

の
道

路
状
況
、
ア
ク
セ
ス

家
屋

の
密

集
度

、
人
口
密
度

対
象

地
域

の
上

水
道
整
備
範
囲
、
普
及
率

対
象

地
域

の
通

信
手
段
と
普
及
率

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
普
及
状
況

(2
9)

 コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の

環
境

管
理

能
力

水
環

境
の

悪
化

と
健
康
・
生
活
へ
の
影
響
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
か

○
○

水
環

境
管

理
の

た
め
に
広
範
な
関
係
者
を
動
員
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

4.
2 

(8
4)

○
○

４
者

（
行

政
、

市
民
、
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
）
が
正
確
な
環
境
情
報
を
共
有
し
て

い
る

か
○

市
民

が
自

主
的

に
河
川
や
水
路
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
か

○

市
民

が
水

質
の

簡
易
測
定
な
ど
を
通
じ
て
、
意
識
を
向
上
し
、
汚
染
源
へ
の
働
き
か
け

を
強

化
し

て
い

る
か

○

(3
0)

 環
境

教
育

・
環

境
学

習
水

質
汚

濁
問

題
に
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
、
国
レ
ベ
ル
、
地
方
レ
ベ
ル
で
、
環
境
状
況

報
告

書
が

作
成

さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
か

3.
7 

(6
8)

○
○

○

水
環

境
保

全
へ

の
意

識
啓

発
コ

ン
テ

ン
ツ

（
教
材
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
）
が
開
発
さ
れ
て
い
る
か

4.
1 

(6
9)

○
○

○

ア
ク

セ
サ

ビ
リ

テ
ィ
（
資
料
配
付
、
体
験
学
習
、
広
報
活
動
な
ど
）
の
改
善
に
取
り
組

ん
で

い
る

か
4.

1 
(7

3-
74

, 7
7,

 7
9)

○
○

○

リ
ー

ダ
ー

養
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
か

4.
1 

(7
0)

○
○

○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
形
成
さ
れ
て
い
る
か

4.
1 

(7
5)

○
○

○

学
校

で
環

境
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

4.
1 

(7
6)

○
○

○

(3
1)

 環
境

関
連

企
業

の
振

興
信

頼
で

き
る

水
質
分
析
会
社
が
成
長
し
て
い
る
か

○
○

○

イ ン フ ラ 社 会 組 織

8/
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
O

T
V

A
C

O
T

A
M

A
環

境
質

評
価

部
環

境
管

理
部

局
長

室
住

宅
土

地
環

境
省

環
境

技
術

委
員

会
M

/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

D
IN

A
M

A
視 点

環
境

管
理

へ
の
企

業
参

入
推

進
・

環
境

保
全

産
業

の
振

興
環

境
コ

ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
成
長
し
て
い
る
か

○
○

○

水
質

汚
濁

関
連

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
（
ク
リ
ー
ナ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
節
水

技
術

な
ど

）
が

成
長
し
て
い
る
か

○
○

○

民
間

技
術

者
に

対
す
る
公
的
な
技
術
力
認
定
制
度
（
公
害
防
止
管
理
者
、
環
境
計
量
士

な
ど

）
が

導
入

さ
れ
て
い
る
か

○
○

○

9/
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

(1
) 個

人
の

人
材

の
能

力
特

に
カ

ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
機
関
を
中
心
と
し
た
関
係
者
の
知
識
、
技
能
、
技
術
レ
ベ
ル

2.
2 

(2
2)

, 2
.5

 (3
3)

, 3
.4

(5
0)

, 3
.6

 (6
6)

個
々

の
人

材
の

問
題
意
識
、
責
任
感
の
レ
ベ
ル

ど
の

よ
う

な
言

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
か
（
技
術
協
力
実
施
に
お
け
る
ド

ナ
ー

と
の

意
思

疎
通
の
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
か
）

(2
) 中

央
行

政
の

組
織

環
境

省
に

相
当

す
る
組
織
が
存
在
し
、
水
環
境
行
政
の
実
施
組
織
が
整
っ
て
い
る
か

一
元

的
水

管
理
の

強
化

水
環

境
行

政
が

一
元
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
多
く
の
省
に
分
散
し
て
い
な
い
か

組
織

内
の

職
務
分

掌
の

明
確

化
組

織
内

の
職

務
分
掌
が
明
確
か

1.
1 

(1
), 

2.
8 

(3
8)

他
の

組
織

と
の

連
携

法
的

枠
組

み
づ

く
り
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
、
環
境
基
本
法
、
個
別
法
の
制
定
な

ど 国
レ

ベ
ル

の
環

境
管
理
シ
ス
テ
ム
策
定
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
、
一
律
的
措
置
の

整
備

な
ど

水
質

改
善

の
目

的
達
成
の
た
め
、
関
連
す
る
ほ
か
の
組
織
と
の
連
携
や
調
整
メ
カ
ニ
ズ

ム
が

あ
る

か

1.
3 

(9
-1

1)
, 1

.5
 (1

4-
16

),
2.

1 
(1

7-
18

), 
2.

6 
(3

4)
, 3

.3
(4

7-
48

)

国
が

、
施

行
を

担
当
す
る
出
先
機
関
を
持
っ
て
い
る
か
、
国
が
地
方
へ
法
令
に
基
づ
き

権
限

委
譲

し
て

い
る
か

法
令

に
よ

り
地

方
に
委
譲
さ
れ
た
権
限
を
実
施
す
る
た
め
、
地
方
の
執
行
能
力
を
向
上

さ
せ

る
財

政
措

置
や
技
術
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
か

(3
) 地

方
行

政
の

組
織

地
方

レ
ベ

ル
の

環
境
担
当
部
局
が
存
在
し
、
水
環
境
行
政
を
実
施
し
て
い
る
か

2.
3 

(2
7)

一
元

的
水

管
理

の
強

化
水

環
境

行
政

が
一
元
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
多
く
の
部
局
に
分
散
し
て
い
な
い
か

組
織

内
の

職
務
分

掌
の

明
確

化
組

織
内

の
職

務
分
掌
が
明
確
か

他
の

組
織

と
の
連

携
地

方
自

治
体

の
環
境
保
全
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
、
環
境
基

本
条

例
、

環
境

保
全
条
例
の
制
定
な
ど

地
方

レ
ベ

ル
の

水
環

境
管

理
の

責
任

を
果

た
し

て
い

る
か

、
地

域
の

環
境

の
実

情
に

合
っ

た
き

め
細

か
な
施
策
な
ど

水
質

改
善

の
目

的
達
成
の
た
め
、
関
連
す
る
ほ
か
の
組
織
と
の
連
携
や
調
整
メ
カ
ニ
ズ

ム
が

あ
る

か
2.

3 
(2

3-
26

)

地
方

へ
委

譲
さ

れ
た
権
限
を
執
行
し
て
い
る
か
、
特
に
、
公
共
用
水
域
の
監
視
、
発
生

源
の

監
視

・
改

善
命
令
・
指
導
な
ど

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容 組 織 形 態 ・ マ ネ ジ メ ン ト

視 点 個 人
知 的 ・ 技 能

組 織

D
IN

A
SA

IM
M

IM
C

IM
SJ

IM
F

水
衛

生
局

モ
ン

テ
ヴ

ィ
デ

オ
県

カ
ネ

ロ
ネ

ス
県

サ
ン

ホ
セ

県
フ

ロ
リ

ダ
県

○
○

○
○

○
○

○
○

10
/2
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

(4
) 水

質
汚

濁
の

問
題

点
と

そ
の

要
因

の
把

握
対

象
水

域
の

水
質
汚
濁
の
問
題
点
と
そ
の
推
移
を
、
デ
－
タ
と
解
析
結
果
を
示
し
て
説

明
で

き
る

か
1.

4 
(1

3)
, 3

.6
 (6

6)

水
質

汚
濁

に
よ

る
被
害
状
況
（
水
道
水
源
、
地
下
水
、
農
業
、
漁
業
な
ど
）
を
具
体
的

に
説

明
で

き
る

か
2.

8 
(4

0)

水
質

汚
濁

の
要

因
を
特
定
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
策
と
実
施
す
る
た
め
の
課
題
を
説
明

で
き

る
か

2.
8 

(4
1)

(5
) 政

策
決

定
者

の
意

識
ト

ッ
プ

の
問

題
認
識
は
妥
当
か
、
意
識
改
革
が
必
要
か
法
令
順
守
の
姿
勢
が
あ
る
か

ト
ッ

プ
の

問
題

認
識
は
単
な
る
願
望
か
、
デ
－
タ
の
評
価
・
解
析
、
法
令
、
財
政
措
置

に
基

づ
い

た
も

の
か

環
境

対
策

の
広

報
、
議
会
対
策
を
し
て
い
る
か

ト
ッ

プ
が

対
応

策
を
実
施
に
移
す
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
か

(6
) 企

業
の

環
境

管
理

能
力

企
業

内
環

境
管

理
活
動

（
５

S、
省

エ
ネ

、
C

P技
術

導
入

、
EO

P設
備

、
IS

O
14

00
0シ

リ
ー

ズ
認

証
取

得
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か

規
制

の
適

切
な
運

用
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
開

発
企

業
は

行
政

の
技

術
支
援
・
指
導
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
あ
る
か

企
業

の
環

境
管
理

シ
ス

テ
ム

の
形

成
と

強
化

同
一

業
種

内
で

の
経
験
を
共
有
し
、
対
策
を
推
進
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

企
業

に
よ

る
自

主
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
行
政
に
報
告
さ
れ
て
い
る

か 自
主

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
結
果
の
信
頼
性
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
か

企
業

の
環

境
管

理
・
公
害
対
策
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
は
自
主
的
か
、
行
政
指

導
に

よ
る

も
の

か
、
法
制
度
に
基
づ
く
も
の
か

企
業

の
環

境
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

（
EP

）
の

評
価

が
な

さ
れ

て
い

る
か

、
EP

は
消

費
者

に
公

開
さ

れ
て

い
る
か
、
行
政
に
よ
る

EP
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
か

行
政

側
は

、
業

種
ご
と
の
業
界
団
体
、
企
業
組
合
な
ど
と
の
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い

る
か

環
境

保
全

産
業

協
会
の
よ
う
な
団
体
が
設
置
さ
れ
、
各
企
業
の
経
験
を
シ
ェ
ア
す
る
仕

組
み

が
あ

る
か

企
業

の
公

害
防

止
投
資
を
推
進
す
る
た
め
の
、
資
金
の
斡
旋
、
技
術
的
助
言
な
ど
を
す

る
制

度
が

あ
る

か

工
場

な
ど

が
立

地
し
て
い
る
地
域
で
、
各
企
業
に
対
し
汚
染
物
質
の
排
出
を
削
減
す
る

た
め

の
対

策
（

廃
棄
物
の
最
小
化
や
ク
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
）
を
推
進
す
る

計
画

が
作

成
さ

れ
、
実
行
さ
れ
て
い
る
か
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

市
民

に
情

報
発

信
が
さ
れ
て
い
る
か

公
害

防
止

管
理

者
制
度
に
相
当
す
る
も
の
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か

(1
0)

 大
学

等
研
究

機
関

の
人

材
・

能
力

自
国

に
お

け
る

、
水

環
境

管
理

の
科

学
的

知
見

を
持

つ
人

材
が

把
握

さ
れ

、
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
さ

れ
て

い
る
か

行
政

･
企

業
･
市
民

へ
の

情
報

提
供

働
き

か
け

の
強

化
大

学
、

行
政

研
究

所
、

関
連

業
界

研
究

所
が

連
携

す
る

仕
組

み
が

あ
る

か
、

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど

1.
3 

(9
), 

1.
3 

(1
1)

研
究

成
果

と
し

て
の
対
策
技
術
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
る
か

人
材

と
そ

の
能

力
を
動
員
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

(1
1)

 公
共

用
水
域

の
水

質
測

定
計

画
公

共
用

水
域

（
地
下
水
を
含
む
）
の
常
時
監
視
が
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か

水
質

測
定

計
画

を
作
成
す
る
者
、
測
定
す
る
者
、
誰
に
報
告
す
る
か
が
明
確
に
な
っ
て

い
る

か
3.

1 
(4

2)

測
定

項
目

、
測

定
地
点
、
測
定
方
法
な
ど
を
計
画
し
、
測
定
結
果
の
公
表
な
ど
が
定
め

ら
れ

て
い

る
か

3.
1 

(4
3)

(1
2)

 水
環

境
の

監
視

公
共

用
水

域
（

地
下

水
を

含
む

）
の

常
時

監
視

が
法

令
で

定
め

ら
れ

て
い

る
と

す
れ

ば
、

そ
れ

が
実

施
さ
れ
て
い
る
か

2.
6 

(3
4)

, 3
.2

 (4
5-

46
, 4

9)

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

の
構

築
・

精
度

の
向

上
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
か

水
質

デ
－

タ
の

蓄
積

・
活

用
の

推
進

と
情

報
公

開
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
グ
ル
ー
プ
が
い
る
か

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
－
タ
の
解
析
結
果
が
、
誰
に
ど
の
程
度
開
示
さ
れ
て
い
る
か

3.
7 

(6
7)

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー
タ
の
精
度
は
ど
の
程
度
か
、
一
般
へ
の
開
示
に
耐
え
う
る
か

3.
4 

(5
1)

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
－
タ
の
解
析
結
果
に
基
づ
き
、
そ
の
結
果
が
レ
ポ
ー
ト
に
さ
れ
、
水

質
管

理
の

強
化

に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

環
境

状
況

報
告

（
St

at
e

of
En

vi
ro

nm
en

t:
SO

E）
の
素
案
が
、
関

係
省

庁
会

議
な

ど
の

横
断

的
調

整
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
提
示
さ
れ
て
い
る
か

(1
3)

 発
生

源
（
工

場
･
事

業
場

）
の

監
視

工
場

･
事

業
場

か
ら
排
水
す
る
場
合
は
、
届
け
出
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か

規
制

の
適

切
な
運

用
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
開

発
工

場
・

事
業

場
か
ら
の
排
水
は
、
排
水
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か

人 材 資 産 知 的 資 産
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

行
政

の
長

は
、

排
出

基
準

に
適

合
し

な
い

排
水

を
排

出
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
者

に
対

し
、

改
善

命
令

や
排
出
停
止
命
令
が
で
き
る
か

工
場

･
事

業
場

か
ら

排
水

を
排

出
す

る
者

は
、

排
水

の
汚

染
状

況
を

測
定

し
、

記
録

し
て

お
く

よ
う

に
定

め
ら
れ
て
い
る
か

発
生

源
の

監
視

を
す
る
た
め
の
知
識
・
技
術
を
有
し
た
集
団
が
い
る
か

行
政

の
長

は
、

汚
染
物
質
を
排
出
し
て
い
る
工
場
・
事
業
場
に
対
し
、
適
切
な
指
導
を

し
て

い
る

か
2.

4 
(2

9-
31

)

行
政

の
立

ち
入

り
検
査
と
フ
ォ
ロ
ー
（
改
善
命
令
、
操
業
停
止
、
罰
金
）
の
状
況
が
取

り
ま

と
め

ら
れ

て
い
る
か

2.
3 

(2
8)

汚
濁

排
出

量
を

把
握
し
た
う
え
で
デ
－
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
こ
れ
を
水
質
管
理
に
活
用
し

て
い

る
か

2.
1 

(1
9-

21
), 

2.
7 

(3
5-

37
)

河
川

ご
と

に
主

要
な
汚
染
源
を
地
図
上
に
落
と
し
、
汚
染
源
ご
と
の
汚
染
物
質
の
種
類

や
量

を
把

握
し

て
、
汚
染
地
図
が
作
製
さ
れ
て
い
る
か

2.
8 

(4
0)

水
質

汚
染

の
重

点
地
域
、
重
点
企
業
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か

2.
8 

(3
9-

41
)

工
場

な
ど

が
立

地
し
て
い
る
地
域
で
、
各
企
業
に
対
し
汚
染
物
質
の
排
出
を
削
減
す
る

た
め

の
対

策
（

廃
棄
物
の
最
小
化
、
ク
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
な
ど
）
を
推

進
・

支
援

す
る

計
画
が
作
成
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
る
か

監
視

・
改

善
命

令
・
指
導
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
妥
当
な
規
制
基
準
と
い
え
る
か

業
種

ご
と

に
汚

染
物
質
排
出
量
を
削
減
す
る
専
門
的
技
術
指
導
を
行
う
体
制
、
対
策
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か

2.
4 

(2
9-

32
)

(1
4)

 環
境

情
報

の
整

備
と

提
供

環
境

へ
の

負
荷

、
環
境
の
状
態
、
対
策
に
関
す
る
統
計
な
ど
が
提
供
さ
れ
て
い
る
か

3.
5 

(6
2-

65
)

国
レ

ベ
ル

、
地

方
レ
ベ
ル
で
、
公
共
用
水
域
の
汚
染
実
態
が
把
握
さ
れ
、
そ
の
情
報
が

環
境

報
告

書
、

W
eb
サ
イ
ト
な
ど
で
住
民
に
提
供
さ
れ
て
い
る
か

3.
5 

(6
2-

65
), 

3.
7 

(6
7-

68
)

市
民

へ
緊

急
時

の
警
報
を
発
信
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

(1
5)

 科
学

的
知
見

の
向

上
水

環
境

に
関

す
る
調
査
・
研
究
が
推
進
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
実
績
環
境
科
学
技
術
者

集
団

と
し

て
、

企
業

、
大

学
、

研
究

機
関

、
科

学
的

基
盤

を
も

つ
N

G
O

sな
ど

が
、

行

政
の

支
援

部
隊

と
な
っ
て
い
る
か

調
査

研
究

能
力
の

向
上

科
学

的
知

見
を

水
質
汚
濁
防
止
の
戦
略
的
対
策
に
活
用
し
て
い
る
か

行
政

･
企

業
･
市
民

へ
の

情
報

提
供

、
働

き
か

け
の

強
化

水
環

境
に

関
す

る
学
会
が
あ
り
、
活
動
し
て
い
る
か

関
係

者
が

環
境

科
学
技
術
者
集
団
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
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ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

(1
6)

 水
環

境
管
理

に
係

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

ど
の

よ
う

な
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
活
用
さ
れ
て
い
る
か

3.
1 

(4
4)

行
政

担
当

官
の

能
力

向
上

水
環

境
の

監
視

、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
－
タ
の
解
析

発
生

源
（

工
場

･
事
業
場
）
の
監
視

2.
4 

(2
9-

31
)

企
業

の
環

境
管

理
2.

4 
(3

0)

健
康

影
響

の
あ

る
汚
染
物
質
が
、
河
川
等
へ
排
出
さ
れ
た
場
合
の
緊
急
対
応

(1
7)

 施
設

整
備
に

対
す

る
中

央
の

財
政

措
置

地
方

自
治

体
が

環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
、
国
は

必
要

な
財

政
上

の
措
置
を
と
る
よ
う
に
、
基
本
法
、
個
別
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か

財
務

計
画

の
策
定

上
記

の
定

め
に

よ
る
国
か
ら
の
補
助
金
の
実
績
が
あ
る
か

(1
8)

 施
設

整
備
に

対
す

る
地

方
の

財
政

措
置

対
象

と
す

る
地

方
自
治
体
は
、
上
部
機
関
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
た
実
績
が
あ
る
か
、

そ
の

努
力

を
し

て
い
る
か

財
務

計
画

の
策
定

対
象

と
す

る
地

方
自
治
体
は
、
水
質
汚
濁
防
止
施
設
の
整
備
に
対
す
る
財
務
計
画
を
作

成
し

て
い

る
か

財
務

計
画

が
な

く
、
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
入
金
だ
け
に
頼
っ
て
い
る
か

(1
9)

 施
設

維
持
管

理
費

運
営

・
維

持
管

理
の
組
織
が
あ
る
か

汚
染

者
負

担
原
則

の
適

用
汚

染
者

負
担

の
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か

適
正

な
費

用
負
担

の
方

法
地

方
自

治
体

は
、
施
設
維
持
管
理
に
係
る
適
正
な
費
用
負
担
の
方
法
を
条
例
な
ど
で
定

め
て

い
る

か

対
象

と
す

る
地

方
自
治
体
は
、
管
理
し
て
い
る
施
設
の
維
持
管
理
費
の
収
支
を
明
確
に

し
て

い
る

か

地
方

自
治

体
は

、
維
持
管
理
費
が
不
足
し
た
場
合
の
措
置
を
定
め
て
い
る
か

維
持

管
理

費
が

不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
施
設
が
朽
ち
果
て
て
い
な
い
か

施
設

が
機

能
し

て
い
る
か
、
機
能
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
原
因
は
何
か

(2
0)

 現
有

の
水
質

汚
濁

防
止

施
設

担
当

す
る

組
織

が
明
確
か

物 的 資 産
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

処
理

区
域

、
処

理
人
口
、
処
理
量
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い
る
か

行
政

と
住

民
が

ロ
ー
コ
ス
ト
の
衛
生
設
備
設
置
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る

か

雨
水

排
除

施
設

の
状
況
行
政
と
住
民
が
汚
濁
負
荷
発
生
量
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
て

い
る

か

資
金

が
な

い
、

技
術
が
な
い
な
ど
、
な
ぜ
で
き
な
い
か
の
弁
解
ば
か
り
し
て
い
な
い
か

各
施

設
の

イ
ン

ベ
ン
ト
リ
ー
が
整
理
さ
れ
て
い
る
か

施
設

の
稼

働
状

況
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か

(2
1)

 ラ
ボ

の
整
備

中
央

・
地

方
で

水
質
監
視
な
ど
に
必
要
な
ラ
ボ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か

3.
4 

(5
0,

 5
2,

 5
4-

61
)

水
質

分
析

・
検

査
能

力
の

向
上

地
方

の
ラ

ボ
に

対
し
、
財
政
措
置
や
精
度
管
理
の
た
め
の
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
か

分
析

項
目

に
対

す
る
十
分
な
精
度
の
機
器
が
整
備
さ
れ
、
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
か

(2
2)

 実
効

あ
る
法

制
度

の
整

備
１

基
本

法
、

個
別

法
が
整
備
さ
れ
、
水
環
境
管
理
の
た
め
に
必
要
な
法
体
系
が
整
っ
て
い

る
か

1.
2 

(4
-6

)

（
法

体
系

と
基

本
法

の
制

定
）

基
本

理
念

が
定

め
ら
れ
て
い
る
か

国
、

地
方

自
治

体
、
事
業
者
、
国
民
の
責
務
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か

環
境

保
全

に
関

す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か

(2
3)

 実
効

あ
る
法

制
度

の
整

備
２

工
場

・
事

業
場

か
ら
公
共
用
水
域
に
排
水
す
る
場
合
に
、
届
け
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か

（
個

別
法

の
制
定

）
工

場
・

事
業

場
か
ら
排
水
基
準
に
適
合
し
な
い
排
水
を
排
出
し
な
い
よ
う
に
命
ず
る
こ

と
が

で
き

る
か

規
制

の
適

切
な
運

用
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
開

発
工

場
・

事
業

場
か
ら
排
水
・
廃
液
に
よ
り
、
人
の
健
康
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
事
業

者
の

損
害

賠
償

責
任
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
か

生
活

排
水

対
策

を
堆
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
用
水
域
（
地
下
水
含
む
）
の
水
質

汚
濁

の
防

止
を

図
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

汚
濁

対
策

の
重

点
地
域
を
指
定
し
、
対
策
実
施
を
促
進
す
る
制
度
が
整
っ
て
い
る
か

制 度 ・ 社 会 シ ス テ ム

法 制 度
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

補
助

金
、

優
遇

措
置
な
ど
の
「
ア
メ
」
と
、
取
り
締
ま
り
、
罰
則
な
ど
の
「
ム
チ
」
が

定
め

て
あ

る
か

(2
4)

 実
効

あ
る
法

制
度

の
整

備
３

環
境

基
準

が
定

め
ら
れ
て
い
る
か
、
人
の
健
康
を
保
護
す
る
た
め
の
基
準
と
、
生
活
環

境
を

保
全

す
る

う
え
で
維
持
さ
れ
る
べ
き
基
準
に
分
か
れ
て
い
る
か

1.
2 

(4
)

（
環

境
基

準
の

制
定

）
生

活
環

境
を

保
全
す
る
う
え
で
維
持
さ
れ
る
べ
き
基
準
は
、
河
川
、
湖
沼
、
海
域
ご
と

の
利

水
目

的
に

応
じ
、
複
数
の
類
型
を
設
け
て
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か

1.
2 

(4
, 1

2)
,  

1.
3 

(7
-8

)

水
域

／
河

川
ご

と
に
環
境
基
準
の
適
合
状
況
が
開
示
さ
れ
て
い
る
か

環
境

基
準

の
適

合
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
基
準
は
妥
当
な
水
準
か

(2
5)

 実
効

あ
る
法

制
度

の
整

備
４

排
水

基
準

に
は

、
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項
目
、
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項

目
が

含
ま

れ
て

い
る
か

1.
2 

(4
)

（
排

水
基

準
の

制
定

）
一

律
の

排
水

基
準
か
、
地
方
自
治
体
が
上
乗
せ
規
制
が
で
き
る
か

規
制

の
適

切
な
運

用
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
開

発
排

水
基

準
の

順
守

状
況

か
ら

判
断

し
て

、
基

準
は

工
場

･
事

業
場

に
順

守
さ

せ
る

た
め

に
妥

当
な

水
準

か

(2
6)

 水
管

理
政
策

の
策

定
国

レ
ベ

ル
で

、
水
質
汚
濁
改
善
の
計
画
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
例
え
ば
全
国
水
質
改
善
対

策
推

進
計

画
が

作
成
さ
れ
て
い
る
か

1.
1 

(2
-3

)

行
政

担
当

官
の

能
力

向
上

水
質

汚
濁

に
つ

い
て
、
国
レ
ベ
ル
、
地
方
レ
ベ
ル
で
政
策
の
中
に
公
約
が
示
さ
れ
て
い

る
か

公
約

が
示

さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
や
体
制
の
不
備
に
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
な

い
か

経
済

的
イ

ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、
企
業
の
自
主
的
対
策
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

か 長
期

的
視

点
に

よ
る
段
階
的
・
継
続
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か

(2
7)

 水
質

管
理
計

画
の

作
成

地
方

レ
ベ

ル
で

、
水
質
管
理
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か

行
政

担
当

官
の
能

力
向

上
主

な
企

業
と

公
害
防
止
協
定
を
締
結
し
て
い
る
か

計
画

策
定

手
法

、
水
質
デ
－
タ
解
析
手
法
な
ど
が
、
組
織
と
し
て
標
準
化
さ
れ
て
い
る

か 流
域

の
総

合
的

管
理
の
考
え
方
が
あ
る
か

対
象

水
域

の
水

質
保
全
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か

基 準 政 策 ・ 政 治
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

下
水

道
な

ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
、
全
国
計
画
や
主
要
都
市
の
整
備
計
画
が
あ
る

か

(2
8)

 基
礎

イ
ン
フ

ラ
対

象
地

域
の

道
路
状
況
、
ア
ク
セ
ス

家
屋

の
密

集
度

、
人
口
密
度

対
象

地
域

の
上

水
道
整
備
範
囲
、
普
及
率

対
象

地
域

の
通

信
手
段
と
普
及
率

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
普
及
状
況

(2
9)

 コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の

環
境

管
理

能
力

水
環

境
の

悪
化

と
健
康
・
生
活
へ
の
影
響
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
か

水
環

境
管

理
の

た
め
に
広
範
な
関
係
者
を
動
員
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

4.
2 

(8
4)

４
者

（
行

政
、

市
民
、
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
）
が
正
確
な
環
境
情
報
を
共
有
し
て

い
る

か

市
民

が
自

主
的

に
河
川
や
水
路
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
か

市
民

が
水

質
の

簡
易
測
定
な
ど
を
通
じ
て
、
意
識
を
向
上
し
、
汚
染
源
へ
の
働
き
か
け

を
強

化
し

て
い

る
か

(3
0)

 環
境

教
育
・

環
境

学
習

水
質

汚
濁

問
題

に
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
、
国
レ
ベ
ル
、
地
方
レ
ベ
ル
で
、
環
境
状
況

報
告

書
が

作
成

さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
か

3.
7 

(6
8)

水
環

境
保

全
へ

の
意

識
啓

発
コ

ン
テ

ン
ツ

（
教
材
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
）
が
開
発
さ
れ
て
い
る
か

4.
1 

(6
9)

ア
ク

セ
サ

ビ
リ

テ
ィ
（
資
料
配
付
、
体
験
学
習
、
広
報
活
動
な
ど
）
の
改
善
に
取
り
組

ん
で

い
る

か
4.

1 
(7

3-
74

, 7
7,

 7
9)

リ
ー

ダ
ー

養
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
か

4.
1 

(7
0)

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
形
成
さ
れ
て
い
る
か

4.
1 

(7
5)

学
校

で
環

境
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

4.
1 

(7
6)

(3
1)

 環
境

関
連

企
業

の
振

興
信

頼
で

き
る

水
質
分
析
会
社
が
成
長
し
て
い
る
か

イ ン フ ラ 社 会 組 織
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事
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調
査

キ
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パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

環
境

管
理

へ
の
企

業
参

入
推

進
・

環
境

保
全

産
業

の
振

興
環

境
コ

ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
成
長
し
て
い
る
か

水
質

汚
濁

関
連

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
（
ク
リ
ー
ナ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
節
水

技
術

な
ど

）
が

成
長
し
て
い
る
か

民
間

技
術

者
に

対
す
る
公
的
な
技
術
力
認
定
制
度
（
公
害
防
止
管
理
者
、
環
境
計
量
士

な
ど

）
が

導
入

さ
れ
て
い
る
か

D
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A
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IM
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局
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ロ
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

(1
) 個

人
の

人
材

の
能

力
特

に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
機
関
を
中
心
と
し
た
関
係
者
の
知
識
、
技
能
、
技
術
レ
ベ
ル

2.
2 

(2
2)

, 2
.5

 (3
3)

, 3
.4

(5
0)

, 3
.6

 (6
6)

個
々
の
人
材
の
問
題
意
識
、
責
任
感
の
レ
ベ
ル

ど
の
よ
う
な
言
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
か
（
技
術
協
力
実
施
に
お
け
る
ド

ナ
ー
と
の
意
思
疎
通
の
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
か
）

(2
) 中

央
行

政
の

組
織

環
境

省
に
相
当
す
る
組
織
が
存
在
し
、
水
環
境
行
政
の
実
施
組
織
が
整
っ
て
い
る
か

一
元

的
水

管
理

の
強

化
水

環
境
行
政
が
一
元
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
多
く
の
省
に
分
散
し
て
い
な
い
か

組
織

内
の

職
務

分
掌

の
明

確
化

組
織

内
の
職
務
分
掌
が
明
確
か

1.
1 

(1
), 

2.
8 

(3
8)

他
の

組
織

と
の

連
携

法
的

枠
組
み
づ
く
り
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
、
環
境
基
本
法
、
個
別
法
の
制
定
な

ど 国
レ

ベ
ル
の
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
策
定
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か
、
一
律
的
措
置
の

整
備

な
ど

水
質

改
善
の
目
的
達
成
の
た
め
、
関
連
す
る
ほ
か
の
組
織
と
の
連
携
や
調
整
メ
カ
ニ
ズ

ム
が

あ
る
か

1.
3 

(9
-1

1)
, 1

.5
 (1

4-
16

),
2.

1 
(1

7-
18

), 
2.

6 
(3

4)
, 3

.3
(4

7-
48

)

国
が
、
施
行
を
担
当
す
る
出
先
機
関
を
持
っ
て
い
る
か
、
国
が
地
方
へ
法
令
に
基
づ
き

権
限
委
譲
し
て
い
る
か

法
令
に
よ
り
地
方
に
委
譲
さ
れ
た
権
限
を
実
施
す
る
た
め
、
地
方
の
執
行
能
力
を
向
上

さ
せ
る
財
政
措
置
や
技
術
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
か

(3
) 地

方
行

政
の

組
織

地
方

レ
ベ
ル
の
環
境
担
当
部
局
が
存
在
し
、
水
環
境
行
政
を
実
施
し
て
い
る
か

2.
3 

(2
7)

一
元

的
水

管
理

の
強

化
水

環
境
行
政
が
一
元
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
多
く
の
部
局
に
分
散
し
て
い
な
い
か

組
織

内
の

職
務

分
掌

の
明

確
化

組
織

内
の
職
務
分
掌
が
明
確
か

他
の

組
織

と
の

連
携

地
方

自
治
体
の
環
境
保
全
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
、
環
境
基

本
条

例
、
環
境
保
全
条
例
の
制
定
な
ど

地
方

レ
ベ

ル
の

水
環

境
管

理
の

責
任

を
果

た
し

て
い

る
か

、
地

域
の

環
境

の
実

情
に

合
っ

た
き
め
細
か
な
施
策
な
ど

水
質

改
善
の
目
的
達
成
の
た
め
、
関
連
す
る
ほ
か
の
組
織
と
の
連
携
や
調
整
メ
カ
ニ
ズ

ム
が

あ
る
か

2.
3 

(2
3-

26
)

地
方
へ
委
譲
さ
れ
た
権
限
を
執
行
し
て
い
る
か
、
特
に
、
公
共
用
水
域
の
監
視
、
発
生

源
の
監
視
・
改
善
命
令
・
指
導
な
ど

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容 組 織 形 態 ・ マ ネ ジ メ ン ト

視 点 個 人
知 的 ・ 技 能

組 織
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

(4
) 水

質
汚

濁
の

問
題

点
と

そ
の

要
因

の
把

握
対

象
水
域
の
水
質
汚
濁
の
問
題
点
と
そ
の
推
移
を
、
デ
－
タ
と
解
析
結
果
を
示
し
て
説

明
で

き
る
か

1.
4 

(1
3)

, 3
.6

 (6
6)

水
質
汚
濁
に
よ
る
被
害
状
況
（
水
道
水
源
、
地
下
水
、
農
業
、
漁
業
な
ど
）
を
具
体
的

に
説
明
で
き
る
か

2.
8 

(4
0)

水
質
汚
濁
の
要
因
を
特
定
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
策
と
実
施
す
る
た
め
の
課
題
を
説
明

で
き
る
か

2.
8 

(4
1)

(5
) 政

策
決

定
者

の
意

識
ト

ッ
プ
の
問
題
認
識
は
妥
当
か
、
意
識
改
革
が
必
要
か
法
令
順
守
の
姿
勢
が
あ
る
か

ト
ッ

プ
の
問
題
認
識
は
単
な
る
願
望
か
、
デ
－
タ
の
評
価
・
解
析
、
法
令
、
財
政
措
置

に
基

づ
い
た
も
の
か

環
境

対
策
の
広
報
、
議
会
対
策
を
し
て
い
る
か

ト
ッ

プ
が
対
応
策
を
実
施
に
移
す
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
か

(6
) 企

業
の

環
境

管
理

能
力

企
業

内
環
境

管
理

活
動

（
５

S、
省

エ
ネ

、
C

P技
術

導
入

、
EO

P設
備

、
IS

O
14

00
0シ

リ
ー
ズ
認
証
取
得
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

企
業
は
行
政
の
技
術
支
援
・
指
導
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
あ
る
か

企
業

の
環

境
管

理
シ

ス
テ

ム
の

形
成

と
強

化
同

一
業
種
内
で
の
経
験
を
共
有
し
、
対
策
を
推
進
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

企
業
に
よ
る
自
主
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
行
政
に
報
告
さ
れ
て
い
る

か 自
主
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
信
頼
性
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
か

企
業
の
環
境
管
理
・
公
害
対
策
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
は
自
主
的
か
、
行
政
指

導
に
よ
る
も
の
か
、
法
制
度
に
基
づ
く
も
の
か

企
業

の
環

境
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

（
EP

）
の

評
価

が
な

さ
れ

て
い

る
か

、
EP

は
消

費
者

に
公
開
さ
れ
て
い
る
か
、
行
政
に
よ
る

EP
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
か

行
政

側
は
、
業
種
ご
と
の
業
界
団
体
、
企
業
組
合
な
ど
と
の
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い

る
か

環
境

保
全
産
業
協
会
の
よ
う
な
団
体
が
設
置
さ
れ
、
各
企
業
の
経
験
を
シ
ェ
ア
す
る
仕

組
み

が
あ
る
か

企
業

の
公
害
防
止
投
資
を
推
進
す
る
た
め
の
、
資
金
の
斡
旋
、
技
術
的
助
言
な
ど
を
す

る
制

度
が
あ
る
か

工
場

な
ど
が
立
地
し
て
い
る
地
域
で
、
各
企
業
に
対
し
汚
染
物
質
の
排
出
を
削
減
す
る

た
め

の
対
策
（
廃
棄
物
の
最
小
化
や
ク
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
）
を
推
進
す
る

計
画

が
作
成
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
る
か
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

市
民

に
情
報
発
信
が
さ
れ
て
い
る
か

公
害

防
止
管
理
者
制
度
に
相
当
す
る
も
の
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か

(1
0)

 大
学

等
研

究
機

関
の

人
材

・
能

力
自

国
に

お
け

る
、

水
環

境
管

理
の

科
学

的
知

見
を

持
つ

人
材

が
把

握
さ

れ
、

リ
ス

ト
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
か

行
政

･
企

業
･
市

民
へ

の
情

報
提

供
働

き
か

け
の

強
化

大
学

、
行

政
研

究
所

、
関

連
業

界
研

究
所

が
連

携
す

る
仕

組
み

が
あ

る
か

、
セ

ミ
ナ

ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど

1.
3 

(9
), 

1.
3 

(1
1)

研
究

成
果
と
し
て
の
対
策
技
術
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
る
か

人
材

と
そ
の
能
力
を
動
員
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

(1
1)

 公
共

用
水

域
の

水
質

測
定

計
画

公
共
用
水
域
（
地
下
水
を
含
む
）
の
常
時
監
視
が
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か

水
質
測
定
計
画
を
作
成
す
る
者
、
測
定
す
る
者
、
誰
に
報
告
す
る
か
が
明
確
に
な
っ
て

い
る
か

3.
1 

(4
2)

測
定
項
目
、
測
定
地
点
、
測
定
方
法
な
ど
を
計
画
し
、
測
定
結
果
の
公
表
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
る
か

3.
1 

(4
3)

(1
2)

 水
環

境
の

監
視

公
共

用
水

域
（

地
下

水
を

含
む

）
の

常
時

監
視

が
法

令
で

定
め

ら
れ

て
い

る
と

す
れ

ば
、

そ
れ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か

2.
6 

(3
4)

, 3
.2

 (4
5-

46
, 4

9)

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

の
構

築
・

精
度

の
向

上
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
か

水
質

デ
－

タ
の

蓄
積

・
活

用
の

推
進

と
情

報
公

開
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
グ
ル
ー
プ
が
い
る
か

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
デ
－
タ
の
解
析
結
果
が
、
誰
に
ど
の
程
度
開
示
さ
れ
て
い
る
か

3.
7 

(6
7)

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
精
度
は
ど
の
程
度
か
、
一
般
へ
の
開
示
に
耐
え
う
る
か

3.
4 

(5
1)

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
－
タ
の
解
析
結
果
に
基
づ
き
、
そ
の
結
果
が
レ
ポ
ー
ト
に
さ
れ
、
水

質
管
理
の
強
化
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

環
境
状
況
報
告
（

St
at

e
of

En
vi

ro
nm

en
t:

SO
E）

の
素
案
が
、
関

係
省

庁
会

議
な

ど
の

横
断

的
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
提
示
さ
れ
て
い
る
か

(1
3)

 発
生

源
（

工
場

･
事

業
場

）
の

監
視

工
場
･
事
業
場
か
ら
排
水
す
る
場
合
は
、
届
け
出
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

工
場
・
事
業
場
か
ら
の
排
水
は
、
排
水
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る

か

人 材 資 産 知 的 資 産
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

行
政

の
長

は
、

排
出

基
準

に
適

合
し

な
い

排
水

を
排

出
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
者

に
対

し
、

改
善
命
令
や
排
出
停
止
命
令
が
で
き
る
か

工
場

･
事

業
場

か
ら

排
水

を
排

出
す

る
者

は
、

排
水

の
汚

染
状

況
を

測
定

し
、

記
録

し
て

お
く
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か

発
生

源
の
監
視
を
す
る
た
め
の
知
識
・
技
術
を
有
し
た
集
団
が
い
る
か

行
政

の
長
は
、
汚
染
物
質
を
排
出
し
て
い
る
工
場
・
事
業
場
に
対
し
、
適
切
な
指
導
を

し
て

い
る
か

2.
4 

(2
9-

31
)

行
政
の
立
ち
入
り
検
査
と
フ
ォ
ロ
ー
（
改
善
命
令
、
操
業
停
止
、
罰
金
）
の
状
況
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か

2.
3 

(2
8)

汚
濁
排
出
量
を
把
握
し
た
う
え
で
デ
－
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
こ
れ
を
水
質
管
理
に
活
用
し

て
い
る
か

2.
1 

(1
9-

21
), 

2.
7 

(3
5-

37
)

河
川

ご
と
に
主
要
な
汚
染
源
を
地
図
上
に
落
と
し
、
汚
染
源
ご
と
の
汚
染
物
質
の
種
類

や
量

を
把
握
し
て
、
汚
染
地
図
が
作
製
さ
れ
て
い
る
か

2.
8 

(4
0)

水
質
汚
染
の
重
点
地
域
、
重
点
企
業
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か

2.
8 

(3
9-

41
)

工
場
な
ど
が
立
地
し
て
い
る
地
域
で
、
各
企
業
に
対
し
汚
染
物
質
の
排
出
を
削
減
す
る

た
め
の
対
策
（
廃
棄
物
の
最
小
化
、
ク
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
な
ど
）
を
推

進
・
支
援
す
る
計
画
が
作
成
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
る
か

監
視
・
改
善
命
令
・
指
導
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
妥
当
な
規
制
基
準
と
い
え
る
か

業
種
ご
と
に
汚
染
物
質
排
出
量
を
削
減
す
る
専
門
的
技
術
指
導
を
行
う
体
制
、
対
策
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か

2.
4 

(2
9-

32
)

(1
4)

 環
境

情
報

の
整

備
と

提
供

環
境

へ
の
負
荷
、
環
境
の
状
態
、
対
策
に
関
す
る
統
計
な
ど
が
提
供
さ
れ
て
い
る
か

3.
5 

(6
2-

65
)

国
レ
ベ
ル
、
地
方
レ
ベ
ル
で
、
公
共
用
水
域
の
汚
染
実
態
が
把
握
さ
れ
、
そ
の
情
報
が

環
境
報
告
書
、

W
eb
サ
イ
ト
な
ど
で
住
民
に
提
供
さ
れ
て
い
る
か

3.
5 

(6
2-

65
), 

3.
7 

(6
7-

68
)

市
民

へ
緊
急
時
の
警
報
を
発
信
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

(1
5)

 科
学

的
知

見
の

向
上

水
環
境
に
関
す
る
調
査
・
研
究
が
推
進
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
実
績
環
境
科
学
技
術
者

集
団

と
し

て
、

企
業

、
大

学
、

研
究

機
関

、
科

学
的

基
盤

を
も

つ
N

G
O

sな
ど

が
、

行

政
の
支
援
部
隊
と
な
っ
て
い
る
か

調
査

研
究

能
力

の
向

上
科

学
的
知
見
を
水
質
汚
濁
防
止
の
戦
略
的
対
策
に
活
用
し
て
い
る
か

行
政

･
企

業
･
市

民
へ

の
情

報
提

供
、

働
き

か
け

の
強
化

水
環
境
に
関
す
る
学
会
が
あ
り
、
活
動
し
て
い
る
か

関
係
者
が
環
境
科
学
技
術
者
集
団
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

(1
6)

 水
環

境
管

理
に

係
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
ど

の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
活
用
さ
れ
て
い
る
か

3.
1 

(4
4)

行
政

担
当

官
の

能
力

向
上

水
環

境
の
監
視
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
－
タ
の
解
析

発
生

源
（
工
場
･
事
業
場
）
の
監
視

2.
4 

(2
9-

31
)

企
業
の
環
境
管
理

2.
4 

(3
0)

健
康
影
響
の
あ
る
汚
染
物
質
が
、
河
川
等
へ
排
出
さ
れ
た
場
合
の
緊
急
対
応

(1
7)

 施
設

整
備

に
対

す
る

中
央

の
財

政
措

置
地

方
自
治
体
が
環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
、
国
は

必
要

な
財
政
上
の
措
置
を
と
る
よ
う
に
、
基
本
法
、
個
別
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か

財
務

計
画

の
策

定
上

記
の
定
め
に
よ
る
国
か
ら
の
補
助
金
の
実
績
が
あ
る
か

(1
8)

 施
設

整
備

に
対

す
る

地
方

の
財

政
措

置
対

象
と
す
る
地
方
自
治
体
は
、
上
部
機
関
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
た
実
績
が
あ
る
か
、

そ
の
努
力
を
し
て
い
る
か

財
務

計
画

の
策

定
対

象
と
す
る
地
方
自
治
体
は
、
水
質
汚
濁
防
止
施
設
の
整
備
に
対
す
る
財
務
計
画
を
作

成
し
て
い
る
か

財
務
計
画
が
な
く
、
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
入
金
だ
け
に
頼
っ
て
い
る
か

(1
9)

 施
設

維
持

管
理

費
運

営
・
維
持
管
理
の
組
織
が
あ
る
か

汚
染

者
負

担
原

則
の

適
用

汚
染

者
負
担
の
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か

適
正

な
費

用
負

担
の

方
法

地
方

自
治
体
は
、
施
設
維
持
管
理
に
係
る
適
正
な
費
用
負
担
の
方
法
を
条
例
な
ど
で
定

め
て

い
る
か

対
象

と
す
る
地
方
自
治
体
は
、
管
理
し
て
い
る
施
設
の
維
持
管
理
費
の
収
支
を
明
確
に

し
て

い
る
か

地
方

自
治
体
は
、
維
持
管
理
費
が
不
足
し
た
場
合
の
措
置
を
定
め
て
い
る
か

維
持

管
理
費
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
施
設
が
朽
ち
果
て
て
い
な
い
か

施
設

が
機
能
し
て
い
る
か
、
機
能
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
原
因
は
何
か

(2
0)

 現
有

の
水

質
汚

濁
防

止
施

設
担

当
す
る
組
織
が
明
確
か

物 的 資 産
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ン
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ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

処
理

区
域
、
処
理
人
口
、
処
理
量
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い
る
か

行
政

と
住
民
が
ロ
ー
コ
ス
ト
の
衛
生
設
備
設
置
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る

か

雨
水

排
除
施
設
の
状
況
行
政
と
住
民
が
汚
濁
負
荷
発
生
量
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
て

い
る

か

資
金

が
な
い
、
技
術
が
な
い
な
ど
、
な
ぜ
で
き
な
い
か
の
弁
解
ば
か
り
し
て
い
な
い
か

各
施

設
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
が
整
理
さ
れ
て
い
る
か

施
設

の
稼
働
状
況
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か

(2
1)

 ラ
ボ

の
整

備
中

央
・
地
方
で
水
質
監
視
な
ど
に
必
要
な
ラ
ボ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か

3.
4 

(5
0,

 5
2,

 5
4-

61
)

水
質

分
析

・
検

査
能

力
の

向
上

地
方

の
ラ
ボ
に
対
し
、
財
政
措
置
や
精
度
管
理
の
た
め
の
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
か

分
析

項
目
に
対
す
る
十
分
な
精
度
の
機
器
が
整
備
さ
れ
、
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
か

(2
2)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

１
基

本
法
、
個
別
法
が
整
備
さ
れ
、
水
環
境
管
理
の
た
め
に
必
要
な
法
体
系
が
整
っ
て
い

る
か

1.
2 

(4
-6

)

（
法

体
系

と
基

本
法

の
制

定
）

基
本

理
念
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か

国
、

地
方
自
治
体
、
事
業
者
、
国
民
の
責
務
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か

環
境

保
全
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か

(2
3)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

２
工

場
・
事
業
場
か
ら
公
共
用
水
域
に
排
水
す
る
場
合
に
、
届
け
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か

（
個

別
法

の
制

定
）

工
場
・
事
業
場
か
ら
排
水
基
準
に
適
合
し
な
い
排
水
を
排
出
し
な
い
よ
う
に
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
か

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

工
場
・
事
業
場
か
ら
排
水
・
廃
液
に
よ
り
、
人
の
健
康
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
事
業

者
の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
か

生
活
排
水
対
策
を
堆
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
用
水
域
（
地
下
水
含
む
）
の
水
質

汚
濁
の
防
止
を
図
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

汚
濁
対
策
の
重
点
地
域
を
指
定
し
、
対
策
実
施
を
促
進
す
る
制
度
が
整
っ
て
い
る
か

制 度 ・ 社 会 シ ス テ ム

法 制 度
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染
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ト
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前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

補
助

金
、
優
遇
措
置
な
ど
の
「
ア
メ
」
と
、
取
り
締
ま
り
、
罰
則
な
ど
の
「
ム
チ
」
が

定
め

て
あ
る
か

(2
4)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

３
環

境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
、
人
の
健
康
を
保
護
す
る
た
め
の
基
準
と
、
生
活
環

境
を
保
全
す
る
う
え
で
維
持
さ
れ
る
べ
き
基
準
に
分
か
れ
て
い
る
か

1.
2 

(4
)

（
環

境
基

準
の

制
定

）
生

活
環
境
を
保
全
す
る
う
え
で
維
持
さ
れ
る
べ
き
基
準
は
、
河
川
、
湖
沼
、
海
域
ご
と

の
利

水
目
的
に
応
じ
、
複
数
の
類
型
を
設
け
て
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か

1.
2 

(4
, 1

2)
,  

1.
3 

(7
-8

)

水
域
／
河
川
ご
と
に
環
境
基
準
の
適
合
状
況
が
開
示
さ
れ
て
い
る
か

環
境
基
準
の
適
合
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
基
準
は
妥
当
な
水
準
か

(2
5)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

４
排

水
基
準
に
は
、
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項
目
、
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項

目
が

含
ま
れ
て
い
る
か

1.
2 

(4
)

（
排

水
基

準
の

制
定

）
一

律
の
排
水
基
準
か
、
地
方
自
治
体
が
上
乗
せ
規
制
が
で
き
る
か

規
制

の
適

切
な

運
用

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

排
水

基
準

の
順

守
状

況
か

ら
判

断
し

て
、

基
準

は
工

場
･
事

業
場

に
順

守
さ

せ
る

た
め

に
妥

当
な
水
準
か

(2
6)

 水
管

理
政

策
の

策
定

国
レ
ベ
ル
で
、
水
質
汚
濁
改
善
の
計
画
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
例
え
ば
全
国
水
質
改
善
対

策
推
進
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か

1.
1 

(2
-3

)

行
政

担
当

官
の

能
力

向
上

水
質

汚
濁
に
つ
い
て
、
国
レ
ベ
ル
、
地
方
レ
ベ
ル
で
政
策
の
中
に
公
約
が
示
さ
れ
て
い

る
か

公
約

が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
や
体
制
の
不
備
に
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
な

い
か

経
済

的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、
企
業
の
自
主
的
対
策
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

か 長
期

的
視
点
に
よ
る
段
階
的
・
継
続
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か

(2
7)

 水
質

管
理

計
画

の
作

成
地

方
レ
ベ
ル
で
、
水
質
管
理
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か

行
政

担
当

官
の

能
力

向
上

主
な
企
業
と
公
害
防
止
協
定
を
締
結
し
て
い
る
か

計
画
策
定
手
法
、
水
質
デ
－
タ
解
析
手
法
な
ど
が
、
組
織
と
し
て
標
準
化
さ
れ
て
い
る

か 流
域
の
総
合
的
管
理
の
考
え
方
が
あ
る
か

対
象
水
域
の
水
質
保
全
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か

基 準 政 策 ・ 政 治
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染
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ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
、
全
国
計
画
や
主
要
都
市
の
整
備
計
画
が
あ
る

か

(2
8)

 基
礎

イ
ン

フ
ラ

対
象
地
域
の
道
路
状
況
、
ア
ク
セ
ス

家
屋
の
密
集
度
、
人
口
密
度

対
象
地
域
の
上
水
道
整
備
範
囲
、
普
及
率

対
象
地
域
の
通
信
手
段
と
普
及
率

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
状
況

(2
9)

 コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
環

境
管

理
能

力
水

環
境
の
悪
化
と
健
康
・
生
活
へ
の
影
響
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
か

水
環

境
管
理
の
た
め
に
広
範
な
関
係
者
を
動
員
す
る
仕
組
み
が
あ
る
か

4.
2 

(8
4)

４
者
（
行
政
、
市
民
、
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
）
が
正
確
な
環
境
情
報
を
共
有
し
て

い
る
か

市
民
が
自
主
的
に
河
川
や
水
路
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
か

市
民
が
水
質
の
簡
易
測
定
な
ど
を
通
じ
て
、
意
識
を
向
上
し
、
汚
染
源
へ
の
働
き
か
け

を
強
化
し
て
い
る
か

(3
0)

 環
境

教
育

・
環

境
学

習
水

質
汚
濁
問
題
に
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
、
国
レ
ベ
ル
、
地
方
レ
ベ
ル
で
、
環
境
状
況

報
告

書
が
作
成
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
か

3.
7 

(6
8)

水
環

境
保

全
へ

の
意

識
啓

発
コ

ン
テ
ン
ツ
（
教
材
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
）
が
開
発
さ
れ
て
い
る
か

4.
1 

(6
9)

ア
ク
セ
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
資
料
配
付
、
体
験
学
習
、
広
報
活
動
な
ど
）
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
か

4.
1 

(7
3-

74
, 7

7,
 7

9)

リ
ー
ダ
ー
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

4.
1 

(7
0)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か

4.
1 

(7
5)

学
校
で
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

4.
1 

(7
6)

(3
1)

 環
境

関
連

企
業

の
振

興
信

頼
で
き
る
水
質
分
析
会
社
が
成
長
し
て
い
る
か

イ ン フ ラ 社 会 組 織

IM
L

O
SE

D
N

H
R

E
N

A
R

E
ラ

バ
ジ

ェ
ハ

県
国

家
衛

生
公

社
（

運
）

水
理

局
（

農
）

天
然

資
源

局

○
○

○
○

○ ○
○

○
○

○ ○ ○
○ ○

○

○ ○ ○ ○

26
/2

7
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サ
ン

タ
ル

シ
ア

川
流

域
汚

染
源

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
別
添
８

M
/P
該

当
項

目
番

号
確

認
す

る
べ

き
事

項
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
対

象
項

目
内 容

視 点

環
境

管
理

へ
の

企
業

参
入

推
進

・
環

境
保

全
産

業
の
振

興
環

境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
成
長
し
て
い
る
か

水
質
汚
濁
関
連
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
（
ク
リ
ー
ナ
ー
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
節
水

技
術
な
ど
）
が
成
長
し
て
い
る
か

民
間
技
術
者
に
対
す
る
公
的
な
技
術
力
認
定
制
度
（
公
害
防
止
管
理
者
、
環
境
計
量
士

な
ど
）
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か

IM
L

O
SE

D
N

H
R

E
N

A
R

E
ラ

バ
ジ

ェ
ハ

県
国

家
衛

生
公

社
（

運
）

水
理

局
（

農
）

天
然

資
源

局

27
/2

7
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ウ
ル

グ
ア

イ
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

汚
染

源
／

水
質

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

C
O

T
A

M
A

環
境

評
価

部
環

境
管

理
部

環
境

分
析

課
環

境
技

術
委

員
会

D
IN

A
M

A
視 点 個 人

知 的 ・ 技 能

C
A
の

対
象

項
目

*
内 容 組 織 形 態 ・ マ ネ ジ メ ン ト

(1
) 個

人
の

人
材

の
能

力

(3
) 地

方
行

政
の

組
織

(2
) 中

央
行

政
（

D
IN

A
M

A）
の

組
織

(5
) 政

策
決

定
者

の
意

識

・
水

質
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
の

解
析

能
力

が
不

十
分

・
水

域
区

分
と

環
境

基
準

の
達

成
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｾ
ｽ
の

相
関

に
つ

い
て

認
識

不
十

分
・

学
歴

に
つ

い
て

一
般

的
に

優
秀

で
あ

り
、

科
学

修
士

取
得

者
在

職
・

定
着

率
：

高

・
測

定
物

質
に

お
け

る
汚

染
機

構
の

概
念

に
お

け
る

理
解

が
不

十
分

・
生

活
排

水
、

廃
棄

物
処

分
場

の
浸

出
水

に
お

け
る

影
響

認
識

が
不

十
分

・
部

全
員

が
IS

O
14

00
0認

定
制

度
の

知
識

取

得
済

み

・
定

着
率

：
高

・
一

部
契

約
職

員
（

2年
周

期
嘱

託
契

約
）

・
全
員
が
全
て
の
分
析
に
お
け
る
指
定
の
標
準

手
順
が
応
用
可
能

・
導

入
予

定
の

IC
P/

M
Sの

運
用
知
識
が
不
足

・
分
析
に
お
け
る
不
確
実
性
算
出
法
の
知
識
が

不
足

・
水
試
料
の
毒
性
試
験
が
可
能

・
定

着
率

：
高

・
D

IN
A

M
Aと

法
制

度
策

定
検

討
を

担
う

C
O

TA
M

Aと
の

連
携

が
不

十
分

・
河

川
の

現
状

が
把

握
さ

れ
て

い
な

い
状

況
で

国
土

の
全

水
域

の
類

型
を

ｸ
ﾗ
ｽ
3へ

統
一

・
地

方
分

権
化

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
下

、
D

IN
A

M
Aと

地
方

自
治

体
の

連
携

措
置

に
つ

い
て

制
度

構
築

が
遅

延

・
水

資
源

に
お

け
る

一
元

的
管

理
を

目
指

し
、

水
質

お
よ

び
水

文
・

利
水

分
野

の
担

当
部

局
を

M
V

O
TM

A
へ

統
一

(4
) 水

質
汚

濁
の

問
題

点
と

そ
の

要
因

の
把

握

・
水

質
汚

濁
の

問
題

点
と

そ
の

推
移

の
整

理
の

み
が

可
能

・
水

質
汚

濁
の

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
解

析
が

不
可

能

・
測

定
物

質
に

お
け

る
汚

染
機

構
の

概
念

に
お

け
る

理
解

が
不

十
分

・
生

活
排

水
、

廃
棄

物
処

分
場

の
浸

出
水

に
お

け
る

影
響

認
識

が
不

十
分

・
水

量
管

理
行

政
（

D
N

H
）

と
の

連
携

が
不

十
分

・
D

IN
A

M
A内

部
の

調
整

機
能

、
情

報
共

有
が

不
十

分

・
D

IN
A

M
A組

織
内

の
職

務
分

掌
が

不
明

確

・
地

方
自

治
体

、
関

係
省

庁
と

の
連

携
を

図
る

た
め

の
制

度
が

欠
如

・
関

係
省

庁
（

M
G

A
P、

O
SE

、
農

薬
分

析
可

能
な

D
G

SA
）

と
の

連
携

調
整

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

脆
弱

・
関

連
法

規
の

地
方

自
治

体
条

例
・

制
定

の
プ

ロ
セ

ス
が

欠
如

組 織

*項
目

番
号

は
「

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

的
ア

プ
ロ

ー
チ

・
水

質
汚

濁
（

20
05

年
10

月
）

」
の

表
A

3-
4「

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

の
項

目
番

号
を

引
用

1/
6

７．キャパシティ・アセスメント結果
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ウ
ル

グ
ア

イ
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

汚
染

源
／

水
質

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

C
O

T
A

M
A

環
境

評
価

部
環

境
管

理
部

環
境

分
析

課
環

境
技

術
委

員
会

D
IN

A
M

A
視 点

C
A
の

対
象

項
目

*
内 容 知 的 資 産

(1
3)

 発
生

源
（

工
場

･
事

業
場

）
の

監
視

(1
6)

 水
環

境
管

理
に

係
る

マ
ニ

ュ
ア

ル

(1
1)

 公
共

用
水

域
の

水
質

測
定

計
画

(1
4)

 環
境

情
報

の
整

備
と

提
供

・
水
質
測
定
に
つ
い
て
対
象
水
域
等
の
計
画
を

決
定

・
簡
易
測
定
の
応
用
範
囲
の
拡
大
を
検
討
中

(1
2)

 水
環

境
の

監
視

・
水

質
測

定
に

つ
い

て
対

象
水

域
等

の
監

視
を

実
施

、
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
蓄

積
・

水
質

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
の

一
部

の
解

析
は

1名
で

実
施

中
で

あ
る

が
解

析
レ

ベ
ル

は
低

い

・
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
を

SI
SI

C
Aの

ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
に

て
公

開

・
水

環
境

を
含

む
環

境
報

告
書

は
未

完
成

・
工

場
職

員
に

よ
る

検
査

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
完

成
：

未
公

開 ・
工

場
排

水
採

取
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
作

成
中

・
工

場
排

水
量

測
定

ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
完

成
：

公
開

・
河
川
上
に
水
質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞﾃ
ﾞｰ
ﾀ
を
ﾌ
ﾟﾛ
ｯ
ﾄし

た
電

子
地

図
を

SI
SI

C
Aの

ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟｰ
ｼ
ﾞに

て
公
開

・
工

場
の

廃
棄

物
・

排
水

に
つ

い
て

物
質

収
支

の
概

念
を

用
い

た
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

作
成

中
（

初
歩

的
PR

TR
 ）

・
工

場
側

に
対

す
る

汚
染

機
構

、
排

水
処

理
技

術
の

指
導

能
力

が
不

十
分

・
水

質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
と

排
水

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
の

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ

は
構

築
さ

れ
て

い
る

が
、

連
携

し
た

活
用

が
不

十
分

・
主

要
工

場
排

水
の

位
置

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
を

整
理

、
約

50
0の

主
要

工
場

排
水

を
監

視

・
汚

染
物

質
削

減
に

対
す

る
排

水
処

理
技

術
等

の
指

導
能

力
が

不
十

分

・
SI

SI
C

Aに
よ

り
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
公

開

・
U

N
EP

の
支

援
に

よ
っ

て
G

EO
ｳ
ﾙ
ｸ
ﾞ
ｱ
ｲ
（

環
境

白
書

）
の

作
成

取
り

組
み

開
始

組 織

・
72

工
程

に
及

ぶ
分

析
標

準
手

順
書

を
活

用

・
分

析
結

果
品

質
管

理
手

順
書

を
活

用
・

水
質

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
完

成
、

活
用

中

*項
目

番
号

は
「

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

的
ア

プ
ロ

ー
チ

・
水

質
汚

濁
（

20
05

年
10

月
）

」
の

表
A

3-
4「

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

の
項

目
番

号
を

引
用

2/
6
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ウ
ル

グ
ア

イ
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

汚
染

源
／

水
質

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

C
O

T
A

M
A

環
境

評
価

部
環

境
管

理
部

環
境

分
析

課
環

境
技

術
委

員
会

D
IN

A
M

A
視 点

C
A
の

対
象

項
目

*
内 容

制 度 ・ 社 会 シ ス テ ム

法 制 度 基 準知 的 財 産

・
基
本
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
資
機
材
を

地
方

自
治

体
へ

導
入

・
携
帯
用
の
分
光
高
度
計

2台
所

有

・
環

境
分

析
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
が

構
築

さ
れ

加
盟

分
析

所
46

所
に

指
導

開
始

・
IS

O
/IE

C
 1

70
25
検

査
機

関
認

定
の

手
続

き

進
行

中

・
公

共
用

水
域

の
常

時
監

視
は

法
に

て
定

め
ら

れ
て

い
な

い
・

生
活

排
水

、
農

牧
業

事
業

所
に

お
け

る
排

水
規

制
の

明
確

化
が

大
幅

に
遅

延
・

ｱ
ﾙ
ｾ
ﾞ
ﾝ
ﾁ
ﾝ
と

の
国

境
を

接
す

る
U

ru
gu

ay
河

河
岸

の
製

紙
工

場
の

EI
A許

認
可

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｾ
ｽ
が

二
国

間
問

題
と

な
る

状
況

下
、

D
IN

A
M

Aの
指

導
能

力
に

疑
問

・
工

場
排

水
基

準
の

適
用

に
関

し
て

、
生

活
排

水
お

よ
び

農
牧

業
の

事
業

所
は

対
象

外
・

規
制

基
準

に
対

し
、

放
流

後
の

河
川

に
よ

る
希

釈
・

自
浄

能
力

の
定

量
化

が
で

き
な

い
・

国
土

全
水

域
の

水
質

基
準

を
一

律
ｸ
ﾗ
ｽ
3に

設
定

し
た

ま
ま

の
状

況

・
先

進
国

同
等

の
水

質
環

境
基

準
・

排
水

基
準

を
引

用
制

定
し

て
い

る
状

況
・

水
質

分
析

の
分

析
方

法
の

規
格

が
欠

如

組 織

(2
1)

 分
析

所
の

整
備

(2
4)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

（
環

境
・

排
水

基
準

の
制

定
）

(2
2)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

（
基

本
法

お
よ

び
個

別
法

の
制

定
）

*項
目

番
号

は
「

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

的
ア

プ
ロ

ー
チ

・
水

質
汚

濁
（

20
05

年
10

月
）

」
の

表
A

3-
4「

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

の
項

目
番

号
を

引
用

3/
6
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ウ
ル

グ
ア

イ
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

汚
染

源
／

水
質

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

視 点 個 人
知 的 ・ 技 能

C
A
の

対
象

項
目

*
内 容 組 織 形 態 ・ マ ネ ジ メ ン ト

(1
) 個

人
の

人
材

の
能

力

(3
) 地

方
行

政
の

組
織

(2
) 中

央
行

政
（

D
IN

A
M

A）
の

組
織

(5
) 政

策
決

定
者

の
意

識

(4
) 水

質
汚

濁
の

問
題

点
と

そ
の

要
因

の
把

握

組 織

D
IN

A
SA

O
SE

IM
M

IM
C

IM
SJ

、
IM

F、
IM

L
水

・
衛

生
局

衛
生

公
社

M
on

te
vi

de
o県

C
an

el
on

es
県

そ
の

他
自

治
体

・
環

境
基

準
、

排
水

基
準

の
主

な
ﾊ
ﾟ
ﾗ
ﾒ
ｰ
ﾀ
に

つ
い

て
水

質
ﾓ

ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
試

料
の

分
析

が
可

能
・

M
on

te
vi

de
o県

の
水

質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ
の

年
次

ﾚ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
を

作
成

（
最

新
版

20
05

年
）

・
水

試
料

の
毒

性
試

験
が

可
能

・
水

質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
は

pH
、

水

温
、

電
気

伝
導

度
、

B
O

D
、

大
腸

菌
郡

、
簡

易
測

定
の

み
が

可
能

・
職

員
の

定
着

率
が

低
い

・
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
整

理
・

解
析

能
力

が
不

十
分

・
水

質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
は

pH
、

水

温
、

電
気

伝
導

度
、

B
O

D
、

C
O

D
、

大
腸

菌
郡

、
分

光
光

度
計

に
よ

る
窒

素
お

よ
び

燐
に

限
定

・
水

質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
は

6名
で

実

施 ・
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
整

理
・

解
析

能
力

は
不

十
分

・
M

V
O

TM
A
に
所
属

・
20

08
年

度
1月

以
降

D
N

H
か

ら
水
文
、
利
水
部
門
が
移
管

・
下
水
処
理
事
業
に
係
る
監
督

業
務

を
担

当
・
財
務
、
人
材
、
資
機
材
等
が
不

明
確

・
担

当
部

署
：
環

境
課

・
独

自
の
水

質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

構
築

・
県
の
年
次
環
境
報
告
書
を
作

成
（
最

新
版

：
20

06
年

）

・
県

の
公

害
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞﾚ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄを

作
成

（
最

新
版

：
20

06
年

）

・
担

当
部

署
：
環

境
課

・
SI

SI
C

Aに
Sa

nt
a 

Lu
cí

a川
流

域
支

流
の
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞﾃ
ﾞｰ
ﾀ
を
ｲ
ﾝ

ﾌ
ﾟｯ
ﾄ

・
水
質
管
理
が
多
部
署
（
環
境

管
理

部
、
衛

生
管

理
部

、
管

理
部
）
に
分
散

・
担
当
部
署
：
衛
生
課
の
兼
務

・
SI

SI
C

Aの
認
識
不
十
分

・
生

活
排

水
は

D
IN

A
M

Aの
排

水
管
理
か
ら
対
象
外

・
移

管
予

定
の

D
N

H
水

文
課

で

管
理

さ
れ
て
い
る
水

量
測

定
地

点
は

D
IN

A
M

Aの
水
質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ地

点
と
不
一
致

・
D

IN
A

M
A、

地
方

自
治

体
と
の

連
携
が
不
十
分

*項
目

番
号

は
「

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

的
ア

プ
ロ

ー
チ

・
水

質
汚

濁
（

20
05

年
10

月
）

」
の

表
A

3-
4「

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

の
項

目
番

号
を

引
用

4/
6
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ウ
ル

グ
ア

イ
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

汚
染

源
／

水
質

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

視 点
C

A
の

対
象

項
目

*
内 容 知 的 資 産

(1
3)

 発
生

源
（

工
場

･
事

業
場

）
の

監
視

(1
6)

 水
環

境
管

理
に

係
る

マ
ニ

ュ
ア

ル

(1
1)

 公
共

用
水

域
の

水
質

測
定

計
画

(1
4)

 環
境

情
報

の
整

備
と

提
供

(1
2)

 水
環

境
の

監
視

組 織

D
IN

A
SA

O
SE

IM
M

IM
C

IM
SJ

、
IM

F、
IM

L
水

・
衛

生
局

衛
生

公
社

M
on

te
vi

de
o県

C
an

el
on

es
県

そ
の

他
自

治
体

・
水
質
測
定
に
つ
い
て

SI
SI

C
A

ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾟｯ
ﾄ分

の
み
計
画
が
決
定
・

実
施

・
主
な
河
川
に
て
年
次
計
画
決

定
・
水
質
測
定
に
つ
い
て

SI
SI

C
A

対
象
測
定
計
画
が
決
定
・
実
施

・
水

質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
公

開
（

最
新

版
：

20
05

年
）

・
県

の
年

次
環

境
報

告
書

を
公

開
（

最
新

版
：

20
06

年
）

・
県

の
公

害
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞﾚ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄを

公
開

（
最

新
版

：
20

06
年

）

・
水

質
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
を

活
用

・
分

析
標

準
手

順
書

を
活

用
・

分
析

結
果

品
質
管

理
手

順
書

を
活

用

・
上
水
道
水
源
の
常
時
水
質
ﾓ
ﾆ

ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞ計

画
実

施
・
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞﾃ
ﾞｰ
ﾀ
未

整
備

・
生

活
排

水
処

理
場

の
放

流

水
に

お
け

る
常

時
計

測
管

理

を
実

施

*項
目

番
号

は
「

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

的
ア

プ
ロ

ー
チ

・
水

質
汚

濁
（

20
05

年
10

月
）

」
の

表
A

3-
4「

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

の
項

目
番

号
を

引
用

5/
6
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ウ
ル

グ
ア

イ
サ

ン
タ

ル
シ

ア
川

流
域

汚
染

源
／

水
質

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
前

調
査

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

視 点
C

A
の

対
象

項
目

*
内 容

制 度 ・ 社 会 シ ス テ ム

法 制 度 基 準知 的 財 産

組 織

(2
1)

 分
析

所
の

整
備

(2
4)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

（
環

境
・

排
水

基
準

の
制

定
）

(2
2)

 実
効

あ
る

法
制

度
の

整
備

（
基

本
法

お
よ

び
個

別
法

の
制

定
）

D
IN

A
SA

O
SE

IM
M

IM
C

IM
SJ

、
IM

F、
IM

L
水

・
衛

生
局

衛
生

公
社

M
on

te
vi

de
o県

C
an

el
on

es
県

そ
の

他
自

治
体

・
移

管
予

定
の

D
N

H
水

文
課

で

は
流

速
計

所
有

：
回

転
式

2台
、

電
磁

式
2台

・
国

家
水

資
源

計
画

お
よ
び

国
家
上

下
水

道
計

画
を
策

定
中

・
D

N
H
の
利
水
分
野
の
移
管
予

定
（
20

08
年

1月
）

・
国

家
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
の

基
本

法
、

個
別

法
に

基
づ

き
県
議

会
に

よ
り

条
例

制
定

国
家

ﾚ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
の

基
本

法
、

個
別

法
に

基
づ

き
県

議
会

が
条

例
を

制
定

す
る

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｾ
ｽ
が

欠
如

*項
目

番
号

は
「

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

的
ア

プ
ロ

ー
チ

・
水

質
汚

濁
（

20
05

年
10

月
）

」
の

表
A

3-
4「

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」

の
項

目
番

号
を

引
用

6/
6
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主要面談者リスト 
 
OPP（大統領府企画予算事務所） 
Dr. Felipe Ortiz 
 
MVOTMA（住宅・土地整備・環境省） 
M. Arana（住宅・土地整備・環境省大臣） 
P. Apezteguia（住宅・土地整備・環境省総局長） 
D. Pastorin, （住宅・土地整備・環境省大臣法務顧問） 
 
DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
A. Torres（住宅・土地整備・環境省国家環境局局長） 
 
環境管理部 
S. Aguinaga（環境管理部部長） 
R. Lucas（環境管理部課長） 
J. P. Peregalli（環境管理部技術顧問） 
M.J. del Campo（環境管理部技術顧問） 
 
環境評価部 
M. Hill（環境評価部部長） 
G. Yorda（環境評価部課長） 
L. de León（海洋学士、湖沼学専門） 
C. García（海洋学士） 
N. García Acosta（農業経済学士） 
J. Martínez（農業技師） 
 
環境影響評価部 
D. Collazo（環境影響評価部部長） 
 
環境分析課 
S. Castro Scarone（環境分析課課長） 
P. Simone（技術標準化品質管理室室長） 
 
環境教育課 
M. de L. Jara（環境教育課課長） 
A. Giannoni（環境教育課課長補佐兼 COTAMA 委員） 
 
DINASA（住宅・土地整備・環境省国家水・衛生局） 
D. Greiff（住宅・土地整備・環境省水・衛生部部長） 

８．主要面談者リスト
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DNH（運輸公共事業省水理局） 
A. Rodríguez（水理局水資源部部長） 
D. Cortis（水理局水資源部建設技師） 
 
OSE（衛生公社） 
E. Fierro（操業部部長） 
J. Ascue（操業部排水課課長） 
S. Gigena（操業部化学学士） 
M. Guarnien（操業部生物学士） 
M. Heerhoff（操業部生物学士） 
 
DGSA（農牧省農業情報センター） 
M. Masoller（農牧省農業情報センター長兼分析診断課課長） 
G. Fiorentino（農牧省農業情報センター化学分析課課長） 
J. Alvarez（DINAMA 環境管理部危険物質課課長） 
 
Canelones 県環境管理部衛生管理部 
M. del C. García（衛生管理部分析所所長） 
I. Machado B.（環境管理部環境管理技師） 
 
IMSJ（サンホセー県） 
L. Trujillo（サンホセー県衛生課課長） 
 
IDBC（米州開発銀行）ウルグアイ事務所 
D. Gravel （廃棄物セクター専門家） 
L. Macague （環境セクター専門家） 
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訪問議事録集 
 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 10月30日（火） 10:30～12:00 

面談者： M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課長） 
調査団： 中沢、羽地、高木駐在員、Hiroi（技術協力）、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 事前調査の目的説明 
 現地調査日程調整 
 M/P 進捗状況の確認のための日程調整 

１．本事前調査の目的説明（中沢） 
２．M/P 進捗状況のおおむねの確認を11月１日（木）までに実施したい意思について説明し、先

方へアポイントメントの依頼をした。その結果、先方は M/P の進捗状況の確認調査及びキャ

パシティ・アセスメント（CA）の対象となる関係機関の代表者を招請することを約束した。 
３．M/P 進捗状況について、本日の午後から DINAMA の水質分析の担当者と実施することに合

意した。 
 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 10月30日（火） 13:00～17:00 

面談者： M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課長）、S. Castro Scarone（環境分析

課課長）、P. Simone（技術標準化品質管理室室長）、R. Lucas（環境管理部課長） 
調査団： 中沢、羽地、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 M/P 進捗状況の確認（その１） 
１．M/P の進捗状況について、進歩の度合いを評価するための事前調査ではあるが、DINAMA の

総合的な能力に関しては、JICA の開発調査以前の状況と現状を比較すると、大きく強化され

たと自評する。特に、以前は地方自治体との調整能力が欠如していたが、大幅に改善された

という。一方、主な関係機関である衛生公社（OSE）及び運輸公共事業省水理局（DNH）と

の連携強化については著しい進展は得られなかったが、OSE の米州開発銀行（IDB）とのプ

ロジェクトを契機に情報共有の必要性が生じたこと、また、DNH の一部が来年の1月1日より

住宅・土地整備・環境省（MVOTMA）へ移管される予定であることから、開発調査完了後

には連携向上の傾向を示しており、今後も改善されていくことを期待している。（M. Hill） 
・関係機関との連携強化における達成度（DINAMA 自評）：地方自治体との連携：70％、OSE

及び DNH との連携：20％（M. Hill） 
２．環境分析課（分析所）にかかわる M/P 項目の進捗状況の確認（詳細について「M/P 進捗状況

チェックリスト」参照） 
・環境分析課（分析所）にかかわる M/P 項目の進捗状況について、事前調査団から送られた

チェックリスト上に記入済みであり、事前調査団の C/P である環境評価部の方へ提出して

ある。各項目の証拠資料に関しては、資料のサンプル等を用意して提出すると約束（S. 
Castro） 

９．訪問議事録 
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・M/P 項目1.2に記載ある「GESTA Agua」は、JICA の開発調査以前に発足したプロジェクト

であるため、M/P の成果として扱うことは妥当でないと指摘、また本項目について

DINAMA の役割は素案の策定までとなっており、その制定化に関しては上位機関の意向に

よるものであるため、DINAMA としては外部要因であるという。（S. Castro） 
・M/P 項目3.1に記載ある各マニュアルは完成しており、分析過程での応用性を鑑みその修

正改訂作業に努めている。（S. Castro） 
・別途依頼事項：DINAMA 分析所の環境水質基準及び排水基準の項目別に分析方法、分析単

価、分析能力の一覧表 
３．環境管理部にかかわる M/P 項目の進捗状況の確認 

・M/P 進捗状況チェックリストへの回答の早期提出を約束（R. Lucas） 
・環境管理部は、国全土の約500社を対象に排水モニタリングを実施しているという。その

データは県別、流域別、産業セクター別に整理されており、排水放流点の位置、流量、排

水基準項目物質の過去４～５年分のデータが蓄積されているという。（R. Lucas） 
・今後の排水モニタリングの課題として、現在規制がないため実施されていない乳業産地（タ

ンボと称し、Santa Lucía 河川流域では約3,000ヵ所散在）の点源汚染、牧畜産地及び農業

における面源汚染を把握するためのモニタリング・システムを導入することがあげられて

いる。また、現在その全景が把握されていない OSE の排水処理状況の把握も目的としてい

る。（R. Lucas） 
・環境管理部の関係機関との連携強化のために、農牧省や地方自治体の事業許認可制度にお

いて、環境影響調査を義務づける制度の導入を課題として定めている一方、DINAMA 内部

での情報共有の改善も必要としている。特に、現行排水基準の遵守状況と各々基準値の妥

当性を検討するためには、環境水質基準の達成状況、河川の希釈・自浄能力を考慮する必

要があるため、環境評価部との情報やデータの共有のための現状改善が必要であるという。

この必要性については、開発調査の段階で改善するべき項目として把握されていたが、達

成度が低かったと自評している（R. Lucas）。 
・汚濁負荷量規制（総量規制）の導入について、ある程度以上の規模の工場等を対象に検討

していたが、関連する基礎データや情報の欠如及び上記の排水規制対象外の事業における

排水の状況が把握されていないことなどから、その取り組みは現在廃止されている。した

がって、今後の規制改訂の素案には網羅されていない。（R. Lucas）。 
４．技術協力プロジェクトについて 

・現在、DINAMA の水質管理に係る能力として不十分である要素を大きく分けると２つある

といえる。①河川及び地下水の水質データの処理能力が不十分であることと、②DINAMA
内部及び関係機関との調整機能が不十分であることである。したがって、この要素が強化

できる内容で次期プロジェクトが形成されることを期待している。（M. Hill） 
・開発調査の成果として「Guidance of Industrial Wastewater Treatment Technologies」が完成し

たが、その内容及びガイドラインの応用にかかる知識が不十分であるため、企業に対する

DINAMA からの指導を行うための条件が整備されていない。次期技術協力プロジェクトの

項目として、日本の排水処理技術の紹介も含む同ガイドラインの応用に寄与する技術移転

を期待している。（G. Yorda） 
・農薬汚染に係るプロジェクトが JICA と農牧省の間で形成されている情報を得ている。
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DINAMA でも残留農薬における面源汚染について状況を把握したいため、同プロジェクト

へのかかわりを図りたい。（M. Hill） 
５．M/P 進捗状況のおおむねの確認を11月１日（木）までに実施したい意向を先方に説明し、以

下の日程に合意した。 
・10月31日（水）09:30～：M/P 進捗状況の確認のための打合せ（環境評価部） 
・10月31日（水）14:30～：DINAMA の水質分析能力、水質情報管理システム（SISICA）の

活用状況について打合せ 
・11月01日（木）11:00～：M/P 進捗状況の確認のための打合せ（環境管理部） 

 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 10月31日（水） 09:30～12:00 

面談者： M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課長） 
調査団： 中沢、羽地、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 M/P 進捗状況の確認（環境評価部）（詳細について「M/P 進捗状況チェックリスト」参照） 
１．河川の水質モニタリング計画は「Water Quality Report December 2004 to April 2005」の「5.2 

Design and Execution of Water Quality Monitoring」のとおり実施されており、地方自治体と連

携して、指定されたサンプリング地点（Santa Lucía 河川流域及び Pando 河川流域）での水質

モニタリングが２ヵ月ごとに行われている。（G. Yorda） 
２．DINAMA は地方自治体の水質モニタリング能力の強化のために、必要としている自治体を

対象に SISICA へのデータ入力方法及びその活用方法を含む啓発活動を行っている。地方自

治体では一般的な水質モニタリング項目（pH、水温、電気伝導度等）における測定はできる

ようになったが、そのデータ解析については未熟である。（G. Yorda） 
３．SISICA には2004年12月～2007年１月までの水質モニタリング・データが蓄積されている。

2007年１月以降、４回も計画どおりのモニタリングが地方自治体で行われているが、そのデ

ータ入力は行われていない。その理由は主に SISICA へのデータ入力が容易でないことから

システムの管理者及び利用者の両側面ら SISICA の改善を必要としている。一方、SISICA の

アウトプットとしては、河川マップの上にサンプリングポイントの水質項目別の表示が可能

となっている。（G. Yorda） 
４．GIS 構築について 

・DINAMA の現状を考慮し、本格的な GIS の早期構築は妥当であると考えられない。その

前に既存 SISICA のシステム環境を改善し利用者が容易に扱えるようにすることが必要で

あるという。現在、DNH で指定河川の測定点で毎日流量測定が行われており、そのデータ

によって水文水理モデルへのデータ入力が行われている。また、OSE でも水理モデルが開

発の段階であるが、水質の要素は DNH のモデルと同様に網羅されていない。（G. Yorda） 
・DINAMA で検討されている環境の水質情報をベースとした GIS とは、既存 SISICA を改

善して構築していく簡易的な GIS のことであり、河川流域のベースライン情報及び水質モ

ニタリング・システムとして活用していくことをめざしている。それに伴い、データ収集

の改善方法として次の活動が考察されている。①衛生画像解析による土地利用データの解

析、②安価なパックテスト等の簡易測定方法の応用による水質データの収集、③DNH との

－163－



4/21 

連携強化による河川流量データの入手（G. Yorda） 
・簡易測定方法として微生物、生物化学的酸素要求量（BOD）、浮遊物質（SS）などのパッ

クテストを用いた測定を実施しているが、その適用範囲を広げていきたい。簡易測定方法

でも測定精度の高いものもあり、その利用には高等知識が不要であるため、特に地方自治

体での利用が期待されている。安価であることもメリットではあるが、地方自治体では安

価でも予算化されていない場合が多く、今のところ DINAMA が限られた数量を負担配布

している。（G. Yorda） 
５．シミュレーション・モデルの開発について 

・シミュレーション・モデルの開発は、長期的な観点からは必要であると思っているが、現

状を考慮したところ優先度は高くない。数理モデルの開発を行う前に汚染物質ごとの汚染

メカニズムの概念における知識を得る必要がある。また、蓄積されているデータが不十分

であること及び今後のデータ収集能力の限度からも有意義な数理モデルが構築できるとは

考えられない。さらに、中期的な展望を鑑み、数理モデルの活用範囲は狭いと予想する。

（G. Yorda） 
 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局）分析所 
日 時： 10月31日（水） 14:30～16:30 

面談者： S. Castro Scarone（環境分析課課長）、Patricia Simone（環境分析課品質管理室室長） 
調査団： 羽地 
面談内容： 

 DINAMA 分析所のキャパシティ・アセスメント 
 他分析所の能力におけるヒアリング 

１．DINAMA の分析所は環境分析課の傘下にあり、目的として DINAMA が依頼する分析業務を

実施している。主な分析項目を以下に示す。（S. Castro） 
・工場排水の水質分析 
・Uruguay 河（国際河川）の水質分析 
・Santa Lucía 川の水質分析 
・環境犯罪や住民の苦情等による地方自治体ないし一般住民から依頼ある試料（水、大気）

の分析 
・海水分析（10～３月） 

２．今年から環境評価部の管理下にあった組織から局長直轄に編成された。課長の支援機関とし

て品質管理室（兼物理化学分析１名）があり、実施部隊として、物理化学分析室、精密機器

分析室及び微生物・環境毒性試験室から構成されている。実施部隊は10名からなり、機器整

備士（１名）以外の９名は配属制ではなく、分析業務の必要性に応じて適宜配置されている。

勤務時間は二交代制（①：08:00～14:00、②：13:00～19:00）となっており、全員が集まる

交代時間にその日の打合せ会議を行っている。（S. Castro） 
３．所有している精密分析機器：（P. Simone） 

・フレーム原子吸光分析装置：重金属分析 
・高速液体クロマトグラフ装置：主に残留農薬分析 
・ガスクロマトグラフ装置：有機物質分析 
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４．今年度予算で購入整備予定の精密分析機器：（P. Simone） 
・ICP 質量分析装置：重金属分析 
・ガスクロマトグラフ装置用の試料自動注入装置 

５．当分析所の分析手法には、米国環境保護庁（EPA）、米国保健機関（APHA）及び ISO の分析

規格を引用しており、スペイン語で作成した72の SOP（標準作業手順）が適用されている。

これら SOP は現行の環境基準や排出基準に求められる検出限界が検証されることを配慮し

て随時改訂されている。また、最終的には品質保証／品質管理（QA/QC）の過程を経て、分

析結果を提出することとなっている。（P. Simone） 
６．当分析所は、ISO/IEC TR 17010（検査機関の認定）のための非公式な予備審査に合格してお

り、来年までにはその取得を検討している。（S. Castro） 
７．ウルグアイ官民の環境分析事業を行っている分析所の能力向上を目的として、DINAMA の旧

技術標準化課の推進によって、ウルグアイ環境分析ネットワーク RLAU が2006年６月30日に

設立された。現在、46の分析所が RLAU に加盟している。 
８．RLAU は加盟分析所を対象に22の分析項目（BOD、COD、アルカリ度、アンモニア体窒素、

硝酸体窒素、亜硝酸体窒素、正燐酸、全燐、油脂類、カドミウム、クロム、銅、ニッケル、

鉛、亜鉛、固形物、浮遊物質、溶解性固形物質、全大腸菌、耐熱性大腸菌、E. coli）の分析

精度の確認を行うイベントを計画し、その結果を2007年10月31日（本日）に発表した。参加

した分析所は合計32のうち31が結果を提出した。米国保健機関の基準を適用し、標準試料の

提供者として Resource Technology Corporation を選定した（総費用１万2,600米ドル全額

DINAMA が負担）。分析結果の許容範囲内の達成度を以下に示す。（S. Castro） 
・BOD、COD：65％、85％ 

・油脂類：70％ 

・窒素類、燐類：45％～100％ 

・重金属：70％～100％ 

・微生物：85％～100％ 

・総合評価：合計228分析項目のうち201分析項目が許容範囲内 
９．DINAMA は上記イベントを毎年実施する予定である。（S. Castro） 
10．技術協力プロジェクトについて 

・GIS 構築のために環境評価部の方で流域単位におけるベースライン情報の収集が取り組ま

れている。したがって、大量の水質データが求められることに伴い、既存の分析能力を超

過する可能性がある。このような状況で分析能力向上のために以下の要素について検討い

ただきたいと要請した。（S. Castro） 
① 今年度増強される精密分析装置における専門指導：導入予定の ICP 質量分析装置は

ウルグアイにて設置されるのはこれが始めてであるため、検量精度の確保、阻害物

質における解析などの専門的な知識が不十分であるため、次期プロジェクトにおい

て同装置運営指導の専門家の派遣が望ましい。（S. Castro） 
② 簡易測定資材の導入：河川流域のベースライン調査のための分析のスクリーニング

手段としてパックテストなどによる簡易測定資材の調達が望ましい。現在はスクリ

ーニング機能がないため、すべての試料が精密分析の対象となっている。スクリー

ニング分析が可能となれば、当分析所の負担緩和の成果が期待される。特に、
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DINAMA では使用経験のないパックテストなどの導入が望ましい。（S. Castro） 
・当分析所の能力向上のために、現在不十分である統計分析、不確実性の試算方法における

知識を享受するための専門家の派遣が望ましい。（S. Castro） 
 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局）環境管理部 
日 時： 11月１日（木） 11:00～12:30、15:30～16:00 

面談者： R. Lucas（環境管理部課長）、 J. P. Peregalli（環境管理部技術顧問）、G. Yorda（環境評

価部課長） 
調査団： 中沢、羽地、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 M/P 進捗状況の確認（環境管理部）（詳細について「M/P 進捗状況チェックリスト」参照） 
１．環境管理部は国全土の工場排水の監視を行い、排水基準の遵守における管理を担う組織であ

る。ただし、生活排水に関しては工場排水の定義に該当しないため、現在その管理を行って

いる衛生公社（OSE）の運営状況について全景は把握していない。（R. Lucas） 
２．生活排水の問題については、Santa Lucía 河川流域よりも都市河川である Carrasco 川の状況が

優先されているため、当部は後者の状況における情報収集に努めている。（R. Lucas） 
３．廃棄物処分場からの浸出水の問題については、工場排水の定義に該当しないため当部では把

握されていない（本件について DINAMA の担当部署の確認必要）。（R. Lucas） 
４．面源汚染の問題では、農牧産業にかかわるものが影響として大きいと考えられているが、こ

れらについてはほとんど把握されていない。本セクターに関しては乳業における点源汚染を

対象に取り組んでいるところであり、面源汚染については今後の課題として残されている状

況である。次期プロジェクトの対象項目として取り扱うことが望ましい。（R. Lucas） 
５．M/P 項目進捗状況チェックリストの項目31に記載あるマニュアル（Self-monitoring Report 

Manual、 Authorization Manual of Industrial Wastewater Discharge、 Registration Manual of 
Competent Professional）に関しては、開発調査完了前に完成し公開している（確認必要）。（R. 
Lucas） 

 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 11月１日（木） 12:30～14:30 

面談者： M. de L. Jara（環境教育課課長）、A. Giannoni（環境教育課課長補佐兼 COTAMA 委

員）、G. Yorda（環境評価部課長） 
調査団： 中沢、羽地、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 M/P 進捗状況の確認（モジュール４）（詳細について「M/P 進捗状況チェックリスト」参照） 
１．環境教育課（Departamento de Relaciones con el Medio Ambiente）は、局長直属の組織として

2007年３月に設立され、所掌は住民の環境への配慮を向上するための教育活動を推進する

ものとする。５名から構成され、DINAMA 図書室に２名が配属され、残りの３人が環境教

育に係る業務を担っている。（M. de L. Jara） 
２．開発調査の段階で共同作成した環境教育のための教材は、ハード版とデジタル版があり、今

現在も特に小学校レベルで多く活用されている。ハード版はすべて DINAMA の図書室で閲
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覧可能であり、デジタル版は DINAMA のホームページで閲覧ダウンロードできるようにな

っている（確認必要）。（A. Giannoni） 
３．開発調査の段階で水質フォーラムが Florida 県及び Lavalleja 県で設立されたが、これらは

2005年３月の政権交代直後に解散された。法的義務がないため、フォーラム運営費の予算化

が困難であり、地域の民間セクターの協力が必要である。開発調査の段階ではいくつかの企

業（特に水質保全を重要視している飲料事業等）がフォーラムへの参加を希望していたが、

その関係が成立することがなかったため、民間セクターの資金力を享受することができなっ

た。その教訓を考慮して、当課は2008年を目途に民間セクターの参加を配慮した水質フォー

ラムの再結成を検討している。（A. Giannoni） 
 
訪問先： DINASA（住宅・土地整備・環境省国家水・衛生局） 
日 時： 11月１日（木） 16:30～17:30 

面談者： D. Greiff（住宅・土地整備・環境省国家水・衛生部部長）、G. Yorda（環境評価部課長） 
調査団： 中沢、羽地、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 DINASA 所掌確認 
１．DINASA は2006年度国家予算申請法にて住宅・土地整備・環境省（MVOTMA）の DINAMA

と同等レベルの組織として設立され、国土の水文及び上下水道事業を所管とするが、現在は

その準備段階にある。現在15名が配属され、局長以外の人件費は世界銀行から拠出された資

金で運営されている。（D. Greiff） 
２．DINASA の組織は局長の支援組織として管理部（２名）、法務顧問室（１名）、経理（１名）

があり、実施部隊として水文資源部（水文技師３名、設計技師１名、社会学士１名：計５名）

及び水・衛生部（水文技師３名、環境技師１名、社会学士１名：計５名）がある。（D. Greiff） 
３．水文資源部には来年の１月から現在運輸公共事業省の組織である運輸公共事業省水理局

（DNH）の一部が移管され、国土の水文における管理（水量測定を含む）を担う予定である。

一方、水・衛生部は衛生公社（OSE）及びモンテヴィデオ県の下水処理事業に係る監督業務

（OSE の環境規制の遵守、運営予算認可を含む）を2008年度から担う予定である。（D. Greiff） 
４．2008年度より MVOTMA の傘下に、水質及び水量において各々管理を担う組織がそろうこと

によって水資源の統括的管理が実現することとなる。（D. Greiff） 
５．DINASA は、JICA と実施した開発調査の末期に参加し、今後予定しているプロジェクトへ

の参加も期待している。（D. Greiff） 
 
訪問先： JICA ウルグアイ駐在員事務所 
日 時： 11月５日（月） 9:30～10:00 

面談者： 高木駐在員 
調査団： 吉田、田村、中沢、羽地 
面談内容： 

 事前調査の目的説明 
 現地調査日程調整 

１．吉田総括より、コンサルタントによる先行調査に基づく調査団としての対応方針を説明。 
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２．全体としてキャパシティは向上しているが下記の課題が残っている。 
・データの解析能力。 
・DINAMA の権限が限られており、汚染負荷の大きい下水の状況が把握できていない。

DNH、OSE 等、他機関との調整も不十分。 
・DINAMA 内の環境管理部、環境評価部、ラボ（ICP-MS の指導）が主要なカウンターパ

ートとなること思われるが、全体調整できる人物がいないのが課題。 
３．先方のニーズとして確認された点は下記のとおりであり、協力の対象分野となる可能性があ

る。 
・データ解析、汚染源への指導力の向上。 
・他部局との恒常的な連携。この点については DINAMA のオーナーシップが重要。プロ

ジェクトの開始までに自主的に一度ステアリング･コミッティを実施する等、意欲をみ

せてほしい。 
・2,000万円程度かかる ICP-MS をウルグアイで初めて購入しており、同機材による精度

管理、メンテナンス等の指導。また一方で安価で簡単な分析キットを利用したデータの

収集力の拡大についてもニーズがある。なお、DINAMA は全国的なラボのネットワー

クを立ち上げており、各ラボの分析能力は高い。 
・工場への指導。特に排水処理技術やプラント改善のアドバイス能力の強化。 

４．なお、来年の４月ごろから３年間で40MM 程度の規模での協力を想定。 
５．高木駐在員より下記のコメントがあった。 

・大臣、副大臣、DINAMA 局長は今週海外での会議のため不在。帰国日程、M/M の署名者

について確認が必要。 
・SV の活用も考えてほしい。 

 
訪問先： OPP（大統領府企画予算事務所） 
日 時： 11月５日（月） 10:00～10:30 
面談者： Dr. Felipe Ortiz 
調査団： 吉田、田村、中沢、高木駐在員、Hiroi 所員、M. Prieto（通訳） 
面談内容： 

 事前調査の目的説明、意見交換 
１．吉田総括より調査団の目的等を説明。 
２．先方より下記のコメントがあった。 

・サンタルシア川は飲料水の取水源であり、本件は非常に重要なプロジェクトとの認識をも

っている。JICA による協力のこれまでの成果にも満足している。 
・先週操業開始予定だったフィンランドの工場が、水質汚濁問題の関連で操業を開始できて

いない状況。 
・関係機関の調整が困難であるとの認識は共有している。 
・関連分野の他ドナーによる協力はないと思われる。借款については economic division の所

管であり状況を把握していないが、IDB、世界銀行等の公衆衛生（sanitation）に関するロ

ーンのプロジェクトがあったと仄聞している。 
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訪問先： 在ウルグアイ日本国大使館 
日 時： 11月５日（月） 11:00～11:30 

面談者： 竹元大使、櫻井一等書記官   
調査団： 吉田、田村、中沢、羽地、高木駐在員 
面談内容： 

 事前調査の目的説明、意見交換 
１．吉田総括より調査団の目的等を説明。また、現在のところ大臣及び局長が不在であり、R/D

協議議事録の署名者が未定となっているため、調整を依頼。 
２．大使より下記のコメントがあった。 

・河川の水質汚濁対策は大きな問題になっている。サンタルシア川流域は人口、工場が多い

ので汚染されやすいと認識しており、今後開始されるプロジェクトに期待している。 
・ウルグアイは比較的環境が保全された国土をもっているので、その保護のための協力を日

本が行うことは大変望ましい。 
 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 11月５日（月） 14:00～16:30 
面談者： S. Aguinaga（環境管理部部長）、M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課

長） 
調査団： 吉田、田村、中沢、羽地、高木駐在員、Hiroi 所員、M. Prieto（通訳） 
面談内容： 

 事前調査の目的説明 
 現地調査日程調整 
 M/P 進捗状況の確認のための日程調整 

１．本事前調査の目的説明、今後1週間のスケジュール確認。 
２．先方よりプロジェクトについて下記のコメントがあった。 

・DINAMA からの要請書の内容については承知している。 
・開発調査終了後、DINAMA 独自でモニタリングを実施するようになり、順調に活動できて

いる部分とそうでない部分が明らかになってきた。GIS については environmental 
information department が設立され、同部が業務を行っている。GIS の効果的な利用につい

てはまだ課題があると感じている。 
（プロジェクトの内容について） 
・プロジェクト名については今回調査団から提案があった内容で了解。 
・M/M には関係者の役割、協力の実施方法等も記載してほしい。 
・前開発調査案件は団員が一度に大勢きて短期間に集中して活動を実施するスタイルだった

が、今回は別のやり方を考えてほしい。 
・チリ等、日本以外の国からの協力リソースの活用の可能性も検討してほしい。成果が継続

するための投入を考えてほしい。 
・DNH、OSE は将来同じ省の管轄になるため、他機関との連携というよりも省内の連携が課

題になるものと思われる。 
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３．当方より下記の点を依頼した。 
・他機関との連携の部分では、特に DINAMA の努力が求められる点留意してほしい。 
・この点も含め、DINAMA 局長にコミットメントを確認してほしい。署名者と署名日時を確

定していただきたい。 
 
訪問先： DINAMA（国家環境局） 
日 時： 11月６日（火） 14:00～18:00 

面談者： S. Aguinaga（環境管理部部長）、M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課

長）、R. Lucas（環境管理部課長）、S. Castro Scarone（環境分析課課長） 
調査団： 吉田、田村、中沢、羽地、M. Prieto（通訳） 
面談内容： 

 PDM 案、PO 案における討議 
１．コンサルタントの M/P 進捗状況及び DINAMA のキャパシティ・アセスメントを参考とした

PDM 案及び PO 案における説明（吉田） 
２．PDM 案における先方意見等 

・PDM 案の内容について、DINAMA が必要としている能力の習得のためにロジカルに構成

されていると評価するが、その目標達成のためには、DINAMA 独自だけでは不可能な要素

がいくつかある。特に、Montevideo 県、DNH や OSE など関係機関の協力がプロジェクト

目標達成のために大きな影響を与えると考えるため、同機関の次期プロジェクトへ参加す

るメリットを検討する必要がある。（M. Hill） 
・DINAMA の環境管理部では、河川の自浄能力を把握するための河川水質シミュレーシ

ョンに係る知識及び技術の習得が急務となっている。すなわち、汚染物質の負荷が河川

の生態系で示す挙動を予測できる河川水質のシミュレーションが必要である。また、その

後の水質回復のために必要とする知識と技術も今後の課題になると考えている。現在、直

面している Botnia 製紙工場の事業開始に関する環境影響評価に対し、Uruguay 河の自浄能

力について DINAMA には評価能力が欠如している。他方、農牧業の集中的事業の傾向が

あり、これらの生態系への影響について把握する必要がある。ただし、DINAMA にはその

能力がない。したがって、次期プロジェクトの項目として、新事業における環境への影響

評価能力、既存事業の環境への影響度合いの把握のために必要とする知識及び技術を習得

する項目を含む内容にしてほしい意思を示した。（S. Aguinaga） 
・河川水質のシミュレーションに関し、大量のデータが必要である。現在 DINAMA にはそ

の大量のデータを短期間に収集する能力はない。したがって、シミュレーションを行う前

に必要としているデータベースの構築が必要である。環境管理部の汚染データと共同に既

存 SISICA と設計中の SISILABO とシステム化された GIS の構築が必要である。また、大

量のデータを収集するためには精密機器分析とは違った簡易測定の大幅導入の必要性も感

じている。（G. Yorda） 
・DINAMA の分析所は分析結果のデータのデジタル化ができていないため、SISILABO の完

成が急務となっている。環境評価部と環境管理部の各々課題に対応するためには、現在手

作業で行っている報告業務のデジタル化が必要である。（S. Castro） 
・既に完了した開発調査では、技術移転の要素が少なかった。日本で研修を受けたメンバー
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は水質管理に係る知識や技術を習得することはできたが、調査団員を相手に国内で調査に

かかわった DINAMA の人材は、レポートの作成のためにデータや情報を提供する業務へ

集中的に携り、調査団から水質管理に係る知識や技術を習得する機会は非常に少なかった。

次期プロジェクトの実施に係り、限られた人材が必要としている知識と技術を容易に習得

できる仕組みを考慮してほしい。特に、開発調査では実現できなかった、データ解析・評

価能力等の項目について、次期プロジェクトにて日本から技術移転が行われることを期待

している。（M. Hill） 
・分析事業において分析結果に係る不確実さ評価（uncertainty analysis）の知識を必要として

いる。特に、簡易測定の大幅導入を検討している環境評価部の分析データと分析所の精密

機器で行われる分析データとの検証にかかわる判断ツールであることと今度導入される

ICP-MS の運用にもかかわるものとなる。（S. Castro） 
３．PO 案における先方意見等 

・DINAMA 側の人材負担が現在の組織では難しいところがある。PO 案によると C/P の増員

を４人も必要としているため、DINAMA に増員がなければ対応できない状態である。特に

事業別の汚染源管理マニュアルの作成に関し、環境管理部の人材では不可能であるため、

第三国専門家の投入などの検討を考察するべきである意思を示した。（R. Lucas） 
・前開発調査では、レポート作成のためにウルグアイ側の投入があまりにも重かったため、

次期プロジェクトのレポート作成にはそれが緩和されることを期待している。また、目標

達成についてウルグアイの現状を考慮して設定してほしい。（M. Hill） 
 
訪問先： JICA ウルグアイ事務所 
日 時： 11月６日（火） 19:00～20:00 
面談者： 高木駐在員、櫻井一等書記官 
調査団： 吉田、田村、中沢、羽地 
面談内容： 

 プロジェクト M/M 協議の進捗状況説明 
１．プロジェクト M/M 協議に係り、現状では事前調査期間中オペレーション・レベルのスタッ

フとの協議しか予定できず MVOTMA 及び DINAMA の意思決定者が不在で協議の目途が立

っていないこと、及び DINAMA の人材確保が困難の模様であるため、当初想定していた R/D
案を添付した M/M 案の署名が不可能であると説明、今回は DINAMA の環境評価部及び環境

管理部との協議結果のみ M/M に残したい旨を説明。（吉田） 
２．DINAMA の局長である A. Torres 氏は、現在チリで開催中の中南米首脳会議に参加しており、

現在ウルグアイで課題となっている製紙工場の事業開始に係る国際的環境問題に関し、同会

議で話題となった場合に対応する任務を担う目的で派遣されている可能性がある。工場の操

業開始許可は先週の半ばに予定されていたが、大統領命令によりその許認可が中断された。

長期にわたり国際的な問題となっている製紙工場の潜在的な汚染問題の沈静化を図る目的

によって、工場開始許可は首脳会議のあとに判断したい意向ではないかと思われる。局長よ

り先に帰国が予定されている大臣との面会をなるべく早い時期に行い、次期プロジェクトに

おける MVOTMA の意思を確認する必要がある。（櫻井） 
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訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 11月７日（水） 10:00～10:30、16:30～18:00 

面談者： S. Aguinaga（環境管理部部長）、M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課

長） 
調査団： 吉田、田村、中沢、羽地、M. Prieto（通訳） 
面談内容： 

 PDM 案、PO 案における討議（続き） 
１．プロジェクトの協力機関として農牧水産省に関与してもらう必要がある。以前のステアリン

グ・コミッティ（St/C）には同省の農牧省天然資源総局（RENARE）が参加していたが、近々

発足が予定されている同省と JICA の「適切な農薬利用による環境保全プロジェクト」の実

施機関に選定された農牧省農業情報センター（DGSA）及び国立農牧研究所（INIA）との連

携も必要であると考えられる。（S. Aguinaga） 
２．次期プロジェクトでは DINAMA のみの能力向上ではなく、関係機関の能力向上も必要であ

ること、並びに、DINAMA の関係機関との連携を強化する目的及び関係機関の関与を強化す

るために取り組む必要があるため、プロジェクト成果は DINAMA とその関係機関の能力が

向上されることを念頭に設定したほうがよいと推薦。（M. Hill） 
３．次期プロジェクトでは技術移転の要素を中心に行ってほしいため、DINAMA の技術者を対

象に必要としている知識ないし技術に係る講習を行ってほしい。ウルグアイでは「セミナ

ー（seminario）」とは講演会という意味があるため、特に、DINAMA のスタッフへ知識や技

術の移転を行う場合には啓発型の講習「（Curso de capacitación）」として欲しいと依頼。（G. 
Yorda） 

４．次期プロジェクトでは関係機関の実務レベルでの調整機能、習得する知識や技術の共有等を

図ることが重要であるため、ステアリング・コミッティ以外に開発調査で設置していたテク

ニカル・コミッティの復活形成が必要である。（M. Hill） 
５．汚染メカニズムとは各々汚染物質の発生源からその影響を受ける公共水域で示す挙動のこと

であり、その汚染源が自然界によるものか人工的なものであるかを把握し、その特性は点源

ないし面源であり、公共水域の水質への影響、底質への影響、汚染物質の循環などを概念的

に説明することであると理解している。（G. Yorda） 
６．GIS の最終目標は環境のベースライン情報を蓄積するシステムを考えており、次期プロジェ

クトでは水質データのモジュール及び汚染源データのモジュールを構築・統合することを考

えている。（G. Yorda） 
７．よいニュースがある。本日 MVOTMA にて大臣との面談を設定することができた。プロジェ

クト実施にあたって、調査団から提示されている前提条件やウルグアイ側からの必要な投入

について説明がある。（S. Aguinaga） 
 
訪問先： MVOTMA（住宅・土地整備・環境省） 
日 時： 11月７日（水） 11:00～11:30 

面談者： M. Arana（住宅・土地整備・環境省大臣）、P. Apezteguia（住宅・土地整備・環境省総

局長）、D. Pastorin, （住宅・土地整備・環境省大臣法務顧問）、S. Aguinaga（環境管理

部部長）、M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課長） 
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調査団： 吉田、田村、中沢、羽地、M. Prieto（通訳） 
面談内容： 

 プロジェクト実施におけるウルグアイ側の意思表明 
１．DINAMA の A. Torres 局長は、現在チリで行われている中南米首脳会議にて重大な役割を果

たしているため不在である。（M. Arana） 
２．ウルグアイは環境への配慮を国家レベルの政策としてあげており、それに係り DINAMA の

能力向上は重要な課題である。JICA の協力は歓迎であり、次期プロジェクトの関係機関との

連携は本省から約束する。（M. Arana） 
３．次期プロジェクトの実施において DINAMA の人材負担を考慮して１名増員することを検討

している。DINAMA は米国開発銀行（IDB）との「国家環境情報システム構築プロジェクト」

を同時に実施することとなっているため、人材を効率よく配置しなければならない。ウルグ

アイ政府には高給の支払い能力がないため、DINAMA に適した人材の確保は困難であり、

JICA プロジェクトに125M/M の人材を配置するためには大きな努力が必要である。ただし、

社会開発省と調整して2010年を目途に DINAMA 直轄の人材のための財源の検討をしている。

（P. Apezteguia） 
 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 11月８日（木） 10:00～18:00 

面談者： S. Aguinaga（環境管理部部長）、M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課長） 
調査団： 吉田、田村、中沢、羽地、M. Prieto（通訳） 
面談内容： 

 M/M における討議、英文 PDM、英文 PO、英文 M/M の内容確認 
１．M/M の署名者は DINAMA の局長が不在であるため、MVOTMA 大臣となる。（S. Aguinaga） 
２．M/M のドラフト案に「財源の確保」と記載あるが、この内容であると国家予算法の関わり

があるため、「必要とする資機材の確保」へ変更することを推薦する。（S. Aguinaga） 
 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 11月９日（金） 14:30～16:30 

面談者： M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課長） 
調査団： 中沢、M. Prieto（通訳） 
面談内容： 

 補足調査の日程調整 
 資機材の見積もり依頼 

１．関係機関 DNH、OSE、DGSA、IDB 等との打合せの日程における打合せ 
２．GIS、簡易測定に必要とする資機材の見積もり依頼 
 
訪問先： DINAMA（国家環境局） 
日 時： 11月９日（金） 15:00～16:00 

面談者： L. de León（海洋学士、湖沼学専門）、C. García（海洋学士）、N. García Acosta（農業経

済学士）J. Martínez（農業技師） 
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調査団： 羽地 
面談内容： 

 環境評価部のキャパシティ・アセスメント（詳細についてキャパシティ・アセスメント・チ

ェックリストを参照） 
１．環境評価部は水質課、土壌課及び大気課からなり、次期プロジェクトの C/P 候補である水質

課は海洋、河川及び湖沼の生態系を管理する義務を有し、４名にて構成されている。 
２．水質課の所掌は文章によって明確とはなっていないが、一般的な共通認識によって業務が行

われている。分野別な業務分担はなく、全員（４名）が水質課の一環の業務を行っている。

試料の採取、分析結果の整理、地方自治体との調整、水環境における異常事態の報告書作成

などが主な業務として行われている。 
３．環境管理部との調整について、明確な義務はないが、水質課の課員のイニシアティブによっ

て、水環境のモニタリングの結果、異常事態を確認した場合、環境管理部へ報告している。

ただし、その報告書の決まったフォーマットやガイドラインはない。 
４．分析所との関係では、分析量の能力が限られているため、モニタリングの結果が迅速に得ら

れない場合がある。特に、窒素の分析は、分析機器の一バッチ分の試料がそろうまで試料が

保管されるため、極端の場合、分析結果が出るまで９ヵ月も経過することがある。 
５．パックテストに関しては、現在は塩素の分析を Uruguay 河で行っている。Botnia 製紙工場の

操業開始前のベースライン状況を確認したく、工場の周辺の水質をモニタリングしている。

ほかにも窒素や燐のパックテスト用の試薬を用意したが、使用期限が切れたため使えない状

態となっている。パックテストは現場で結果が出せるため、水環境の状況を把握するために

非常に役立っている。ただし、予算には限界があるため、多くのパラメーターでは未使用で

ある。 
６．モニタリングデータの解析は基準値との比較や経時変化を把握するものに限られており、生

態系との関係や汚染物質の挙動については評価されていない。 
７．検証はされていないが、汚染物質として農薬が懸念されており、ウルグアイでは使用禁止で

ある除草剤が主にブラジルから密輸入されており、「Lifosato」や「Norton」と称する商品が

利用されている。その状況について構成成分について未知であるため、汚染物質の把握のた

めにどの成分をモニタリングするべきかいまだ把握されていない。 
 
訪問先： DINAMA（国家環境局） 
日 時： 11月12日（月） 09:30～11:00 

面談者： J.P. Peregalli（環境管理部技術顧問）、M.J. del Campo（環境管理部技術顧問） 
調査団： 羽地 
面談内容： 

 環境管理部のキャパシティ・アセスメント（詳細についてキャパシティ・アセスメントチェ

ックリストを参照） 
１．環境管理部は排出管理課、産業・医療廃棄物管理課及び危険物質課からなり、次期プロジェ

クトの C/P 候補である排出管理課は、水環境への排水及び大気への排出を管理する義務を有

し、本部の８名及び Canelones 支部の２名、合計10名にて構成されている。 
２．排出管理課の所掌は文章によって明確とはなっていないが、一般的な共通認識によって業務
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が行われている。本部の８名のうち４名は技術顧問であり、化学工学技師３名と獣医１名か

らなり、工場の立ち入り検査、モニタリングデータの整理、中央省庁、地方自治体や一般住

民の環境汚染問題に係る調査を行う一方、残りの４名は技術的な資格は取得しておらず、排

水・排ガスのモニタリングを行っている。Canelones 支部の２名も同様に技術資格はなく、管

轄する地域の排水・排ガスのモニタリングを行っている。 
３．当課は全国に登録されている約500の工場の排水、排出状況を年間２～３回モニタリングして

おり、その結果を工場別のデータベースへ入力・整理している。さらに、既存の工場の拡張

や応用技術の変更を伴う場合及び住民などからの訴えが生じた場合にもモニタリングを行

っている。 
４．当課は、工場排水に係る排水許可制度（SADI）の遵守状況を管理している。また、環境許可

制度（省令349号：1994年公布、2005年改訂）の規制によって、排水処理が適切に行われて

いるか監察している。 
５．省令349号の2005年改訂規制より、100m3/day 以上の排水を放流する工場に対し、４ヵ月ごと

に排水状況における工場側の申告制度が規制されており、対象となる約70工場の現状モニタ

リングを実施している。 
６．当課では、①工場データベース（約500工場のモニタリング・データベース）、②小規模事業

所データベース（規制対象外の事業所を対象としたモニタリング・データベース）、③査察

データベースの３種類のデータベースを管理しており、次期プロジェクトの GIS 構築の際に

これらを統合することを期待している。 
７．DINAMA の他部署との調整機能が不十分であるため、当部の産業・医療廃棄物管理課及び危

険物質課や環境評価部との政策の整合性や情報共有が容易に行われていない。 
８．主な汚染源として皮革業、乳業、製紙業、製肉業の点源汚染及び農牧業の面源汚染が懸念さ

れている。 
 
訪問先： DINAMA（国家環境局） 
日 時： 11月12日（月） 10:30～11:00 

面談者： S. Aguinaga（環境管理部部長）、M. Hill（環境評価部部長） 
調査団： 中沢、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 エマージェンシープラン及びコンティンジェンシープランにおける C/P の意思確認 
１．エマージェンシープラン及びコンティンジェンシープランを本技術協力プロジェクトに追加

すべきかどうかについて打ち合わせた。（中沢） 
２．ウルグアイでは過去に危険物運搬車量が火災を起したり、農薬を積載したトラックが川に転

落したような経緯があり、交通警察では同プランが策定されている。 
３．EIA においても同プランは記載されなければならないが、実際にはエマージェンシープラ

ン及びコンティンジェンシープランどおりのシステムは全く整備されていない。 
４．DINAMA は同プランを企業に策定させてはいるが、評価部及び他の関係機関を含むような

全体計画は策定されていない。 
５．DINAMA サイドとしては今回の技術協力プロジェクトに是非技術指導してもらいたい。（S. 

Aguinaga 及び M. Hill） 
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訪問先： DINAMA（国家環境局） 
日 時： 11月12日（月） 11:00～12:00 

面談者： M. Hill（環境評価部部長） 
調査団： 羽地 
面談内容： 

 開発調査議事録の内容確認 
１．2003年10月31日署名議事録の内容確認 

・IC/R 説明の際、調査対象地域を Santa Lucía 河川流域、San José 県西部 Cufré 河川流域から

Canelones 県東部 Pando 河川流域及び San José 県南部の Raigón 帯水層と指定したが、実際

は Santa Lucía 河川流域を中心に行われた。本件について、合意文書は存在しないが調査地

域縮小について関係機関からの反対の意見はなかった模様である。 
・Montevideo 県より経済分析の担当団員も必要である、また DNH より水文学の担当団員が

必要であると記載あるが、本件に関しては Montevideo 県代表及び DNH 代表の調査内容に

ついて理解不足が原因であったと考えられる。 
２．2004年３月４日署名議事録の内容確認 

・DINAMA 局長より調査団員の人数を減らし、ウルグアイ滞在期間の延長について要請があ

ったが、S/W 範囲外の事項であったため、対応できなかったが、本件について、DINAMA
側は理解した模様である。 

３．2004年７月５日署名議事録の内容確認 
・DINAMA より農薬分析のためにガスクロマトグラフ質量分析装置の必要性が主張され、同

装置の JICA 側提供の可能性について要請があったが、S/W 範囲外の事項であったため、

対応できなかった。 
・上記と同様に C/P 側の S/W 内容の把握が不十分であったため、このような要請が出たと考

えられる。 
・調査団より流域管理協議会の設立が提案されたが、これに対し、特に Montevideo 県は反対

の意思を示し、DINAMA 及び関係機関の水環境モニタリング体制における能力強化が行わ

れていない状況では無理があると指摘、M/P から除外することを依頼した。本件について、

調査団側は流域管理体制の必要性を重視されたが、日本のように民間セクターが財務的に

支援している現状とウルグアイの状況は異なっており、C/P は M/P の目標にすることは難

しいと判断した模様である。さらに、日本では環境計量士や公害防止管理者の制度が定着

している状況も今のウルグアイには欠如しているため、そのような基本的な状況が制定さ

れたところで再考するべきとの意向を示している。 
・関係機関は開発調査前にウルグアイを訪問したコンサルタント業者（３～４社）と接触し

ており、開発調査の内容について説明を受けたが、その内容は S/W の内容と異なるもので

あった模様、関係機関を混乱される要因となった。このような経緯があり、開発調査開始

時には、いくつかの関係機関から IC/R の説明の段階で調査内容が変更されたという間違っ

た理解を招いた模様である。 
４．2005年２月17日署名議事録の内容確認 

・DNH は SISICA には水質データのみではなく水量のデータも入力するべきであると指摘、

同システムのデータ入力の簡素化を要求したが、これに対応することができなかった模様
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である。 
・Montevideo 県は S/W の内容と JICA と本格調査実施コンサルタントの内容が一致していな

いと疑問をもち、JICA に対し、契約書の内容の提示を求めた。 
５．2005年３月７日署名議事録の内容確認 

・Montevideo 県は JICA と本格調査実施コンサルタントの契約内容を確認し、S/W の内容と

一致していることを認めた。 
・M/P 案の工場排水のモニタリング計画について、OSE は2013年からの開始は遅すぎると指

摘、OSE は2009年から同様な計画を立てていることを発表した。 
６．2005年３月31日署名議事録の内容確認 

・M/P の第３フェーズについて C/P 及び関係機関は合意した。 
７．2006年７月24日署名議事録の内容確認 

・Lavalleja 県の水質フォーラムは運営を継続していると報告がある。 
 
訪問先： DINAMA（国家環境局） 
日 時： 11月12日（月） 14:30～15:30 

面談者： L. Trujillo（San José 県衛生課課長） 
調査団： 羽地 
面談内容： 

 San José 県衛生課のキャパシティ・アセスメント（詳細についてキャパシティ・アセスメン

トチェックリストを参照） 
１．San José 県の環境に係る業務は同県の衛生課が兼務している。当課は事務室（事務４名、水

質モニタリング３名【資格なし、勤続年数：平均５年】、運転手１名）、保健室（医師２名、

歯科２名）、ゴミ収集外路清掃室（ローラー運転手１名、運転手５名、収集清掃員23名）及

び分析所（化学学士１名、捕手２名）によって構成されている。 
２．水質モニタリングは主に San José 沢及び Santa Lucía 川の水質及び観測井の水質モニタリング

（BOD、大腸菌、クロム等）を行っている。 
 
訪問先： 米国開発銀行ウルグアイ事務所 
日 時： 11月12日（月） 15:00～16:00 

面談者： D. Gravel （廃棄物セクター専門家）、L. Macague （環境セクター専門家） 
調査団： 中沢、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 JICA 事前調査の概要説明 
 重複プロジェクトの有無 
 今後の協力体制 

１．本事前調査の概要説明 
２．DINAMA に関係する IDB プロジェクトとして、固形廃棄物管理プロジェクト及び国家環境

情報システムプロジェクトについて本プロジェクトとの関係を聞いた。固形廃棄物管理プロ

ジェクトは予算７億5,000万米ドル、カウンターパートは DINAMA、国家環境情報システム

プロジェクトは予算６億米ドル、カウンターパートは MVOTMA である。これらのプロジェ
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クトは JICA が行う予定の技術協力プロジェクトとは全く重複しない。 
３．OSE に対しては固体廃棄物処理プロジェクトが進行している。予算は165億円で、一般廃棄

物、産業廃棄物を対象として、処理施設や消毒施設の建設を含んでいる。 
４．その他の IDB プロジェクトについても JICA 技術協力プロジェクトと重複するものはない。 
５．本技術協力プロジェクトが開始されたあと、IDB と情報交換を密にして協調してウルグアイ

の環境管理に貢献していく方向で合意した。 
 
訪問先： OSE（衛生公社） 
日 時： 11月13日（火） 11:00～13:00 

面談者： E. Fierro（操業部部長）、J. Ascue（操業部排水課課長）、S. Gigena（操業部化学学士）、

M. Guarnien（操業部生物学士）、M. Heerhoff（操業部生物学士）、S. Aguinaga（DINAMA
環境管理部部長） 

調査団： 中沢、羽地、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 OSE の排水処理運営状況の確認 
１．次期プロジェクトの内容説明（中沢、S. Aguinaga） 
２．OSE 側は次期プロジェクトへの興味を示し、ステアリング・コミッティやテクニカル・コミ

ッティへの参加に努力し、関係機関との連携に挑みたいと指摘。（E. Fierro） 
３．操業部は去年設置され、OSE の上下水道の水質処理技術の規格化、操業方法の検討、水源の

管理を所掌とする。（E. Fierro） 
４．特に水源の管理として周辺の土地利用状況、汚染源調査（点源、面源）などを実施しなけれ

ばならないという。Santa Lucía 河川流域では農牧業に起因する面源汚染の状況把握が課題と

なっている。（E. Fierro） 
５．OSE の排水処理場では主に２次処理を行っているが、規模の大きい処理場では栄養塩を除去

する３次処理を行っている。Santa Lucía 河川流域に存在する排水処理場は Las Piedras 地区排

水処理場以外は流入量のほぼ100％を処理している。一部の管轄下水道（Minas 地区）は

Montevideo の下水処理システムの流路とつながっており、最終的には１次処理され海底放流

される。（J. Ascue） 
６．ほとんどの排水処理場では流量、BOD、栄養塩等の自動計測器を設置しており、排水処理場

への流入・放流の状況をモニタリングしている。また、排水処理場周辺の河川の水質モニタ

リングは３ヵ月の周期で行っている。ただし、重要な河川（Santa Lucía 河川流域では Canelón 
Grande 川及び Canelón Chico 川）では毎月モニタリングしている。排水処理場及びその周辺

の河川において顕著な水質問題は確認されていない。（J. Ascue） 
７．排水処理場の操業に係り、ISO-9001の認定、化学分析所の認定に努めており、来年度からそ

の申請に取り組む予定である。（S. Gigena） 
８．OSE の水質モニタリングの課題は、モニタリングデータは存在するが、データ処理が適切に

行われておらず、現状把握や過去の状況との比較などに大きな労力が必要としていることで

ある。また、DINAMA、DNH や自治体との情報共有システムが整備されていないため、河川

の流量や水質について容易に情報が集まらないことである。（E. Fierro）（SV 派遣の候補分野） 
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訪問先： DNH（運輸公共事業省水理局） 
日 時： 11月13日（火） 14:00～15:00 

面談者： A. Rodríguez（水理局水資源部部長）、D. Cortis（水理局水資源部建設技師）、G. Yorda
（DINAMA 環境評価部課長） 

調査団： 中沢、羽地、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 

 DNH の次期プロジェクトとの関係状況の確認 
１．次期プロジェクトの内容説明（中沢、G. Yorda） 
２．DNH の水文部門（河川の水量モニタリング、利水管理）2008年１月より DINASA へ移管さ

れる予定である。当省には治水の部門が残ることとなる。（A. Rodríguez） 
３．現在、河川のモニタリングは５名の技師（建設技師、農業技師、測量技師など）及び９名の

保守員で行っており、Santa Lucía 川には12の測定地点を設置している。これらは DINAMA-
自治体の水質モニタリング地点とは異なる。（D. Cortis） 

４．河川流量測定の機材：流速計（回転式７式、電磁式２式） 
 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 11月13日（火） 17:00 

面談者： A. Torres（住宅・土地整備・環境省国家環境局局長） 
調査団： 中沢、羽地 
面談内容： 

 表敬訪問 
 
訪問先： DINAMA（住宅・土地整備・環境省国家環境局） 
日 時： 11月13日（火） 17:00～17:30 

面談者： D. Collazo（環境影響評価部部長） 
調査団： 羽地 
面談内容： 

 DINAMA 環境影響評価部の所掌確認 
１．環境影響評価部（部長１名、管理補佐１名及び技術補佐２名）は環境許認可課（５名）及び

プロジェクト監査課（２名）からなり、環境影響評価制度（法16466号【1994年１月14日制

定】及びその施行規則）の立案及び遂行管理を所掌とする。 
２．環境影響評価（EIA）の調査は、通常民間のコンサルタントが行い。当部がその妥当性を評

価し、事業許認可を行い、事業開始後の当該 EIA に提案された操業状況の遂行を監査する。

後者の監査業務には環境管理部の環境管理部排出管理課の協力を必要としている。同様に、

環境のベースライン情報については環境評価部の環境情報課の協力を必要としているが、こ

れらには情報が不十分であるため、ほとんどのベースライン調査は、民間のコンサルタント

が独自に関連の情報やデータを収集してまとめている。 
３．EIA に係るコンサルタントの登録制度は存在しない。 
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訪問先： DGSA（農牧省農業情報センター） 
日 時： 11月14日（水） 10:00～12:00 

面談者： M. Masoller（農牧省農業情報センター長兼分析診断課課長）、G. Fiorentino（農牧省農

業情報センター化学分析課課長）、J. Alvarez（DINAMA 環境管理部危険物質課課長）、

S. Castro Scarone（DINAMA 環境分析課課長） 
調査団： 中沢、M. Bercianos（通訳） 
面談内容： 
１．本調査団の目的及び本技術協力プロジェクトの概要を説明した。（中沢） 
２．本技術協力プロジェクトが成功するための鍵は、St/C 及び T/C の運営を継続的にいかにうま

く機能させるかということである（中沢）。 
３．DINAMA ラボの責任者である Castro は、本技術協力プロジェクトを通して DGSA、DINAMA、

自治体分析ラボの協働によるシナジー効果が期待できる旨を説明した。 
４．本技術協力プロジェクトには DGSA から種々のデータが提供できると思う。MGAP は肥料・

農薬の使用量データを把握している。本技術協力プロジェクトは国内の様々なセクターの技

術者が協働できる貴重な機会であると考える。（Masoller） 
５．DINAMA ラボはこれまで国内の種々のラボとの協働を行ってきた。自治体のラボのレベルは

モンテヴィデオに比べると著しく低く、例えば約８年前には高価な分析機器を購入したが、い

くつかの自治体ではその装置をうまく使えず、梱包を開けることすらしていなかった自治体も

あった。（Castro） 
６．「Agenda Metropolitana」は Montevideo、Canelones 及び San Jose の３県から構成される組織で、

加盟３県の都市整備に関係する共通課題を検討する会2005年７月に設立された。交通整備、

土地利用、上下水道整備、廃棄物処分など様々な共通問題を討議されており、河川の問題と

して、Santa Lucia 川、Las Piedras 沢、Pando 沢、Carrasco 沢及び Solis 沢の流域管理について

も検討されている。Agenda Metropolitana を有効に活用することも、関係機関の連携を円滑に

運営するうえで有効であろう。（Masoller） 
７．GIS 及び緊急事態対応策の構築という重要なテーマがあるが、情報共有は大切なことである

から MGAP は喜んでデータ提供に協力する。MGAP は肥料や農薬に関するインベントリーを

作成している。また、MGAP でもモニタリングを行っているのでそのデータを提供する。

（Masoller） 
８．MGAP は過去の JICA プロジェクトに部分的に協力してきたが、本技術協力プロジェクトに

ついても DINAMA や他の機関と協調して行きたい。JICA 別プロジェクトにおいて分析機器

の供与を含む技術協力プロジェクトの開始を合意したが、これらの供与機材の共同利用等に

ついても検討して行きたい。（Masoller） 
 
訪問先： Canelones 県環境管理部、衛生管理部 
日 時： 11月14日（水） 10:30～11:30 

面談者： M. del C. García（衛生管理部分析所所長）、I. Machado B.（環境管理部環境管理技師） 
調査団： 羽地 
面談内容： 

 Canelones 県の水環境管理におけるキャパシティ・アセスメント（詳細についてキャパシテ
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ィ・アセスメントチェックリストを参照） 
１．Canelones 県は22の部からなり、環境水質管理には環境管理部（環境管理課３名、環境保全天

然資源課３名、環境教育課２名、公民施設課１名）及び衛生管理部（食糧衛生課兼分析所７

名、事業所管理課３名）がかかわっている。水の試料採取及び分析は衛生管理部の任務とさ

れ、そのデータ管理は環境管理部の任務である。一方、排水のモニタリングは DINAMA の

指導によって行われるが、その場合には県の管理部（56名）に所属するインスペクター（６

名）が参加することとなっている。 
２．Canelones 県では水質分析能力として pH、水温、電気伝導度、BOD5、COD、大腸菌郡数及び

分光光度計による窒素及び燐の測定を行っている。分析能力は８試料/週である。 
３．水質データの SISICA への入力について、Canelones 県分析所にはインターネットアクセス用

のコンピューターがないため困難である。県のほかの部署のコンピューターを利用してデー

タ入力をしなければならない。 
４．SISICA のデータ入力は改善されたため、現在は問題ないと指摘。ただし、SISICA へ蓄積さ

れたデータのアウトプットの整理は容易でない。表計算シートでの整理などが自動的に行え

ないところが問題である。 
 
訪問先： JICA ウルグアイ駐在員事務所 
日 時： 11月14日（水） 15:00～16:00 

面談者： 高木駐在員 
調査団： 中沢、羽地 
面談内容： 

 帰国報告 
 
訪問先： DINAMA（国家環境局） 
日 時： 11月14日（水） 16:30～17:30 
面談者： M. Hill（環境評価部部長）、 G. Yorda（環境評価部課長） 
調査団： 中沢、羽地 
面談内容： 

 プロジェクト投入資機材の見積もり内容再確認及び依頼 
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